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習
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ヒ
“

ム
目
ハ

止
口、

マ
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は
じ
め
に

第
－
部
　
条
文

　
1
　
議
会
条
例
「
島
根
県
県
民
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
」
お
よ
び

　
　
　
逐
条
解
説

　
2
　
島
大
条
例
案
「
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
」

第
H
部
　
島
大
条
例
案
「
逐
条
解
説
」

　
1
第
一
章
総
則
（
第
一
条
一
第
八
条
）

　
2
　
第
二
章
　
改
革
（
第
九
条
i
第
一
二
条
）

　
3
　
第
三
章
　
協
働
お
よ
び
支
援
（
第
二
二
条
一
第
二
四
条
）

　
4
　
第
四
章
　
雑
則
（
第
二
五
条
）

は
じ
め
に

　
二
〇
〇
四
年
九
月
二
七
日
、
島
根
大
学
法
文
学
部
・
行
政
学
演
習

生
は
、
自
ら
作
成
し
た
「
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

（
案
）
」
（
以
下
、
島
大
条
例
案
と
略
記
）
お
よ
び
「
逐
条
解
説
」
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
携
え
、
島
根
県
議
会
に
下
記
を
要
旨
と
す
る
「
陳
情
」
を
行
っ
た
。

「『

L
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
』
の
創
造
を
め
ざ
し
、
『
地
域
い
き

い
き
活
動
』
（
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
非
営
利
の
公
益

的
な
活
動
）
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
を
、
①
島
大
条
例
案
の
趣
旨

を
尊
重
し
た
う
え
で
、
②
制
定
す
る
こ
と
」
。
同
年
一
二
月
一
〇
日
、

同
議
会
建
設
環
境
委
員
会
が
こ
れ
を
審
査
。
そ
の
結
果
、
①
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て
は
「
継
続
審
議
」
と
さ
れ
た
も
の
の
、
前
者
、
す
な
わ
ち
条
例
制

定
自
体
は
「
採
択
」
と
さ
れ
た
。
事
実
、
そ
の
一
週
間
後
に
は
、
翌

年
二
月
の
定
例
会
に
「
議
員
提
案
」
と
し
て
上
程
す
る
こ
と
が
正
式

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
爾
後
、
陳
情
代
表
者
た
る
島
大
生
等
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

る
参
考
人
招
致
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等
が
実
施
さ
れ
、
つ
い

に
二
〇
〇
五
年
三
月
一
六
日
、
人
々
の
注
目
が
専
ら
「
竹
島
の
日
」

条
例
に
集
ま
る
な
か
、
「
島
根
県
県
民
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
」

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

二
二
九



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

（
以
下
、
議
会
条
例
と
略
記
）
が
成
立
し
た
。
・

　
本
資
料
は
、
上
記
二
つ
の
条
例
と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
逐
条
解
説
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
さ
め
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
と
し
て
は
、
ま
ず
も
っ
て
読
者
諸
賢

に
よ
っ
て
両
条
例
の
比
較
検
証
が
な
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

た
だ
、
島
大
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
資
料
的
価
値
は

頗
る
高
い
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
は
、
そ
の
”
実
践
的
”
意
義
に
関
わ
る
。
島
大
生
に
よ
る

「
陳
情
」
は
、
昨
今
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
「
市
民
立
法
」

の
試
み
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
一
般
に
想
定
さ
れ
て
い

る
「
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
」
の
直
接
請
求
で
は
な
い
。
学
生
と
い

う
名
の
市
民
が
、
自
ら
の
手
で
条
文
を
書
き
上
げ
、
し
か
も
逐
条
解

説
等
ま
で
付
し
て
「
陳
情
」
を
行
い
、
結
果
的
に
条
例
制
定
ま
で
こ

　
　
　
　

ぎ
つ
け
た
と
い
う
極
め
て
希
有
な
例
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
島
根
県

政
史
上
初
の
快
挙
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
市
民

立
法
」
の
新
生
面
を
拓
い
た
と
言
う
も
強
弁
で
は
あ
る
ま
い
。
す
な

わ
ち
、
本
資
料
は
、
か
か
る
実
践
の
「
記
録
」
と
い
う
意
義
を
持
つ
。

　
い
ま
一
つ
は
、
筆
者
の
立
場
（
行
政
学
演
習
主
宰
者
お
よ
び
島
大

条
例
案
監
修
者
）
か
ら
す
れ
ば
や
や
手
前
味
噌
で
は
あ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
み
の
秀
逸
さ
で
あ
る
。
詳
細
は
逐
条
解
説
に
委
ね
る
と
し
て
、

こ
こ
で
は
三
点
に
絞
っ
て
特
長
を
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、
N
P
O

活
動
促
進
に
関
わ
る
根
本
的
な
諸
概
念
（
例
え
ば
、
市
民
、
協
働
、

参
加
な
ど
）
が
念
入
り
に
検
討
さ
れ
、
か
つ
、
と
り
わ
け
政
策
論
的

一
四
〇

に
有
効
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
条
例
の
実
効
性
を
担

保
す
る
た
め
の
斬
新
か
つ
周
到
な
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
行
動
計
画
」
（
第
一
四
条
）
、
「
協
定
」
（
第
一
五
条
）
、
「
審
議
会
」

（
第
壬
二
条
）
、
「
年
次
報
告
」
（
第
二
四
条
）
等
が
そ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
最
後
に
、
書
生
に
あ
り
が
ち
な
「
机
上
の
空
論
」
を
賢
明
に
避

け
ん
と
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
島
大
条

例
案
は
、
学
生
が
実
際
に
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
を
行
う
な
か
で

得
た
実
感
、
自
ら
設
計
・
実
施
し
た
「
N
P
O
法
人
実
態
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
」
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
生
の
声
、
島
根
県
や
松
江

市
の
関
連
委
員
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
な
ど
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る

情
報
を
活
用
し
た
、
ま
さ
に
フ
ァ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
我
々
は
、
本
資
料
を
、
単
な
る
実
践
「
記
録
」

と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
学
術
的
共
有
財
産
の
目
録
に
含
め
ら
れ
る
べ

き
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
便
宜
上
、
第
－
部
で
は
、
逐
条
解
説
付
き
の
議
会
条

ワ
ノ例

お
よ
び
島
大
条
例
案
を
掲
載
し
、
第
H
部
に
お
い
て
後
者
の
逐
条

　
　

解
説
を
載
せ
る
こ
と
と
す
る
。

1
　
実
際
に
は
、
議
会
だ
け
で
な
く
執
行
部
（
島
根
県
知
事
宛
）
に
も

提
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
陳
情
者
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
三
回

　
生
（
当
時
）
国
本
矩
史
他
一
八
名
。

2
　
二
〇
〇
五
年
三
月
一
九
日
、
建
設
環
境
委
員
会
に
お
け
る
再
審
査



　
の
結
果
、
「
趣
旨
採
択
」
と
さ
れ
た
。

3
　
実
施
時
期
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
二
〇
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
。

　
最
終
的
に
、
三
八
人
の
提
出
者
（
団
体
含
む
）
か
ら
二
二
九
件
の
意

　
見
が
提
出
さ
れ
た
。

4
　
島
大
生
が
「
陳
情
書
」
に
別
添
し
た
資
料
の
全
体
構
成
は
、
以
下

　
の
通
り
。
「
1
　
条
例
本
文
」
「
H
　
概
要
版
（
1
　
条
例
制
定
の
必

　
要
性
、
2
　
条
文
の
基
本
構
成
、
3
　
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
）
」
「
皿

　
逐
条
解
説
」
「
W
　
参
考
資
料
（
1
　
解
説
用
フ
ロ
ー
図
、
2
　
あ

　
い
ち
協
働
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
ニ
○
〇
四
－
概
要
版
、
3
　
平
成
一
六
年

　
度
N
P
O
法
人
実
態
調
査
）
」
。
こ
の
う
ち
本
資
料
に
収
録
し
て
い
る

　
の
は
、
1
、
H
、
W
－
1
で
あ
る
。
た
だ
し
、
W
－
1
は
、
H
に
適

　
宜
挿
入
し
て
い
る
。

5
　
曲
が
り
な
り
に
も
条
例
の
制
定
を
見
る
に
至
っ
た
要
因
と
し
て
は
、

　
少
な
く
と
も
下
記
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
に
、
タ
イ
ミ
ン

　
グ
。
陳
情
が
行
わ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
頃
、
建
設
環
境
委
員
会
は
、
県

　
内
外
の
N
P
O
に
関
す
る
約
二
年
間
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
取
り
纏

　
め
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
成
果
は
、
陳
情
審
査
と
同
じ
日

　
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
〇
日
）
に
『
提
言
書
－
島
根
県
に
お
け
る

　
N
P
O
活
動
活
性
化
の
た
め
の
提
言
』
と
し
て
公
表
さ
れ
、
さ
ら
に
、

　
こ
の
な
か
に
は
「
N
P
O
活
動
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
と
の

　
文
言
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と

　
に
成
功
し
た
こ
と
。
少
な
く
と
も
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
度
は
実
に
高
か
っ

　
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
単
な
る
「
物
珍
し
さ
」
か
ら
く
る
偶
然
の
賜

　
物
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
島
大
生
の
側
に
は
、

　
も
と
も
と
「
県
民
の
関
心
を
い
か
に
集
め
ら
れ
る
か
」
が
成
否
の
鍵

　
を
握
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
意
図
的
に
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
戦
略
を
打
つ

　
た
の
で
あ
っ
た
。
当
然
、
「
学
生
」
と
い
う
肩
書
き
自
体
が
最
大
の

　
ウ
リ
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
第
三
に
、
単
な
る
門
陳

　
情
」
を
こ
え
、
条
文
の
み
な
ら
ず
逐
条
解
説
等
ま
で
を
も
含
ん
だ
文

　
字
通
り
の
「
立
法
」
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
の
点
と
も
か
か
わ
っ

　
て
、
こ
の
力
作
を
前
に
、
議
会
側
に
等
閑
視
す
る
余
地
は
全
く
な
か
っ

　
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

6
　
条
例
の
根
幹
を
な
す
基
本
的
な
概
念
等
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め

　
て
別
稿
を
期
す
る
予
定
で
あ
る
。

7
　
議
会
事
務
局
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
、
読
み
や
す
さ
と
い
う
観
点

　
か
ら
に
限
っ
て
微
修
正
を
加
え
た
。

8
　
　
「
資
料
」
と
し
て
の
意
義
を
重
視
し
、
加
筆
・
修
正
は
若
干
の
字

　
句
と
掲
載
体
裁
に
限
っ
た
。
な
お
、
原
文
に
つ
き
関
心
の
あ
る
向
き

　
が
あ
れ
ば
、
筆
者
（
N
N
ざ
ヨ
㊧
◎
。
。
o
。
喜
嘗
き
。
－
F
8
も
）
ま
で
問
い
合

　
わ
せ
頂
き
た
い
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
四
一
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第
－
部
　
条
文

T
↓
一
¶
暫

議
会
条
例
「
島
根
県
県
民
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
」
お
よ
び
逐
条
解
説

条

文

（
前
文
）

　
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
島
根
で
は
、
先
人
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ

た
歴
史
や
文
化
の
な
か
で
、
人
々
が
助
け
合
い
の
心
を
持
っ
て
暮
ら
し
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
相
互
扶
助
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
。

　
一
方
、
近
年
で
は
、
福
祉
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
多
様
な
分
野
に

お
い
て
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
県
民
、
民
間
非
営
利
活
動
団
体

（
N
P
O
）
等
に
よ
る
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
本
格
的
な
成
熟
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
こ
れ
ま

で
地
域
社
会
を
支
え
て
き
た
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
と
も
に
、

県
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
含
め
た
多
様
な

主
体
に
よ
る
自
主
的
で
主
体
的
な
活
動
が
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
意
義

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
県
民
い
き
い
き
活
動
と
位
置
付
け
、
地

域
社
会
を
構
成
す
る
人
々
や
団
体
が
連
携
協
力
し
て
促
進
す
る
こ
と
を

決
意
し
、
自
立
的
に
発
展
で
き
る
快
適
で
活
力
の
あ
る
島
根
を
築
く
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

解

説

○
民
間
非
営
利
活
動
団
体
（
N
P
O
）
等
に
よ
る
活
動
は
、
地
域
課
題

の
解
決
や
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
、
多
様
な
人
々

が
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
り
、
自
治
会
等
の
伝
統
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
や
地
域
社
会
を
支
え
て
い

く
力
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
域
社
会
に
か
か
わ
る
多
様
な
主
体
が
、
共
通
認
識
の
基
に

連
携
協
力
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
を
促
進
し
、
自
立
的
に
発
展
で
き
る
快

適
で
活
力
の
あ
る
島
根
を
共
に
築
い
て
い
く
た
め
に
こ
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
条
例
名
の
「
県
民
い
き
い
き
活
動
」
は
、
活
動
へ
の
参
加
や
支
援
を

行
う
人
々
が
「
い
き
い
き
」
と
し
て
い
る
様
、
又
活
動
の
活
発
化
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
「
い
き
い
き
」
と
な
る
様
を
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
活
動
の
名
称
を
で
き
る
だ
け
な
じ
み
や
す
い
も
の
と
し
、
県

民
等
が
誰
で
も
ど
こ
で
も
普
段
着
で
参
加
で
き
る
こ
と
を
表
し
た
。



（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
関
し
、
基
本

○
こ
の
条
例
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、
次
の
こ

理
念
を
定
め
、
県
民
等
の
役
割
及
び
県
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
を
定
め
る
。

等
に
よ
り
、
県
民
い
き
い
き
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
協
働
を
推

①
県
民
い
き
い
き
活
動
を
促
進
の
た
め
の
基
本
理
念
を
定
め
る
こ
と

進
し
、
も
っ
て
県
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地

②
県
民
、
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
、
事
業
者
（
企
業
等
）
、
県
の

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

役
割
分
担
及
び
市
町
村
と
の
連
携

※
市
町
村
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
で
定
め
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
た
め
県
条
例
で
は
定
め
な
い

③
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
施
策
及
び
県
行
政
に
お
け
る
協
働
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
県
民
い
き
い
き
活
動
」
と
は
、
営
利

○
「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
」
と
は
、
個
人
や
団
体
の
構
成
員
に
剰
余

を
目
的
と
せ
ず
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す

金
（
利
益
）
を
分
配
し
た
り
、
財
産
を
還
元
し
な
い
と
い
う
こ
と
。

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
発
的
に
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て
、
次
の

○
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
」
と
は
、
N
P
O
等
が
団
体
運

各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
を
い
う
。

営
の
た
め
の
活
動
、
団
体
の
構
成
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
た
活
動

ω
宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
及
び
信
者
を
教
化

等
、
受
益
者
が
特
定
さ
れ
る
活
動
は
除
か
れ
る
。

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
H
個
人
・
グ
ル
ー
プ
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
。

⑧
　
政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る

②
N
P
O
活
動
H
N
P
O
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
活
動

こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動

団
体
が
行
う
組
織
的
な
公
益
活
動
を
い
う
。

⑬
特
定
の
公
職
（
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
第
一
〇
〇
号
）

③
地
縁
的
組
織
に
よ
る
公
益
活
動
H
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
の
会
な

第
三
条
に
規
定
す
る
公
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

ど
が
行
う
公
益
活
動
、
地
域
活
性
化
活
動
等
。
例
え
ば
、
道
路
美

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
四
三
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の
候
補
者
（
坐
該
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
）
若
し

化
、
河
川
清
掃
、
集
落
維
持
活
動
等
。

く
は
公
職
に
あ
る
者
又
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ

○
（
第
一
項
各
号
は
［
毎
熊
挿
入
］
）
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P

ら
に
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動

O
法
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
本
条
例
が
対
象
と
す
る
県
民
い
き
い
き

2
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
」
と
は
、
法
人

活
動
か
ら
除
外
し
た
。

そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
、
県
民
い
き
い
き
活
動
を
行
う
も
の
を
い
う
。

○
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
は
、
法
人
や
団
体
そ
の
も
の
の
性
格
で
は

3
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
県
民
等
」
と
は
、
県
民
、
県
民
い
き
い
き

な
く
、
個
々
の
活
動
の
性
質
に
よ
り
判
断
す
る
。

活
動
団
体
及
び
事
業
者
を
い
う
。

○
県
民
等
と
は
、
県
民
個
人
及
び
県
内
で
活
動
す
る
県
民
い
き
い
き
活

4
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
協
働
」
と
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体

動
団
体
、
事
業
者
（
企
業
含
む
）
を
い
う
。

及
び
県
が
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
資

○
協
働
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
解
説
参
照
の
こ
と
。

源
を
生
か
し
、
自
立
し
た
対
等
な
立
場
で
相
互
に
協
力
し
て
活
動
す
る

こ
と
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
県
民
い
き
い
き
活
動
は
、
県
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の

健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
民
い
き
い
き
活
動
は
、
そ
の
自
主
性
及
び
主
体
性
が
尊
重
さ
れ

る
と
と
も
に
、
県
民
等
の
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
く
参
加
に
よ
り
促
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
等
、
市
町
村
そ

の
他
の
地
方
公
共
団
体
、
国
及
び
県
の
相
互
理
解
の
下
に
県
民
等
の
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
県
民
の
役
割
）

第
四
条
　
県
民
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」

○
県
民
に
は
、
い
き
い
き
活
動
に
対
す
る
理
解
に
加
え
て
、
活
動
へ
の

と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
県
民
い
き
い
き
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を

参
加
を
期
待
す
る
も
の
。

深
め
る
と
と
も
に
、
県
民
い
き
い
き
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
す
る
。

（
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
の
役
割
）

第
五
条
　
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県

○
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
は
活
動
の
実
施
に
加
え
、
活
動
状
況
な
ど

民
い
き
い
き
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
県

の
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
参
加
の
促
進
を
図

民
等
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
積

る
な
ど
の
役
割
を
期
待
す
る
も
の
。

極
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
努
力
）

第
六
条
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
民
い
き
い
き
活
動

○
事
業
者
（
企
業
等
）
に
対
し
、
雇
用
者
の
活
動
参
加
へ
の
便
宜
や
県

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進

民
い
き
い
き
活
動
へ
の
可
能
な
支
援
等
を
期
待
す
る
も
の
。

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
の
責
務
）

第
七
条
　
県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促

○
県
の
責
務
と
し
て
、
促
進
施
策
の
策
定
、
実
施
を
義
務
づ
け
、
第
八

進
に
関
す
る
施
策
（
以
下
「
促
進
施
策
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
及

条
で
基
本
方
針
の
策
定
を
、
第
一
〇
条
で
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
具
体

び
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

的
に
規
定
し
た
。
ま
た
、
協
働
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
条
で
指
針
の
策

2
　
県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
協
働
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

定
を
規
定
し
た
。

島
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学
法
文
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部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
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熊
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3
　
県
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
及
び
協
働
を
推
進
す
る

た
め
、
県
民
等
と
市
町
村
そ
の
他
の
地
方
公
共
団
体
及
び
国
と
の
連
携

○
（
第
三
項
は
［
毎
熊
挿
入
」
）
活
動
促
進
や
協
働
の
推
進
に
関
し
、
県

に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

は
自
ら
取
り
組
む
こ
と
の
ほ
か
、
県
民
等
と
、
他
の
行
政
機
関
と
の
連

携
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

（
基
本
方
針
）

第
八
条
知
事
は
、
促
進
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
県
民
い
き
い
き
活

○
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
の
た
め
の
中
長
期
的
な
計
画
を
策
定
す

動
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

○
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
意
義
や
活
性
化
に

2
　
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

向
け
た
諸
施
策
の
方
向
性
等
を
明
ら
か
に
し
、
公
平
、
公
正
性
や
透
明

ω
促
進
施
策
の
基
本
的
事
項

性
の
確
保
、
自
主
性
、
主
体
性
を
尊
重
等
の
配
慮
事
項
を
定
め
る
。

⑧
促
進
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項

○
（
第
三
項
に
つ
い
て
は
［
毎
熊
挿
入
］
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

㈹
　
そ
の
他
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
関
し
必
要
な
事
項

施
や
、
第
一
二
条
で
想
定
さ
れ
る
委
員
会
が
意
見
聴
取
等
が
考
え
ら
れ

3
　
知
事
は
、
基
本
方
針
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
広
く
一
般

る
。

の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

4
　
知
事
は
、
基
本
方
針
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

5
　
前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
市
町
村
と
の
連
携
）

第
九
条
　
県
は
、
促
進
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
町

○
県
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
が
地
域
に
密
着
し
た
活
動
で
あ
る
こ
と

村
と
の
緊
密
な
連
携
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

か
ら
、
促
進
施
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
市
町
村
と
の
連
携
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。



（
促
進
施
策
）

第
一
〇
条
　
県
は
、
促
進
施
策
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
施
策
を
実
施
す

○
（
第
一
項
は
［
毎
熊
挿
入
］
）
情
報
誌
の
発
行
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

る
も
の
と
す
る
。

等
、
理
解
促
進
や
参
加
促
進
に
必
要
な
施
策
の
実
施
、
ま
た
、
団
体
運

ω
　
啓
発
活
動
、
学
習
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
県
民
等
の
理
解
を
深

営
や
活
動
促
進
の
た
め
の
専
門
研
修
等
の
実
施
を
い
う
。

め
る
た
め
に
必
要
な
施
策

○
（
第
二
項
は
［
毎
熊
挿
入
」
）
活
動
支
援
拠
点
の
充
実
及
び
専
門
ア
ド

図
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
県
民
等
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
必

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
、
県
民
い
き
い
き
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

要
な
施
策

な
環
境
整
備
を
い
う
。

㈹
　
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

2
　
県
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
民
い
き
い
き
活
動
を
促

進
ず
る
た
め
、
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
協
働
の
推
進
）

第
二
条
知
事
は
、
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
協
働
の
推
進
に
係
る

○
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
と
県
が
協
働
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

具
体
的
な
方
策
、
協
働
に
関
し
留
意
す
べ
き
事
項
等
を
内
容
と
す
る
指

協
働
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な
指
針
が
必
要
で
あ
る
。
（
「
N
P
O
と
行

針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

政
の
協
働
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
平
成
一
六
年
一
月
に
策
定
し
た
）

2
　
県
は
、
県
行
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
積
極
的
に
協
働
に
取
り

○
地
域
の
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
団
体
と
の
協
働

組
ん
で
こ
れ
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
団
体
の
持
っ
て
い
る
発
想
力
や
企
画
力
を

生
か
し
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
の
実
施
を
図
る
。

○
県
行
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
二
条
で
定
め
る
体
制
の
整
備

等
を
図
り
、
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
か
ら
の
事
業
提
案
や
県
か
ら
県

長
い
き
い
き
活
動
団
体
へ
の
事
業
委
託
等
に
よ
り
協
働
に
取
り
組
む
。
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（
県
民
等
の
意
見
の
反
映
）

第
二
一
条
　
県
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
及
び
協
働
の
推
進
に

○
基
本
方
針
の
策
定
や
必
要
な
促
進
施
策
、
県
に
お
け
る
協
働
の
実
施

資
す
る
た
め
、
県
民
等
の
意
見
を
県
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制

に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
県
民
、
県
民
い
き
い
き
活
動
団
体
、

度
を
整
備
す
る
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

事
業
者
、
学
識
経
験
者
、
市
町
村
等
、
関
係
主
体
の
代
表
者
で
構
成
す

る
委
員
会
の
設
置
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

（
体
制
の
整
備
等
）

第
二
二
条
　
県
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
及
び
協
働
の
推
進
の

○
（
第
一
項
に
つ
い
て
は
［
毎
熊
挿
入
］
）
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進
、

た
め
、
そ
の
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携
及
び
施
策
の
調
整
を
図
る
た
め

協
働
の
推
進
と
も
に
各
部
局
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
施
策
の
調
整
や
総
合
的

の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
部
局
を
横
断
し
た
推
進
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

2
　
県
は
、
県
民
い
き
い
き
活
動
及
び
協
働
に
つ
い
て
の
職
員
の
意
識

○
（
第
二
項
に
つ
い
て
は
［
毎
熊
挿
入
」
）
県
民
い
き
い
き
活
動
の
促
進

を
高
め
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

や
協
働
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
職
員
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
職
員
研
修
等
を
想
定
し
て
い
る
。

（
年
次
報
告
）

第
一
四
条
知
事
は
、
毎
年
、
促
進
施
策
の
実
施
状
況
及
び
協
働
の
推

○
県
民
い
き
い
き
活
動
の
現
状
、
諸
施
策
の
実
施
状
況
、
全
庁
的
な
協

進
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

働
事
業
の
実
績
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
の
上
公
表
す
る
も
の
、
ま
た
、

公
表
後
提
出
さ
れ
る
意
見
は
そ
の
後
の
施
策
等
へ
の
反
映
が
図
ら
れ
る
。

○
年
次
報
告
は
、
議
会
の
所
管
委
員
会
や
第
一
二
条
で
設
置
が
想
定
さ

れ
る
委
員
会
に
も
報
告
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



T
ム
ー
り
∠

前
文

島
大
条
例
案
「
島
根
県
地
域
い
き
い
き

活
動
促
進
条
例
」

　
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
行
政
を
「
公
共
」
の
中
心
的
な
担
い
手
と

み
な
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
行
政
は
、
今
と
く
に
財
政
面

に
お
い
て
非
常
に
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
行

政
は
、
「
公
平
性
」
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
一
人

一
人
の
差
異
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
不
得
手
と
し
て
い
ま
す
。

も
は
や
行
政
だ
け
に
頼
っ
て
い
て
は
、
私
た
ち
の
目
指
す
「
豊
か
で

活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
の
実
現
は
望
め
な
い
で
し
ょ
う
。

　
他
方
、
私
た
ち
は
、
明
る
い
兆
し
も
見
逃
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
N

P
O
（
非
営
利
組
織
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
躍
が
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
迅
速
で
柔
軟
な
活
動
と
い
う
こ
と
を
特
長
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
た
現
代
に
お
い
て
は

と
く
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
ま
た
、
こ
う
い
つ
た
活
動
に
従
事

し
て
い
る
人
た
ち
は
、
「
み
ん
な
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う

熱
い
想
い
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
み
な
「
い
き
い
き
」
と

し
た
顔
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
想
い
と
行
動
が
地
域
社
会

を
も
「
い
き
い
き
」
と
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
う
い
つ
た
活
動

を
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
と
よ
ぶ
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
私
た
ち
自
ら
が
自
ら
を
治
め
る
こ
と
」
、
こ
れ
こ

そ
が
あ
る
べ
き
「
自
治
」
の
姿
と
言
え
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
で
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
私
た
ち
は
決
し
て
行
政
の
役
割
を
軽
視
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
そ
も
そ
も
行
政
と
は
、

み
ん
な
が
税
金
と
い
う
名
の
お
金
を
出
し
合
っ
て
雇
っ
た
プ
ロ
集
団

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
政
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
プ
ロ
と
し
て
の
務
め
を
十
分
に
果
た
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
島
根
で
広
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
基
本
認
識
は
、

「
官
か
ら
民
へ
」
で
は
な
く
、
「
官
も
民
も
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
私
た
ち
が
、
行
政
に
不
断
の
「
改
革
」
や
「
地
域
い
き
い

き
活
動
団
体
」
と
の
「
協
働
」
を
求
め
、
自
ら
に
「
知
と
汗
」
の

「
持
ち
寄
り
」
を
期
待
す
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
私
た
ち
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
N
P
O
活
動
を

生
業
に
し
て
い
る
青
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
暇
も
得
ら
れ
な

い
会
社
員
、
地
域
に
は
目
も
く
れ
ず
趣
味
に
没
頭
す
る
若
者
な
ど
、

様
々
で
す
。
で
す
か
ら
、
「
持
ち
寄
り
」
や
「
参
加
」
が
押
し
つ
け

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
人
の
自
由
は

最
大
限
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
と
は
い
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
に
「
参
加
」
す
る
ほ
ど
、
ま
た
、
「
持

ち
寄
り
」
も
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
地
域
社
会
が
豊
か
に
な
る
こ
と

は
確
か
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
の
大
切
さ
を
大
上
段
に
振
り
か
ざ
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す
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
等
身
大
で
「
参
加
」
で
き
、
ま
た
、
楽
し

く
「
い
き
い
き
活
動
ラ
イ
フ
」
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
ん
な
環

境
づ
く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
ら
の
手
で
「
豊
か
で
活
力
の
あ

る
地
域
社
会
」
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、
「
地
域
い
き
い

き
活
動
」
の
促
進
に
取
り
組
む
た
め
、
本
条
例
の
制
定
を
こ
こ
に
宣

言
し
ま
す
。

第
一
章
　
総
則

（
本
条
例
の
目
的
お
よ
び
構
成
）

第
一
条
　
本
条
例
は
、
地
域
社
会
に
あ
る
様
々
な
力
を
引
き
出
し
つ

つ
、
地
域
い
き
い
き
活
動
の
促
進
を
は
か
り
、
も
っ
て
豊
か
で
活
力

の
あ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2
　
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
本
条
例
は
、
基
本
理
念
を
定

め
、
県
民
、
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
の

役
割
な
ら
び
に
県
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
行
政
に
お

け
る
改
革
、
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
と
県
と
の
協
働
お
よ
び
地
域

い
き
い
き
活
動
団
体
へ
の
支
援
等
に
関
わ
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
条
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
（
以
下
、
い
き
い
き
活
動
）
と

は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
に
寄

一
五
〇

与
す
る
活
動
を
い
う
。

2
　
　
「
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
」
（
以
下
、
活
動
団
体
）
と
は
、

い
き
い
き
活
動
を
主
た
る
目
的
と
す
る
法
人
又
は
団
体
（
次
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
）
を
い
う
。

　
ω
　
宗
教
の
教
義
を
広
め
儀
式
行
事
を
行
い
、
お
よ
び
信
者
を
教

　
　
化
育
成
す
る
事
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
。

　
⑧
　
政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す

　
　
る
事
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
。

　
團
　
特
定
の
公
職
（
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
第
一
〇
〇

　
　
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
公
職
を
い
う
）
の
候
補
者
（
当
該
候

　
　
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
）
若
し
く
は
公
職
に
あ
る
者
、

　
　
又
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
事

　
　
を
目
的
と
す
る
も
の
。

3
　
　
「
各
主
体
」
と
は
、
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
、
市
町
村
、

県
の
こ
と
を
い
う
。

4
　
　
「
各
団
体
」
と
は
、
活
動
団
体
、
事
業
者
、
市
町
村
、
県
の
こ

と
を
い
う
。

5
　
「
協
働
」
と
は
、
各
団
体
同
士
が
各
々
の
特
徴
を
考
慮
し
な
が

ら
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
て
力
を
あ
わ
せ

て
取
り
組
む
こ
と
を
い
う
。

6
　
　
「
支
援
」
と
は
、
活
動
団
体
が
よ
り
効
果
的
か
つ
円
滑
に
当
該

活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
各
主
体
が
、
資
金
、
労
力
、
情
報
お
よ



び
知
識
等
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
本
条
例
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る

地
域
社
会
」
づ
く
り
に
お
い
て
各
主
体
で
共
有
さ
れ
る
基
本
理
念
と

し
て
以
下
の
各
号
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
ω
　
各
主
体
の
間
で
日
常
生
活
に
お
け
る
助
け
合
い
が
ご
く
自
然

　
　
に
み
ら
れ
る
こ
と
。

　
図
　
各
主
体
の
間
で
対
等
な
関
係
に
基
づ
く
対
話
が
日
常
的
に
行

　
　
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
⑬
　
県
民
お
よ
び
活
動
団
体
の
も
つ
多
様
な
価
値
観
が
広
く
認
め

　
　
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
⑥
　
県
民
の
い
き
い
き
活
動
に
対
す
る
参
加
選
択
の
自
由
が
認
め

　
　
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
県
民
の
役
割
）

第
四
条
　
県
民
は
、
い
き
い
き
活
動
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
、
そ
の

実
情
に
応
じ
て
、
い
き
い
き
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。（

地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
の
役
割
）

第
五
条
　
活
動
団
体
は
、
広
く
県
民
か
ら
当
該
活
動
に
対
す
る
関
心

や
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2
　
活
動
団
体
は
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
県
民
が
い
き
い
き
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
事
業
者
の
役
割
）

第
六
条
　
事
業
者
は
、
い
き
い
き
活
動
に
理
解
を
示
し
、
そ
の
円
滑

な
実
施
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2
　
事
業
者
は
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
県
民
が
い
き
い
き
活
動
に

参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
活
動
団
体
に
対
す
る
支
援
お
よ
び

活
動
団
体
と
の
協
働
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
の
役
割
）

第
七
条
　
市
町
村
は
、
い
き
い
き
活
動
に
理
解
を
示
し
、
当
該
活
動

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
情
に
応
じ

て
、
活
動
団
体
と
の
協
働
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2
　
市
町
村
は
、
県
民
、
活
動
団
体
お
よ
び
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
第

四
条
な
い
し
第
六
条
に
規
定
す
る
役
割
を
円
滑
に
果
た
せ
る
よ
う
、

そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
必
要
な
施
策
の
策
定
お
よ
び
実
施
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
県
の
責
務
）

第
八
条
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
も
つ
意
義
を
十
分
に
認
識
し
、

当
該
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
本
条
例
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
に
照
ら
し
、
適
宜
、

活
動
団
体
と
の
協
働
を
積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
第
四
条
な
い
し
第
七
条
に
定
め
る
役
割
を
円
滑
に
果
た
せ
る
よ
う
、

必
要
な
施
策
を
策
定
お
よ
び
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
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3
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
第
九
条
な
い
し
第

一
二
条
に
規
定
す
る
改
革
を
不
断
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
県
民
が
意
見
を
述

べ
る
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
改
革

（
連
携
）

第
九
条
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
組
織
内
部
に

お
け
る
各
部
局
間
の
連
携
お
よ
び
総
合
調
整
を
積
極
的
に
は
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
市
町
村
、
国
お
よ

び
他
の
都
道
府
県
と
の
連
携
お
よ
び
総
合
調
整
を
積
極
的
に
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
改
革
）

第
一
〇
条
　
県
は
、
そ
の
業
務
を
公
益
性
や
効
率
性
等
の
観
点
か
ら

適
宜
見
直
し
、
自
ら
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
業
務
領
域
を
明
確
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
意
識
改
革
）

第
一
一
条
　
県
職
員
は
、
自
ら
の
所
掌
事
務
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人

一
人
が
本
条
例
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
を
十
分
に
認
識
し
、
い
き

い
き
活
動
の
促
進
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
前
項
の
規
定
を
達
成
す
る
た
め
、
県
職
員
が
い
き
い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
設
け
る
等
必
要
な
措
置
を
積
極
的
に
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
制
度
改
革
）

第
二
一
条
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
が
効
果
的
に
は
か
ら
れ

る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
組
織
体
制
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
業
務
方
法
お
よ
び
諸
規
則
等
に
つ
き
、
い
き
い
き
活
動

の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
し
、
適
宜
改
善
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
第
三
章
　
協
働
お
よ
び
支
援

（
協
働
お
よ
び
支
援
の
基
本
原
則
）

第
二
二
条
　
県
は
、
協
働
お
よ
び
支
援
に
関
わ
る
事
業
の
企
画
、
実

施
お
よ
び
評
価
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
各
号
に
定
め
る
基
本
原
則
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
　
協
働
事
業
参
加
団
体
お
よ
び
被
支
援
団
体
と
の
関
係
を
透
明

　
　
に
保
つ
こ
と
。

　
図
　
協
働
事
業
参
加
団
体
間
お
よ
び
被
支
援
団
体
間
の
関
係
を
公

　
　
平
に
保
つ
こ
と
。

　
個
　
協
働
事
業
参
加
団
体
お
よ
び
被
支
援
団
体
の
多
様
性
お
よ
び

　
　
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
。

　
⑥
　
協
働
事
業
参
加
団
体
お
よ
び
被
支
援
団
体
と
対
等
な
立
場
を



　
　
構
築
し
、
維
持
す
る
こ
と
。

　
㈲
　
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
と
積
極
的
か
つ

　
　
継
続
的
に
対
話
を
行
う
こ
と
。

　
㈲
　
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
に
対
し
て
積
極

　
　
的
か
つ
継
続
的
に
各
種
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

2
　
県
は
、
前
項
の
他
、
第
一
五
条
に
規
定
す
る
地
域
い
き
い
き
協

定
を
締
結
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
協
定
に
定
め
る
事
項
を
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
動
計
画
の
策
定
）

第
一
四
条
　
知
事
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
本
条
例
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
施
策
、
そ
の
目
標
お
よ
び
達
成
時

期
等
を
定
め
た
行
動
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
知
事
は
、
行
動
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
県
民
、
活
動
団
体
、

事
業
者
お
よ
び
市
町
村
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3
　
知
事
は
、
行
動
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
こ
れ
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
知
事
は
、
行
動
計
画
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
推
進
体
制

を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
知
事
は
、
行
動
計
画
に
つ
き
、
適
宜
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
い
き
い
き
協
定
）

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料

第
一
五
条
　
活
動
団
体
は
、
県
と
の
関
係
お
よ
び
活
動
団
体
同
士
の

関
係
を
確
認
し
、
か
つ
、
よ
り
適
切
な
関
係
を
築
く
た
め
、
県
に
対

し
て
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
地
域
い
き
い
き
協
定
に
は
、
以
下
の
各
号
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。　

ω
　
協
働
お
よ
び
支
援
に
あ
た
り
活
動
団
体
お
よ
び
県
の
双
方
が

　
　
守
る
べ
き
原
則
。

　
⑧
　
協
働
お
よ
び
支
援
に
関
す
る
活
動
団
体
お
よ
び
県
各
々
の
責

　
　
務
。

　
㈹
　
そ
の
他
必
要
な
事
項
。

3
　
知
事
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
に
多
数
の
活
動
団
体
が
参
加
で

き
る
機
会
を
設
け
、
ま
た
、
こ
れ
を
締
結
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
本
条
第
一
項
に
基
づ
き
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
を
申
し
出

た
活
動
団
体
は
、
多
数
の
活
動
団
体
が
当
該
協
定
に
参
加
で
き
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
知
事
は
、
本
条
第
一
項
に
基
づ
く
締
結
の
申
し
出
を
受
け
た
時

は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
に
つ
き
判
断
し
、
そ
の
結
果
お
よ

び
理
由
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
　
活
動
団
体
は
、
前
項
の
判
断
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

第
二
三
条
に
規
定
す
る
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
審
議
会
に
異
議

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
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7
　
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
審
議
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
異

議
の
申
し
立
て
を
受
け
た
時
は
、
す
み
や
か
に
そ
れ
を
審
議
し
、
そ

の
審
議
結
果
を
議
長
を
通
じ
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

8
　
知
事
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
県
民
、

活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9
　
知
事
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
参
加
活
動
団
体
と
の
合
意
に
基

づ
き
、
適
宜
当
該
協
定
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
働
事
業
の
企
画
、
立
案
）

第
一
六
条
　
県
は
、
既
存
事
業
の
見
直
し
お
よ
び
新
規
事
業
の
企
画

に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
協
働
事
業
化
の
可
能
性
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
活
動
団
体
が
協
働
事
業
の
提
案
を
行
う
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
当
該
提
案
を
促
す
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
協
働
事
業
の
実
施
）

第
一
七
条
　
県
は
、
多
様
な
活
動
団
体
が
協
働
事
業
に
参
加
で
き
る

機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
協
働
事
業
参
加
活
動
団
体
の
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
透
明
性
お
よ
び
公
平
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

2
　
協
働
事
業
参
加
活
動
団
体
お
よ
び
県
は
、
協
働
事
業
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
、
相
互
の
合
意
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
文
書
に
よ
り

五
四

契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
す
る
。

3
　
県
は
、
協
働
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
協
働
事
業
参
加
活

動
団
体
の
自
主
性
お
よ
び
自
律
性
を
損
な
う
よ
う
な
関
与
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。

（
協
働
事
業
の
評
価
、
改
善
）

第
一
八
条
　
県
お
よ
び
協
働
事
業
参
加
活
動
団
体
は
、
協
働
事
業
の

過
程
お
よ
び
成
果
を
必
要
性
お
よ
び
効
率
性
並
び
に
有
効
性
等
の
観

点
か
ら
協
働
事
業
の
特
性
に
応
じ
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果

を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
前
項
の
評
価
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
協
働
事
業
の

課
題
に
つ
き
、
改
善
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（

拠
点
の
整
備
、
充
実
）

第
一
九
条
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
効
果
的
に
促
進
す
る
た
め
の

拠
点
を
整
備
し
、
こ
れ
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
活
動
団
体
が
円
滑
に
い
き
い
き
活
動
を
行
え
る
よ
う
、

当
該
活
動
拠
点
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
の
充
実
）

第
二
〇
条
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
に
か
か
る
様
々
な
情
報
を
継
続

的
に
収
集
お
よ
び
整
理
し
、
利
用
し
や
す
い
形
へ
の
加
工
に
努
め
た

う
え
で
、
そ
の
情
報
を
広
く
積
極
的
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
各
主
体
が
自
由
に
情
報
交
換
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を



行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
税
財
政
上
の
支
援
措
置
）

第
二
一
条
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
ま
た
、
活
動
団
体

に
対
し
て
資
金
面
で
の
支
援
を
行
う
た
め
、
財
政
状
況
等
を
勘
案
し

つ
つ
、
積
極
的
に
税
制
上
お
よ
び
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
人
的
な
支
援
措
置
）

第
一
二
一
条
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
を
は
か
る

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
ま
た
、
活
動
団
体
に
対
し

て
人
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
参
加
者
を
必
要
と
す
る
活
動
団
体
と

参
加
を
希
望
す
る
県
民
と
が
出
会
う
機
会
を
設
け
る
等
積
極
的
に
仲

介
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
議
会
の
設
置
）

第
二
三
条
　
議
長
は
、
議
会
の
附
属
機
関
と
し
て
「
島
根
県
地
域
い

き
い
き
活
動
審
議
会
」
（
以
下
、
審
議
会
）
を
設
置
す
る
。

2
　
審
議
会
は
、
委
員
二
〇
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
、
委
員
は
、

次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
議
長
が
任
命
す
る
。

　
お（4）　（3）　（2）　（

県
民い

き
い
き
活
動
実
践
者

県
議
会
議
員

学
識
経
験
者

3
　
前
項
に
規
定
す
る
委
員
の
う
ち
、
県
民
、
い
き
い
き
活
動
実
践

者
に
つ
い
て
は
公
募
に
よ
る
者
を
含
む
。

4
　
審
議
会
の
委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
一
期
に
限
り
再
任
を
妨

げ
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
委
員
の
任

期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

5
　
審
議
会
に
は
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ

り
こ
れ
を
定
め
る
。

6
　
審
議
会
は
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
ω
　
次
条
に
規
定
す
る
年
次
報
告
に
関
す
る
審
議
お
よ
び
知
事
へ

　
　
の
意
見
提
出
。

　
図
　
い
き
い
き
活
動
に
関
し
て
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
処

　
　
理
お
よ
び
知
事
へ
の
意
見
提
出
。

　
㈹
　
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
か
ら
の
い
き
い

　
　
き
活
動
に
関
す
る
意
見
の
受
理
、
審
議
お
よ
び
知
事
へ
の
意
見

　
　
提
出
。

　
ゆ
　
第
一
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結

　
　
に
関
す
る
異
議
申
し
立
て
の
審
議
お
よ
び
知
事
へ
の
意
見
提
出
。

　
㈲
　
そ
の
他
、
本
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
議
長
か
ら
諮
問

　
　
を
受
け
た
事
項
お
よ
び
い
き
い
き
活
動
に
関
わ
る
重
要
事
項
。

7
　
前
条
第
二
号
に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
審
議
会
の
会
議
は
原
則

と
し
て
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
非
公
開
と
す
る
時
は
、

委
員
定
数
の
三
分
の
二
以
上
の
委
員
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
五
五
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8
　
本
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
審
議
会
が
別
に
定
め
る
。

（
年
次
報
告
）

第
二
四
条
　
知
事
は
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
年
次

報
告
書
を
毎
年
度
作
成
し
、
議
長
に
送
付
す
る
と
と
も
に
す
み
や
か

に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
　
い
き
い
き
活
動
の
現
状
と
課
題

　
図
　
本
条
例
の
目
的
達
成
に
関
わ
る
諸
施
策
の
実
施
状
況
お
よ
び

　
　
そ
の
結
果

　
⑬
　
本
条
例
の
目
的
達
成
に
関
わ
る
改
革
の
状
況
お
よ
び
そ
の
結

　
　
果

　
⑥
　
そ
の
他
、
い
き
い
き
活
動
に
関
す
る
重
要
事
項

2
　
議
長
は
、
前
項
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
年
次
報
告
書
を
す
み
や
か

に
審
議
会
に
提
出
し
、
審
議
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

諮
問
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
原
則
六
〇
日
以
内
に
審
議
を
行
い
、
意

見
書
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
知
事
に

送
付
す
る
と
と
も
に
、
す
み
や
か
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
意
見
書
を
い
き
い

き
活
動
に
関
す
る
諸
施
策
、
行
政
の
改
革
お
よ
び
次
期
年
次
報
告
に

活
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
雑
則

（
検
討
）

第
二
五
条

討
を
加
え
、

す
る
。

五
六

県
は
、
本
条
例
の
施
行
後
、
適
宜
本
条
例
の
規
定
に
検

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と



第
皿
部
島
大
条
例
案
「
逐
条
解
説
」

冒
且
1
｛
1

第
一
章
総
則
（
第
一
条
－
第
八
条
）

第
一
条
【
本
条
例
の
目
的
お
よ
び
構
成
】

①
本
条
例
は
、
地
域
社
会
に
あ
る
様
々
な
力
を
引
き
出
し
つ
つ
、

　
地
域
い
き
い
き
活
動
の
促
進
を
は
か
り
、
も
っ
て
豊
か
で
活
力

　
の
あ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
本
条
例
は
、
基
本
理
念
を

　
定
め
、
県
民
、
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市

　
町
村
の
役
割
な
ら
び
に
県
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

　
行
政
に
お
け
る
改
革
、
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
と
県
と
の
協

　
働
お
よ
び
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
へ
の
支
援
等
に
関
わ
る
施

　
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
条
項
を

　
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
本
条
は
、
本
条
例
の
目
的
（
口
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」

の
創
造
）
と
本
条
例
全
体
の
構
成
（
大
き
く
、
「
総
則
」
、
「
改
革
」
、

「
協
働
お
よ
び
支
援
」
と
い
う
三
章
立
て
）
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

1
　
本
条
の
構
造

　
他
県
の
類
似
条
例
（
参
照
【
資
料
1
1
①
＆
②
】
）
を
み
る
と
、

通
常
、
目
的
を
定
め
た
本
条
に
は
一
つ
の
項
し
か
設
け
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
か
ら
二
項
立
て
と

し
、
ま
ず
第
一
項
で
本
条
例
の
目
的
を
定
め
、
続
く
第
二
項
で
本
条

例
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
①
読
み
手
へ
の
配
慮
H
他
県
の
条
例
は
や
や
煩
雑
な
も
の
と
な
つ

　
　
て
い
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
、
読
み
手
の
理
解
を
容
易
に
す
る

　
　
た
め
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
②
目
的
・
想
い
の
強
調
口
目
的
を
第
一
項
に
独
立
し
て
規
定
す
る

　
　
こ
と
で
、
本
条
例
が
目
指
す
最
終
的
な
目
的
、
す
な
わ
ち
、
本

　
　
条
例
全
体
を
通
じ
て
貫
か
れ
る
我
々
の
想
い
、
が
強
調
さ
れ
る

　
　
と
考
え
た
。

2
　
究
極
の
目
的
一
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
の
創
造

　
本
条
例
は
、
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
（
参
照
、
第
二
条
【
定
義
】

解
説
）
の
促
進
を
直
接
の
主
眼
と
し
て
い
る
。
そ
の
最
終
的
な
目
的

は
、
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
の
創
造
で
あ
る
（
参
照
、

第
三
条
「
基
本
理
念
」
解
説
）
。

3
　
地
域
力
の
発
展
と
発
掘

　
我
々
が
考
え
る
「
地
域
社
会
に
あ
る
様
々
な
力
」
と
は
、
例
え
ば
、

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
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既
に
活
躍
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
等
の
力
（
顕
在
力
）

を
意
味
す
る
に
留
ま
ら
な
い
。
本
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
有

効
な
力
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
な
が
ら
も
未
だ
表
面
化
せ
ず
に
眠
っ

て
い
る
、
い
わ
ば
地
域
社
会
の
「
潜
在
力
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の

ま
で
も
包
含
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
参
加
意

欲
は
あ
る
が
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
学
生
」
、
「
子
育
て
が

一
段
落
し
、
い
き
い
き
活
動
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
け
れ
ど
も
、
参

加
し
た
い
活
動
を
見
つ
け
き
れ
な
い
で
い
る
お
母
さ
ん
」
、
「
長
い
間

会
社
勤
め
で
地
域
と
無
縁
で
あ
り
、
い
き
い
き
活
動
に
も
興
味
が
な

い
が
、
会
社
員
生
活
で
培
っ
た
専
門
技
術
を
持
っ
て
い
る
退
職
し
た

お
父
さ
ん
」
な
ど
、
で
あ
る
。

　
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
こ

う
い
つ
た
潜
在
力
に
も
注
意
を
払
い
、
そ
れ
ら
を
引
き
出
す
よ
う
な

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

4
　
本
条
例
の
構
成

　
本
条
例
の
構
成
を
図
示
す
れ
ば
、

る
（
全
二
五
条
）
。

【
資
料
1
1
①
】
の
通
り
で
あ

【
資
料
1
】

①
本
条
例
の
全
体
構
成

第
一
章
　
総
則

八七六五四三二一
条条条条条条条条

本
条
例
の
目
的
お
よ
び
構
成

定
義

基
本
理
念

県
民
の
役
割

地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
の
役
割

事
業
者
の
役
割

市
町
村
の
役
割

県
の
責
務

第
三
章
　
協
働
お
よ
び
支
援

二
二
条

一
四
条

一
五
条

一
六
条

一
七
条

一
八
条

一
九
条

二
〇
条

一
二
条

二
二
条

二
三
条

二
四
条

協
働
お
よ
び
支
援
の
基
本
原
則

行
動
計
画
の
策
定

地
域
い
き
い
き
協
定

協
働
事
業
の
企
画
、
立
案

協
働
事
業
の
実
施

協
働
事
業
の
評
価
、
改
善

拠
点
の
整
備
、
充
実

情
報
の
充
実

税
財
政
上
の
支
援
措
置

人
的
な
支
援
措
置

審
議
会
の
設
置

年
次
報
告

一
五
八

第
二
章
　
改
革

九
条
　
　
連
携

一
〇
条
　
業
務
改
革

三
条
　
意
識
改
革

二
一
条
　
制
度
改
革

第
四
章
　
雑
則

二
五
条
　
検
討



【
資
料
1
】

①
『
宮
城
県
の
民
間
非
営
利
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
』
第
一

　
条
（
目
的
）

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
宮
城
県
に
お
け
る
民
間
非
営
利
活
動
の
健
全

な
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、

市
町
村
、
県
民
、
企
業
及
び
民
間
非
営
利
活
動
団
体
の
責
務
等

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
民
間
非
営
利
活
動
の
促
進
に
関

す
る
施
策
の
基
本
的
な
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
県
民
生
活
の
向
上
と
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②
『
高
知
県
社
会
貢
献
活
動
推
進
支
援
条
例
』
第
一
条
（
目
的
）

　
こ
の
条
例
は
、
現
在
及
び
将
来
の
地
域
社
会
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
う
社
会
貢
献
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
基

本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
市
町
村
、
事
業
者
、
県
民
及
び

社
会
貢
献
活
動
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
社

会
貢
献
活
動
に
対
す
る
支
援
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
支
援
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

も
っ
て
県
民
の
社
会
生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
、
豊
か
で
安
心

第
二
条
【
定
義
】

①
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
（
以
下
、
い
き
い
き
活
動
）
と
は
、

　
営
利
を
目
的
と
し
な
い
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
に
寄

　
与
す
る
活
動
を
い
う
。

②
「
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
」
（
以
下
、
活
動
団
体
）
と
は
、

　
い
き
い
き
活
動
を
主
た
る
目
的
と
す
る
法
人
又
は
団
体
（
次
に

　
掲
げ
る
も
の
を
除
く
）
を
い
う
。

　
O
D
　
宗
教
の
教
義
を
広
め
儀
式
行
事
を
行
い
、
お
よ
び
信
者
を

　
　
教
化
育
成
す
る
事
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
。

　
図
　
政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対

　
　
す
る
事
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
。

　
個
　
特
定
の
公
職
（
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

　
　
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
公
職
を
い
う
の
候
補
者
（
当
該
候

　
　
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
）
若
し
く
は
公
職
に
あ
る

　
　
者
、
又
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
反
対

　
　
す
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
。

③
「
各
主
体
」
と
は
、
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
、
市
町
村
、

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
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五
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県
の
こ
と
を
い
う
。

④
「
各
団
体
」
と
は
、
活
動
団
体
、
事
業
者
、
市
町
村
、
県
の

　
こ
と
を
い
う
。

⑤
　
　
「
協
働
」
と
は
、
各
団
体
同
十
が
各
々
の
特
徴
を
考
慮
し
な

　
が
ら
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
て
力
を

　
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
を
い
う
。

⑥
「
支
援
」
と
は
、
活
動
団
体
が
よ
り
効
果
的
か
つ
円
滑
に
当

　
該
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
各
主
体
が
、
資
金
、
労
力
、
情

　
報
お
よ
び
知
識
等
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

　
本
条
は
、
本
条
例
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
語
句
に
つ
い
て
、

ぞ
れ
定
義
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ

1
　
　
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
と
い
う
名
称
に
込
め
た
想
い

　
最
近
は
、
「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の

利
益
に
寄
与
す
る
活
動
」
の
こ
と
を
「
N
P
O
活
動
」
と
よ
ぶ
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
の
「
N
P
O
」
と
い
う
言
葉
は
な

か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
こ
こ
島
根

に
お
い
て
も
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る

と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
本
条
例
で
は
、
県
民
に
と
っ
て
簡
単
な
、
分

か
り
や
す
い
言
葉
に
し
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
「
地
域
い
き
い
き
活

六
〇

動
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
因
み
に
、
他
県
条
例
で
は
、
「
非
営
利
公
益
活
動
」
（
鳥
取
県
）
、

「
民
間
非
営
利
活
動
」
（
宮
城
県
）
、
「
社
会
貢
献
活
動
」
（
高
知
県
等
）

と
い
っ
た
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
我
々
に
は
や
や

堅
苦
し
い
表
現
に
思
え
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
こ
れ
で
は
多
く
の
県

民
に
「
自
分
と
は
無
縁
の
世
界
の
お
話
」
と
い
う
よ
う
に
と
ら
れ
か

ね
な
い
、
と
さ
え
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
々
は
、
県
民
の
間
で
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」

と
い
う
言
葉
が
気
軽
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
　
「
地
域
い
き
い
き
活
動
（
団
体
）
」
の
多
様
性

　
我
々
は
、
本
条
例
に
い
う
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
（
以
下
「
い

き
い
き
活
動
」
）
を
、
極
め
て
多
様
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

少
な
く
と
も
N
P
O
”
法
人
”
（
【
資
料
2
1
①
】
に
い
う
「
最
狭
義

の
N
P
O
」
、
な
お
、
【
資
料
2
i
②
】
も
参
照
）
に
限
定
し
て
は
い

な
い
。
法
人
格
の
有
無
を
問
う
て
な
い
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

【
資
料
2
一
①
】
の
図
に
登
場
す
る
各
種
団
体
の
活
動
を
ほ
ぼ
網
羅

し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
の
創
造
に
は
、

様
々
な
タ
イ
プ
の
活
動
や
団
体
が
多
様
に
存
在
す
る
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
民
間
企
業
な
み
に
収
益
事
業
を
営
む
N
P

O
法
人
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
勿
論
望
ま
し
い
。
が
、
そ
の
よ



う
な
団
体
ば
か
り
で
な
く
、
趣
味
を
通
じ
た
集
ま
り
が
あ
っ
て
も
よ

い
。
我
々
は
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
活
動
が
あ
っ
て
、
い
ざ
参
加
し

た
い
と
思
っ
た
県
民
が
そ
う
い
っ
た
数
多
く
の
選
択
肢
の
な
か
か
ら

選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
会
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
な
る
と
「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
不
特
定
か
つ

多
数
の
も
の
の
利
益
に
寄
与
す
る
活
動
」
（
1
1
非
営
利
性
・
公
益
性
）

と
い
う
要
件
を
ど
う
捉
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
例

え
ば
、
趣
味
の
「
サ
ー
ク
ル
」
は
、
【
資
料
2
一
①
】
に
い
う
【
最

広
義
の
N
P
O
」
に
含
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
確
か
に
、
上
記
の

「
公
益
性
」
要
件
を
満
た
し
て
な
い
場
合
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
厳
密
に
は
本
条
例
に
い
う
「
地
域
い
き
い
き
活
動
」
に
は
入
ら

な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
趣
味
で
あ
っ
て
も
気
の
合
う
仲
間
が
集

ま
り
さ
え
ず
れ
ば
、
そ
れ
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
す
ぐ
に
で
も

「
い
き
い
き
活
動
」
へ
と
変
貌
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
少
な
く
と
も
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
し
て
議
論
す

る
最
初
か
ら
「
公
益
性
」
要
件
を
厳
格
に
解
す
る
必
要
は
な
い
、
と

い
う
の
が
こ
こ
で
の
趣
旨
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
号
か
ら
三
号
に
該

当
す
る
活
動
は
除
外
し
て
い
る
（
こ
れ
は
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

第
二
条
第
二
項
に
拠
る
。
参
照
【
資
料
2
一
③
】
）
。

3

協
働
と
支
援
の
区
別

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料

　
本
条
例
で
は
、
「
協
働
」
と
「
支
援
」
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い

る
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
と
か
く
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
、
両
者
は
密

接
に
関
連
し
て
い
る
。
「
協
働
」
が
結
果
的
に
対
N
P
O
「
支
援
」

に
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
行
政
に
よ
る
N
P
O
へ
の

委
託
は
、
当
該
N
P
O
に
”
箔
が
つ
く
”
こ
と
に
も
な
る
（
と
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
し
、
資
金
面
で
の
助
け
に
な
る
と
も
言

え
る
。
ま
た
、
「
補
助
」
は
「
協
働
」
の
一
種
と
し
て
説
明
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
を
「
支
援
」
と
区
別
す
る
の
は
難
し
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
「
協
働
」
と
「
支
援
」
は
区
別
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
に
掲
げ
る
報
告
書
の
な
か
に
簡
潔
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
し
か
し
、
理
念
上
、
両
者
は
区
別
す
る
ほ
う
が
よ
い
。
と
い

　
う
の
も
、
『
支
援
』
の
目
的
は
『
協
働
』
だ
け
で
は
な
い
か
ら
で

　
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
、
N
P
O
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
様
々

　
な
有
益
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
行
政
と
の
『
協
働
』

　
が
前
提
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
N
P
O
活
動
が
本
来
的
に
持
つ

　
機
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
理
論
上
で
い
え
ば
、
多
種
多
様
な
N
P

　
O
が
育
ち
さ
え
ず
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
仮
に
行
政
と
の
『
協
働
』
を

　
行
わ
な
い
に
し
て
も
、
『
地
域
力
』
は
高
ま
る
と
も
い
え
る
か
ら

　
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
行
政
に
は
、
N
P
O
と
の
『
協
働
』
を
模
索

　
す
る
の
と
同
時
に
、
そ
れ
と
は
一
応
は
切
り
離
し
て
N
P
O
を

（
毎
熊
）

一
六
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『
支
援
』
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
島
根

県
『
N
P
O
と
行
政
の
協
働
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
』
二
〇
〇
三

年
、
七
頁
）
。

4
　
協
働
と
参
加
の
区
別

　
さ
ら
に
、
本
条
で
は
、
「
協
働
」
と
「
参
加
」
に
つ
い
て
も
区
別

し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
近
年
、
両
概
念
の
使
用
に
つ
い
て
混
乱

が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
山
岡
義
典
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
「
『
参
加
』
を
語
る
中
で
い
つ
の
間
に
か
『
協
働
』
の
話
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
『
協
働
』
を
語
る
な
か
で
い
つ
の
間
に
か

『
参
加
』
の
話
に
な
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
お
互
い
に
重

な
り
あ
い
、
『
参
加
・
協
働
』
と
し
て
明
確
な
概
念
規
定
も
な
く
一

括
り
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
委
託
事
業
の
話
も
住
民
投
票
の
こ

と
も
、
一
緒
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
参
加
』
も
『
協
働
』
も
こ
れ
か
ら
の
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
と
っ

て
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
現
象
と
し
て
は
重
な
る
部
分
も
確
か
に

あ
り
、
共
通
す
る
課
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
の
有
効
な
政
策
や

施
策
を
考
え
る
場
合
、
や
は
り
キ
チ
ン
と
整
理
し
、
そ
の
双
方
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
の
で
あ
る
」

（「

m
P
O
の
あ
る
社
会
と
は
」
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
二
〇
〇
四
年
四
月

号
、
二
六
頁
）
。

　
そ
こ
で
、
我
々
は
二
つ
の
概
念
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
区
別
す
る

一
六
二

こ
と
と
し
た
（
【
資
料
2
1
④
】
も
参
照
）
。

①
協
働
H
組
織
対
組
織
（
例
え
ば
、
行
政
と
N
P
O
）
で
行
わ
れ

　
　
る
も
の
（
本
条
で
、
「
協
働
」
の
主
体
を
「
各
団
体
」
と
規
定

　
　
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
）

②
参
加
一
個
人
（
例
え
ば
、
市
民
）
が
組
織
（
例
え
ば
、
行
政
や

　
　
N
P
O
）
に
対
し
て
行
う
も
の
。
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規模大

　　　　　　　　　【概念図】　（図表一1）
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　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一規模小

　他益性

2004年，6頁

　　　　　共益性

①
N
P
O
に
含
ま
れ
る
多
様
な
団
体

　　　　　出典：市民活動団体（NPO）と行政のパートナーシップのあり方に関する研究報告

【出典】島根県『N　P　Oと行政の協働のためのガイドライン』

【
資
料
2
】

一L
ノ￥

②
『
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
』
に
い
う
特
定
非
営
利
活
動
の
定
義

　
ω
　
第
二
条
第
一
項

　
　
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
非
営
利
活
動
」
と
は
、
別
表
に

　
　
掲
げ
る
活
動
に
該
当
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
不
特
定
か
つ
多
数

　
　
の
も
の
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

　
　
を
い
う
。
」

　
⑧
　
別
表
（
第
二
条
関
係
）

　
　
一
　
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動

　
　
二
　
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
活
動

　
　
三
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動

　
　
四
　
学
術
、
文
化
、
芸
術
又
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
活
動

　
　
五
　
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動

　
　
六
　
災
害
救
援
活
動

　
　
七
　
地
域
安
全
活
動

　
　
八
　
人
権
の
擁
護
又
は
平
和
の
推
進
を
図
る
活
動

　
　
九
　
国
際
協
力
の
活
動

　
　
十
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図
る
活
動

　
　
十
一
　
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
活
動

　
　
十
二
　
情
報
化
社
会
の
発
展
を
図
る
活
動

　
　
十
三
　
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
活
動

　
　
十
四
　
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
活
動

　
　
十
五
　
職
業
能
力
の
開
発
又
は
雇
用
機
会
の
拡
充
を
支
援
す
る
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活
動

十
六
　
消
費
者
の
保
護
を
図
る
活
動

十
七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
団
体
の
運
営
又
は
活
動

　
　
に
関
す
る
連
絡
、
助
言
又
は
援
助
の
活
動

③
『
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
』
第
二
条
第
二
項
の
規
定

　
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
は
、
特
定

　
非
営
利
活
動
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
次
の
各
号
の
い

　
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。

　
一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
営
利
を
目
的

　
　
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
社
員
の
資
格
の
得
喪
に
関
し
て
、
不
当
な
条
件
を
付
さ
な

　
　
　
い
こ
と
。

　
　
ロ
　
役
員
の
う
ち
報
酬
を
受
け
る
者
の
数
が
、
役
員
総
数
の
三

　
　
　
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
そ
の
行
う
活
動
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体
で
あ
る

　
　
こ
と
。

　
　
イ
　
宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
及
び
信
者
を

　
　
　
教
化
育
成
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ

　
　
　
と
。

　
　
ロ
　
政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対

六
四

す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

ハ
　
特
定
の
公
職
（
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
公
職
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

候
補
者
（
当
該
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
）
若

し
く
は
公
職
に
あ
る
者
又
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
又

は
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ

と
。
」



④
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榊
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榊
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－
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【出典】前掲山岡論文，27頁より筆者作成

第
三
条
【
基
本
理
念
】

　
本
条
例
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域

社
会
」
づ
く
り
に
お
い
て
各
主
体
で
共
有
さ
れ
る
基
本
理
念
と
し

て
以
下
の
各
号
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
ω
　
各
主
体
の
間
で
日
常
生
活
に
お
け
る
助
け
合
い
が
ご
く
自

　
　
然
に
み
ら
れ
る
こ
と
。

　
図
　
各
主
体
の
問
で
対
等
な
関
係
に
基
づ
く
対
話
が
日
常
的
に

　
・
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
⑬
　
県
民
お
よ
び
活
動
団
体
の
も
つ
多
様
な
価
値
観
が
広
く
認

　
　
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
ゆ
　
県
民
の
い
き
い
き
活
動
に
対
す
る
参
加
選
択
の
自
由
が
認

　
　
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
本
条
は
、
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
」
（
第
一

条
第
一
項
）
う
え
で
、
各
主
体
が
共
有
す
べ
き
基
本
理
念
を
定
め
た

も
の
で
あ
る
。

1
　
未
完
の
理
想
郷

　
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
を
具
体
的
に
定
義
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
れ
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
「
こ
れ
が
豊
か
で
活
力
の
あ
る
状
態
で
あ
る
」
と
い

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
六
五



　
　
島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

え
る
よ
う
な
時
点
は
つ
い
に
お
と
ず
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
我
々
は
、
こ
れ
を
「
未
完
の
理
想
郷
」
と
よ
ぶ
。

　
そ
の
意
味
で
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
に
掲
げ
た
こ
と
は
、
「
豊
か

で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
実
現
の
“
プ
ロ
セ
ス
”
に
関
わ
る
。
様
々

な
主
体
が
、
こ
れ
ら
を
共
有
し
、
い
つ
の
時
点
で
あ
れ
、
　
“
よ
り
”

豊
か
で
“
よ
り
”
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
な
が
ら

「
い
き
い
き
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
そ
う
い
っ
た
動
態
的
な

過
程
こ
そ
が
我
々
の
描
く
望
ま
し
い
社
会
像
で
あ
る
。

2
　
　
「
い
き
い
き
活
動
」
が
当
た
り
前
な
社
会

　
我
々
の
理
想
を
二
言
で
い
え
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
肩
肘
張
っ
て
「
い
き

い
き
活
動
」
な
ん
て
言
わ
ず
と
も
、
県
民
同
士
、
「
困
っ
た
と
き
は

お
互
い
様
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
当
た
り
前
に
助
け
合
っ
て
い
る
よ

う
な
社
会
で
あ
る
。
本
条
第
一
号
は
こ
の
想
い
を
込
め
た
も
の
で
あ

る
。　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
非
現
実
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
理
想
が
各
主
体
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
現
に
一

歩
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
各
主
体
が
対
等
な
立
場
で
「
対
話
」
を
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
あ
る
（
第
二
号
）
。
こ
こ
に
い
う
「
対
話
」
と
は
、
様
々

な
主
体
が
そ
の
立
場
を
こ
え
て
、
自
由
活
発
に
話
し
合
う
こ
と
を
い

う
。
会
議
と
い
う
公
式
の
場
も
含
ま
れ
る
し
、
い
わ
ゆ
る
井
戸
端
会

議
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
も
い
い
。

の
第
一
歩
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
六
六

日
常
の
挨
拶
も
ま
た

「
対
話
」

3
　
　
”
等
身
大
”
の
い
き
い
き
活
動
ラ
イ
フ

　
県
民
や
各
団
体
の
間
に
は
様
々
な
価
値
観
が
あ
る
。
そ
の
尊
重
と

い
う
至
極
当
然
の
こ
と
を
定
め
た
の
が
第
三
号
で
あ
る
。
な
か
に
は
、

「
い
き
い
き
活
動
」
自
体
を
い
や
だ
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
「
い
き
い
き

活
動
」
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
強
制
は

し
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
活
動

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
県
民
一
人

一
人
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
『
い
き
い
き
活
動
』
ラ
イ
フ
」
が
基
本
で

あ
る
。

第
四
条
【
県
民
の
役
割
】

　
県
民
は
、
い
き
い
き
活
動
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
、
そ
の
実
情

に
応
じ
て
、
い
き
い
き
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
Q本

条
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
お
け
る
、

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

県
民
の
役
割
に



1
　
普
通
の
「
県
民
（
市
民
）
」
か
ら
の
出
発

　
ま
ず
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
「
県
民
」
と
「
市
民
」
を
同
義
と
し
て

扱
う
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
を
直
接
の
主
眼
と
す
る
本
条
例
に
お

い
て
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
「
県
民
」
を
ど
う
捉
え
る
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
役
割
を
期
待
す
る
か
は
、
極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

こ
の
点
、
他
県
条
例
を
み
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。

　
　
「
県
民
は
、
非
営
利
公
益
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と

　
も
に
、
自
己
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
自
発
的
に
非
営
利
公
益

　
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
「
鳥
取
県
非
営

　
利
公
益
活
動
促
進
条
例
」
第
四
条
第
一
項
）

　
役
割
と
責
任
の
“
自
覚
”
で
あ
る
と
か
、
　
“
自
発
的
”
で
あ
る
と

か
、
県
民
へ
の
期
待
が
か
な
り
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
松
江

市
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
通
常
「
市
民
」
概
念
に
は
、
次
の
よ
う
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
「
第
一
に
、
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
の
自
由
は
最

　
大
限
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、

　
第
二
に
、
社
会
の
な
か
で
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
以

　
上
、
個
人
は
社
会
に
対
す
る
最
低
限
の
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ

　
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
自
立
し
た
「
市
民
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

　
こ
の
自
由
と
責
任
と
の
相
克
に
悩
み
つ
つ
も
、
自
分
の
お
か
れ
た

　
状
況
に
応
じ
て
的
確
に
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」

　
（
松
江
市
『
市
民
活
動
促
進
指
針
に
か
か
る
提
言
書
』
二
〇
〇
四

　
年
、
三
頁
）
。

　
確
か
に
、
ど
れ
も
も
っ
と
も
ら
し
い
。
理
想
の
市
民
像
と
し
て
は

非
の
付
け
所
の
な
い
定
義
で
あ
る
。
実
際
に
も
、
我
々
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
N
P
O
実
践
者
の
な
か
に
は
、
自
由
と
責
任
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
と
っ
て
い
る
人
も
お
り
、
想
像
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
素
朴
に
考
え
て
、
こ
の
よ
う
な
”
立
派
な
”
市
民
が
ど
れ

ほ
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
我
々
も
含
め
て
多
く
の
学
生
は
、
暗
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
は
ず
の
自
治
会
・
町
内
会
に
入
っ
て
い
な
い
。
仮
に
入
っ
て

い
た
と
し
て
も
総
会
な
ど
に
顔
を
出
し
た
こ
と
の
あ
る
学
生
は
ほ
ぼ

皆
無
で
あ
ろ
う
。
バ
イ
ト
で
疲
れ
て
、
高
齢
者
の
前
で
平
然
と
シ
ル

バ
ー
シ
ー
ト
に
座
っ
て
し
ま
う
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
夜
食
に

食
べ
た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
空
を
面
倒
だ
か
ら
と
分
別
せ
ず
に
捨
て

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
（
？
）
で
あ
る
。

　
さ
き
の
市
民
像
か
ら
す
る
と
、
こ
う
い
つ
た
学
生
は
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
「
非
市
民
」
と

し
て
糾
弾
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
我
々
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
「
市
民
」
は
こ
の
よ
う
な
面
を
持
ち

合
わ
せ
て
“
よ
い
”
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
こ
う
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
無
視
し
て
、
高
い
理
想
像
を
掲
げ
る
だ
け
な
ら
誰

だ
っ
て
で
き
る
。
し
か
し
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
と
い
う
点

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
六
七



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
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で
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
我
々
の
実
感

と
し
て
「
お
ま
え
は
市
民
で
は
な
い
」
と
頭
ご
な
し
に
説
教
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
、
若
者
が
「
市
民
」
に
な
ろ
う
と
す
る
と
も
思
え
な
い
。

逆
に
む
し
ろ
、
「
い
き
い
き
活
動
」
に
嫌
悪
感
す
ら
お
ぼ
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
常
に
理
想
の
「
市
民
」
を
強
要
さ
れ
、
身
構
え
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
な
ど
窮
屈
で
た
ま
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
、
多

く
の
者
が
「
い
き
い
き
活
動
」
に
背
を
む
け
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　
む
し
ろ
、
い
わ
ば
普
通
の
市
民
か
ら
出
発
し
て
、
少
し
で
も
多
く

の
人
が
肩
の
力
を
抜
い
て
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
も
し
く
は
し
て
み

た
い
と
思
え
る
社
会
を
つ
く
る
ほ
う
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
初
め
か
ら
「
市
民
」
を
立
派
な
も
の
と
し
て
設
定
す
べ
き

で
は
な
い
。

　
な
お
、
我
々
は
決
し
て
「
先
ほ
ど
の
例
の
よ
う
な
学
生
ば
か
り
」

と
も
、
「
市
民
は
立
派
で
な
い
」
と
も
言
う
つ
も
り
は
な
い
、
と
い

う
点
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
立
派
と
思
わ
れ
る
市
民
も
い
れ
ば
、

だ
ら
し
な
い
学
生
も
い
る
、
市
民
は
決
し
て
一
様
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
か
ら
出
発
す
べ
き
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
条
で
、

県
民
の
役
割
を
緩
や
か
に
規
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
つ
た
考
え

に
よ
る
。

一
六
八

す
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
条
例
に
い
う
「
参
加
」

は
、
か
な
り
広
い
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
間
接
的
で
は
あ
っ
て

も
何
ら
か
の
形
で
「
活
動
団
体
」
に
関
わ
り
さ
え
ず
れ
ば
、
広
く

「
参
加
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
場
で
人
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
が
煩
わ
し
い
と
考
え
る
人
に

と
っ
て
は
、
寄
付
と
い
う
参
加
の
仕
方
も
あ
る
。
お
金
は
な
い
け
ど

汗
な
ら
か
い
て
も
い
い
、
と
い
う
人
は
労
力
を
提
供
す
れ
ば
い
い
。

力
仕
事
が
苦
手
と
い
う
人
は
、
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
た
ら
い
い
。
こ

の
よ
う
に
、
「
参
加
」
に
は
様
々
な
か
た
ち
が
あ
り
得
る
。

　
つ
ま
り
、
県
民
そ
れ
ぞ
れ
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
「
参
加
」
が
大
事

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
促
し
て
い
く
か
が
、
本
条
例
に
基
づ
く

諸
施
策
に
問
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

第
五
条
【
地
域
い
き
い
き
活
動
団
体
の
役
割
】

①
活
動
団
体
は
、
広
く
県
民
か
ら
当
該
活
動
に
対
す
る
関
心
や

　
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

②
活
動
団
体
は
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
県
民
が
い
き
い
き
活

　
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

　
る
。

2
　
様
々
な
「
参
加
」

　
一
般
に
、
参
加
と
い
え
ば
、
実
際
に
現
場
に
足
を
運
ん
で
汗
を
流

本
条
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
に
お
け
る
「
活
動
団
体
」



の
役
割
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

1
　
活
動
の
自
由
と
最
低
限
の
役
割

　
本
条
例
は
、
そ
の
全
体
を
通
し
て
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
自
主

性
、
自
律
性
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
各
「
活
動
団
体
」
に
は
活
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
の
が
原
則

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
各
主
体
が
協
力
し
あ
っ
て

「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
は
、

「
活
動
団
体
」
に
も
最
低
限
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
定
め
た
の
が
本
条
で
あ
る
。

2
　
不
可
欠
な
県
民
の
理
解

　
ま
ず
、
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
に
寄
与
す
る
活
動
」

で
あ
る
以
上
、
ま
た
、
県
民
に
対
し
て
も
（
そ
の
実
情
に
応
じ
た
）

「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
参
加
を
求
め
て
い
る
以
上
、
「
活
動
団
体
」

も
、
少
な
く
と
も
「
広
く
県
民
か
ら
当
該
活
動
に
対
す
る
関
心
や
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
」
自
ら
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
第
一
項
）
。

県
民
の
関
心
や
理
解
こ
そ
が
「
い
き
い
き
活
動
」
を
す
す
め
て
い
く

う
え
で
の
決
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
第
一
歩
で
あ
る
。

　
蛇
足
な
が
ら
、
我
々
の
実
施
し
た
「
N
P
O
法
人
実
態
調
査
」
に

対
し
て
、
「
市
民
か
ら
の
関
心
は
こ
れ
以
上
必
要
な
い
」
と
い
っ
た

趣
旨
の
回
答
を
寄
せ
た
団
体
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
計
等
に

我
々
の
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
し
、
既
に
市

民
か
ら
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
、
と
も
思
わ
れ
る
が
、

我
々
と
し
て
は
、
「
活
動
団
体
」
で
あ
る
以
上
、
で
き
る
だ
け
こ
う

い
つ
た
姿
勢
は
持
っ
て
欲
し
く
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。

3
　
参
加
し
や
す
い
環
境
の
整
備

　
次
に
、
我
々
は
、
よ
り
積
極
的
に
「
県
民
が
い
き
い
き
活
動
に
参

加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
」
す
る
こ
と
も
「
活
動
団
体
」
の
役
割
と

し
て
期
待
し
て
い
る
（
第
二
項
）
。
例
え
ば
、
会
員
だ
け
に
情
報
誌

を
配
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
県
民
に
対
し
て
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
日
活
動
体
験
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
も
一
案
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
活
動
へ
の
参
加
を
受
け
入
れ
る

か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
程
度
は
、
団
体
ご
と
に
異
な
っ
て
よ

い
。
高
度
な
専
門
知
識
を
要
す
る
活
動
に
素
人
が
参
加
す
る
こ
と
は

好
ま
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
会
員
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
精
一
杯

と
い
っ
た
団
体
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
だ
。
第
二
項
に
「
実
情
に
応
じ

て
」
と
い
う
文
言
を
加
え
た
所
以
で
あ
る
。

島
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第
六
条
【
事
業
者
の
役
割
】

①
事
業
者
は
、
い
き
い
き
活
動
に
理
解
を
示
し
、
そ
の
円
滑
な

　
実
施
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

②
事
業
者
は
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
県
民
が
い
き
い
き
活
動

　
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
活
動
団
体
に
対
す
る
支
援

　
お
よ
び
活
動
団
体
と
の
協
働
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
本
条
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
に
お
け
る
事
業
者

ゆ
る
民
間
企
業
）
の
役
割
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
い
わ

1
　
経
済
活
動
の
自
由
と
最
低
限
の
役
割

　
市
場
経
済
の
大
原
則
と
し
て
、
企
業
に
は
経
済
活
動
の
自
由
が
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
の
利
益
を
追
求
し
、
そ
の
た
め

に
自
ら
が
必
要
だ
と
判
断
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
は
、
何
ら
責
め
ら

れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
企
業
に
は
、
地
域
社
会
を
構

成
す
る
一
員
（
い
わ
ゆ
る
「
企
業
市
民
」
）
と
し
て
、
最
低
限
度
果

た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

　
そ
の
理
由
は
、
近
年
流
行
の
「
社
会
的
責
任
投
資
」
の
議
論
等
に

詳
し
い
が
、
こ
こ
で
は
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
程
度

の
差
は
あ
れ
、
企
業
は
個
人
と
比
べ
て
様
々
な
面
で
地
域
社
会
に
及

ぼ
す
影
響
力
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
の
排

一
七
〇

出
量
一
つ
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た
環
境
保
護
と
い
っ

た
領
域
に
限
ら
ず
、
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
づ
く
り
は
、

企
業
の
協
力
な
く
し
て
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ま
一
つ
は
、

企
業
の
持
つ
“
財
”
の
力
で
あ
る
。
地
域
社
会
か
ら
み
る
と
、
企
業

は
、
ひ
と
、
も
の
、
お
金
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
蓄
え
た
“
宝
の
山
”

で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
つ
ま
り
、
「
活
動
団
体
」
へ
の
支
援
を
は

じ
め
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
と
っ
て
、
極
め
て
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
の
が
企
業
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
な
い
手

は
な
い
。

2
　
ミ
冒
一
≦
ぎ
（
互
い
に
ニ
コ
ニ
コ
）
な
関
係

　
上
記
の
通
り
、
企
業
も
そ
れ
な
り
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
の
が
我
々
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
決
し
て
利
潤
動
機
が
不
純
で
あ
る
と
か
、
損
を
し
て
ま
で
、
と

い
っ
た
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
事
業

者
に
と
っ
て
も
広
い
意
味
で
の
利
益
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
例
え
ば
、
「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
支
援
は
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

。
フ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
活
動
団
体
」
に
資
金
援

助
す
る
代
わ
り
に
企
業
の
宣
伝
へ
の
協
力
を
得
る
、
と
い
っ
た
「
協

働
」
は
、
い
わ
ゆ
る
≦
冒
－
≦
冒
（
互
い
に
ニ
コ
ニ
コ
）
な
関
係
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
「
最
近
は
、
こ
う
し



た
課
題
（
H
例
え
ば
、
社
会
の
改
善
や
生
活
の
向
上
に
貢
献
す
る
等
）

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
『
競
争
力
に
つ
な
が
る
』
と
い
う
こ

と
も
、
証
明
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
」
（
齋
藤
槙
『
社
会
起
業
家
』
岩

波
新
書
、
二
〇
〇
四
年
、
五
八
頁
）
と
い
う
。

3
　
手
軽
な
支
援

　
第
一
項
で
は
、
い
き
い
き
活
動
の
「
円
滑
な
実
施
」
へ
の
「
配
慮
」

を
求
め
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
少
な
く
と
も
「
い
き
い
き
活
動
」

を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
慎
ん
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。　

や
や
不
適
切
な
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
み
実
体
験
を
と
り
あ

げ
て
お
く
。
昨
年
度
、
ゼ
ミ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
「
大
学
生
と
地

域
社
会
の
関
係
」
を
調
べ
る
た
め
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ

の
際
、
い
く
つ
か
の
ス
ー
パ
ー
に
駐
車
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
け
な
く
門
前
払
い
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
別
段
、
人
手
を
要
求
し
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
店
が
込
む

時
間
帯
で
も
な
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
も
、
決
し
て
私
益
を

得
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
こ
そ
我
々
な
り
に
「
い
き
い
き

活
動
」
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
程
度
の
協
力
く

ら
い
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
は
我
々
の
身
勝
手

な
願
い
で
あ
ろ
う
か
。

4
　
参
加
し
や
す
い
環
境
の
整
備

　
さ
ら
に
、
我
々
は
、
企
業
に
一
歩
進
ん
だ
役
割
も
期
待
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ひ
ろ
く
県
民
が
「
い
き
い
き
活
動
」
に
参
加
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
員
に
対
し

て
は
、
介
護
休
暇
、
育
児
休
暇
の
よ
う
な
制
度
に
な
ら
い
、
「
い
き

い
き
活
動
休
暇
」
と
い
っ
た
も
の
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

「
活
動
団
体
」
に
会
社
の
施
設
（
例
え
ば
、
駐
車
場
）
を
開
放
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
参
加
機
会
の
提
供
と
い
う
点
か
ら
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
に

ぴ
っ
た
り
く
る
の
が
、
あ
る
企
業
の
行
っ
て
い
る
「
黄
色
の
レ
シ
ー

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
あ
る
。
そ
の
企
業
自
身
の
説
明
を
借
り
て
お

こ
う
。

　
　
「
毎
月
二
日
は
、
お
店
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

　
ど
の
名
前
と
活
動
内
容
が
書
か
れ
た
投
函
B
O
X
を
置
い
て
い
ま

　
す
。
こ
の
日
は
お
買
物
を
さ
れ
た
時
に
お
客
さ
ま
に
お
渡
し
す
る

　
レ
シ
ー
ト
の
色
が
、
黄
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
黄
色
い
レ
シ
ー

　
ト
を
応
援
し
た
い
団
体
の
投
函
B
O
X
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。
お

　
入
れ
い
た
だ
い
た
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
の
（
お
買
い
上
げ
金
額
）
合

　
計
金
額
の
一
％
が
、
団
体
の
希
望
す
る
品
物
と
し
て
、
そ
の
団
体

　
へ
贈
ら
れ
ま
す
」
（
以
下
の
H
P
参
照
、
茎
夏
≧
≦
≦
●
器
8
－
o
声
8

　
ヨ
涛
。
ざ
ミ
図
。
＝
o
∈
旨
冒
一
）
。

　
こ
れ
は
、
単
な
る
寄
付
に
す
ぎ
な
い
、
し
か
も
結
局
企
業
が
払
っ

島
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て
い
る
だ
け
、
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、
既
に
第
四
条
の
解
説

で
述
べ
た
と
お
り
、
我
々
は
様
々
な
形
の
「
参
加
」
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
寄
付
も
立
派
な
参
加
な
い
し

支
援
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
企
業
は
い
わ
ば
「
橋
渡
し
」

の
「
役
割
」
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
県
民
に
対
し
て
ひ
ろ
く
参

加
機
会
を
提
供
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
企
業
に
と
っ
て
は
自
由
な
経
済

活
動
が
基
本
原
則
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
配
慮
」
（
第
一
項
）
を

こ
え
た
「
参
加
環
境
の
整
備
」
（
第
二
項
）
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま

で
も
「
実
情
に
応
じ
て
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

5
　
活
動
団
体
と
企
業
と
の
協
働

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
「
活
動
団
体
」
と
企
業
と
の
「
協
働
」
は
、

互
い
に
≦
ヨ
ー
≦
ヨ
な
関
係
を
生
み
出
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

「
実
情
に
応
じ
て
」
積
極
的
な
取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。
具
体
的
な

事
例
に
つ
い
て
は
、
【
資
料
6
1
①
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
資
料
6
】

①
活
動
団
体
と
企
業
と
の
「
協
働
」
の
事
例

七

1
　
あ
る
食
品
メ
ー
カ
ー
と
N
G
O
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
栄
養

　
教
育
、
健
康
管
理
、
家
族
計
画
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
や
保
健
婦
活
動
の
充
実
を
支
援
す
る
事
業
を
、
現
地
政
府
と

　
の
協
働
で
実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。
〔
取
組
み
例
H
味
の
素
〕

2
　
創
造
的
な
人
材
育
成
の
た
め
に
、
企
業
と
N
P
O
が
協
働

　
で
学
生
に
知
的
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
奨
学
金
制
度
や
、

　
企
業
と
N
P
O
が
協
働
で
N
P
O
の
起
業
塾
を
開
設
し
て
い

　
ま
す
。
〔
取
組
み
例
H
日
産
自
動
車
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
、

　
日
本
電
気
〕

3
　
水
と
環
境
を
守
る
た
め
、
酒
蔵
と
N
P
O
が
協
働
で
環
境

　
保
全
米
を
使
っ
た
酒
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
地
域
が
あ
り

　
ま
す
。
〔
取
組
み
例
ニ
ノ
蔵
、
鯉
川
酒
造
〕

4
　
障
害
者
の
芸
術
表
現
活
動
を
全
国
的
に
広
め
る
動
き
を
、

　
企
業
と
N
P
O
が
一
緒
に
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
〔
取
組

　
み
例
H
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
富
十
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
大
成
建
設
〕

5
　
こ
こ
二
～
三
年
、
企
業
と
N
P
O
が
協
働
で
N
P
O
を
支

援
す
る
た
め
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
運
営
す
る
動
き

　
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
〔
取
組
み
例
日
住
友
生
命
保
険
、
フ
ァ

　
イ
ザ
ー
製
薬
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
松
下
電
器
産
業
〕

【
出
典
】
茎
夏
≧
≦
ヨ
ε
o
≦
・
9
冥
畠
蒔
餌
ざ
涛
。
轟
一
」
議
9
喜
a
噌

ざ
⊆
N
”
」
O
馬
知
ざ
＝
α
o
一
l
o
こ
。
冒
這



第
七
条
【
市
町
村
の
役
割
】

①
市
町
村
は
、
い
き
い
き
活
動
に
理
解
を
示
し
、
当
該
活
動
が

　
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
情
に
応

　
じ
て
、
活
動
団
体
と
の
協
働
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

②
市
町
村
は
、
県
民
、
活
動
団
体
お
よ
び
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

　
第
四
条
な
い
し
第
六
条
に
規
定
す
る
役
割
を
円
滑
に
果
た
せ
る

　
よ
う
、
そ
の
実
情
に
応
じ
て
、
必
要
な
施
策
の
策
定
お
よ
び
実

　
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
本
条
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」

に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

の
促
進
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割

1
　
市
町
村
の
重
要
性

　
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
を
図
る
上
で
、
市
町
村
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
。
こ
の
点
、
島
根
県
の
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。

　
　
「
市
町
村
は
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
相
対
的
に
住
民
に
近
い

　
位
置
で
よ
り
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
N
P
O
の

　
活
動
の
多
く
も
、
県
全
域
と
い
う
よ
り
も
そ
の
拠
点
地
域
に
密
着

　
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
市
町
村
が
N
P
O
と
協
働
す
る
こ
と

　
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

　
可
能
と
な
る
。
行
政
の
縦
割
り
を
越
え
、
ま
た
N
P
O
法
人
が
あ

　
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
実
質
的
な
N
P
O
活
動
の
全
体
を
把
握

　
し
う
る
の
は
市
町
村
レ
ベ
ル
の
み
で
あ
る
」
（
『
島
根
県
N
P
O
と

　
行
政
の
協
働
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
』
二
〇
〇
三
年
、
一
四
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
町
村
は
、
（
あ
る
意
味
県
以
上
に
）
「
い
き
い
き

活
動
」
促
進
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
重
く
見

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
『
鳥
取
県
非
営
利
公
益
活
動
促
進
条
例
』
第

五
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
「
市
町
村
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
非
営
利
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
必
要
な
施
策

を
策
定
し
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。
こ
れ
は
、
「
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
」
の
解
釈
に
も
よ
る
が
、
明
ら
か
に
市
町
村
の
”

義
務
”
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
や
は
り
県
条
例
で
市
町
村
の
義
務
を

定
め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
、
と
考
え
た
（
た
だ
し
、
後
述
す
る
通

り
【
支
援
」
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）
。
と
い
う
の
も
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
市
町
村
と
県
と
は
別
々
の
団
体
だ
か
ら
で
あ
る
。

市
町
村
は
、
決
し
て
県
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
両
者
の
関
係

は
、
あ
く
ま
で
対
等
で
あ
り
、
各
々
が
別
の
法
人
格
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
市
町
村
も
自
己
の
責
任
に
お
い

て
、
自
ら
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
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2
　
行
政
本
来
の
役
割

　
先
に
ふ
れ
た
通
り
、
本
条
で
も
、
「
支
援
」
に
つ
い
て
は
市
町
村

の
”
義
務
”
と
し
て
定
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
、
こ
こ

に
こ
そ
、
行
政
の
存
在
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
や
や

長
く
な
る
が
松
江
市
の
報
告
書
の
一
節
を
引
用
し
て
お
く
。

　
　
「
な
ぜ
行
政
は
あ
る
の
か
…
中
略
…
。
端
的
に
言
え
ば
、
市
民

　
同
士
の
共
同
作
業
だ
け
で
は
必
ず
し
も
『
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
』

　
は
実
現
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
公
共
的
な
問
題
の
解
決

　
に
は
高
度
に
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
要
す
る
場
合
も
多
い
。
ま

　
た
、
す
べ
て
の
市
民
に
公
共
活
動
を
行
う
十
分
な
時
間
や
資
金
が

　
あ
る
と
も
限
ら
な
い
。
…
中
略
…
。
こ
の
よ
う
に
、
市
民
活
動
だ

　
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
市
民
は
税
金
と
い
う
出
資
金
を
出
し

　
合
い
、
専
ら
公
共
活
動
に
従
事
す
る
公
務
員
集
団
を
雇
っ
た
の
で

　
あ
る
。
…
中
略
…
（
市
民
活
動
が
自
治
の
原
点
で
あ
る
か
ら
［
引

　
用
者
］
）
と
い
っ
て
、
行
政
の
存
在
意
義
や
そ
の
役
割
の
重
要
性

　
が
全
く
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
否
、
む
し
ろ
市
民
活
動
の
領

　
域
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、
行
政
に
対
し
て
は
『
我
々
が
も
つ

　
と
活
動
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
せ
よ
』
と
い
う
声
が

　
強
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
か
に
市
民
活
動
が
大
事
で
あ
る
と

　
し
て
も
、
行
政
に
は
『
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
れ
』
と
い
う

　
市
民
の
要
求
に
応
え
て
い
く
責
務
が
当
然
に
残
る
の
で
あ
る
」

　
（
松
江
市
『
市
民
活
動
促
進
指
針
に
か
か
る
提
言
書
』
二
〇
〇
四

一
七
四

　
年
、
五
三
頁
）
。

　
要
す
る
に
、
行
政
の
基
本
的
な
役
割
は
、
県
民
の
共
同
作
業
（
H

こ
れ
は
、
我
々
の
考
え
る
「
い
き
い
き
活
動
」
あ
る
い
は
、
そ
の
原

点
で
あ
る
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
市
町

村
で
あ
れ
県
で
あ
れ
、
行
政
で
あ
る
限
り
、
「
支
援
」
は
当
然
の
責

務
と
な
る
。

3
　
手
段
（
た
だ
し
、
意
義
深
い
手
段
）
と
し
て
の
協
働

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
協
働
」
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
よ
り

よ
い
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
に
他
な
ら
な
い
。
行

政
単
独
で
行
っ
た
方
が
よ
い
結
果
を
生
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
協
働
そ
れ
自
体
が
目
的
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
協
働
と
は
、
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
、
方
法
と
し

て
用
い
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
条
文
で
努
力
規
定
に
し
て
い
る
所
以

で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
一
点
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
協
働
は
”
単
な
る
”

手
段
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
む
し
ろ
、

“
き
わ
め
て
意
義
深
い
”
手
段
と
捉
え
た
い
。
と
い
う
の
も
、
協
働

の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
は
結
果
に
と
ど
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
活
動
団

体
と
行
政
が
協
働
す
る
と
い
う
”
過
程
”
で
、
こ
れ
ま
で
は
気
付
か

な
か
っ
た
発
見
が
あ
っ
た
り
、
よ
り
高
い
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
り
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
三
重
県
の
N
P
O
担



当
職
員
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
私
は
こ
れ
ま
で
上
司
か
ら
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
何
の
疑
問
も

　
持
た
ず
仕
事
を
し
て
来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
N
P
O
の
人

　
た
ち
と
直
接
接
し
て
み
て
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
。
市
民
の
人
た

　
ち
に
は
、
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
が
あ

　
り
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
だ
と
思
っ
て
い
た
自
分
は
何
だ
っ

　
た
の
か
と
ガ
ク
つ
と
来
ま
し
た
ね
」
（
ば
ば
こ
う
い
ち
『
改
革
断

　
行
－
三
重
県
知
事
北
川
正
恭
の
挑
戦
』
株
式
会
社
ゼ
ス
ト
、
一
九

　
九
九
、
九
頁
）
。

　
市
町
村
は
、
協
働
を
”
意
義
深
い
”
手
段
と
し
て
認
識
し
た
上
で
、

そ
の
模
索
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
な
い
。

③
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
第
九
条
な
い
し

　
第
二
一
条
に
規
定
す
る
改
革
を
不
断
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

④
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
県
民
が
意
見
を

　
述
べ
る
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
【
県
の
責
務
】

①
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
も
つ
意
義
を
十
分
に
認
識
し
、
当

　
該
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
措
置
を
講
じ

　
る
と
と
も
に
、
本
条
例
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
に
照
ら
し
、

　
適
宜
、
活
動
団
体
と
の
協
働
を
積
極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

②
県
は
、
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
が
そ
れ

　
ぞ
れ
第
四
条
な
い
し
第
七
条
に
定
め
る
役
割
を
円
滑
に
果
た
せ

　
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
策
定
お
よ
び
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

本
条
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」

い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

の
促
進
に
お
け
る
県
の
責
務
に
つ

1
　
　
「
役
割
」
で
は
な
く
「
責
務
」

　
ま
ず
は
、
本
条
の
表
題
に
注
目
さ
れ
た
い
。
先
の
各
主
体
の
「
役

割
」
と
異
な
り
、
こ
こ
だ
け
「
責
務
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

当
然
、
本
条
例
が
県
を
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
が
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
お
い
て
県
が
果
た
す
べ
き
責
任

は
極
め
て
重
い
、
と
い
う
我
々
の
認
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

確
認
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
支
援
H
行
政
本
来
の
義
務
」
、

「
協
働
H
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
」
と
い
う
区
別
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
規
定
の
仕
方
は
市
町
村
よ
り
も
強
く
し
て
い
る
。
哨
支

援
」
に
つ
い
て
は
、
県
は
単
に
「
い
き
い
き
活
動
に
理
解
を
示
す

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
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（
前
条
第
一
項
）
」
の
み
な
ら
ず
、
・
「
い
き
い
き
活
動
の
も
つ
意
義
を

十
分
に
認
識
（
本
条
第
一
項
）
」
し
た
う
え
で
、
「
積
極
的
に
（
同
左
）
」

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
協
働
」
に
つ
い
て
は
、
県
は
、
「
本

条
例
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
に
照
ら
し
（
同
左
）
」
、
や
は
り
「
積

極
的
に
（
同
左
）
」
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
は
、
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
冗
長
と
も
い
え
る
説
明
を
加
え
た
の
は
、
本
条
文
に
限

ら
ず
条
例
全
体
を
通
じ
て
、
「
県
に
は
（
例
え
ば
市
町
村
よ
り
も
）

重
い
責
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。

2
　
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　
本
条
例
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策

と
し
て
多
く
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
九
条
か
ら
第

二
ニ
条
は
、
「
活
動
団
体
」
へ
の
「
支
援
」
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
拠
点
整
備
や
税
財
政
上
の
支
援
な
ど
、
一
般

に
言
わ
れ
る
支
援
策
は
ほ
ぼ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
ほ
ぼ
」
で
あ
る
。
「
い
き
い
き
活

動
」
促
進
に
必
要
な
す
べ
て
の
施
策
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
し
、
条
例
と
い
う
性
格
上
好
ま
し
く
な
い
。
さ
ら
に
、
「
い
き

い
き
活
動
」
が
促
進
さ
れ
る
過
程
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る
施
策
も
自

ず
と
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

一
七
六

　
県
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
本
条
例
に

規
定
さ
れ
る
施
策
以
外
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
と
っ
て
、
そ
の
策
定
・
実
施
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二

項
は
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

3
　
自
ら
襟
を
正
す
姿
勢

　
第
三
項
は
、
行
政
の
改
革
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
知
る

限
り
、
こ
れ
を
市
民
活
動
促
進
等
の
文
脈
で
包
括
的
に
規
定
し
た
条

例
は
他
県
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
い
わ
ゆ
る
「
行
（
財
）
政
改

革
」
の
問
題
と
し
て
別
途
取
り
組
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
我
々
は
あ
え
て
こ
れ
を
含
め
る
べ
き
と
考
え
た
。

　
と
い
う
の
も
、
県
は
、
「
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
の
創
造

を
す
す
め
る
重
要
な
主
体
と
し
て
、
ま
た
、
「
活
動
団
体
」
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
十
分
な
体
制
を
備
え
て
お
く
べ
き
、
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
昨
今
の
行
政
に
対
す
る
不
信
の
声
を
受
け
て
、
毎
熊
は

以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
「
行
政
が
第
一
に
発
す
べ
き
問
い
は
、
N
P
O
が
自
ら
の
協
働

　
相
手
と
し
て
相
応
し
い
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
自
身
が
N
P
O
に

　
選
ん
で
も
ら
え
る
主
体
た
り
え
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
極
論
す
れ
ば
、
協
働
す
る
か
否
か
、
相
手
を
誰
に
す
る
か
、
そ
の

　
選
択
権
は
N
P
O
及
び
市
民
の
側
に
あ
る
。
」
（
毎
熊
浩
一
「
協
働

　
幻
想
論
序
説
」
『
京
滋
C
P
A
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
〇
四
年
二
月
号
、



　
七
頁
）

　
要
は
、
「
支
援
」
や
「
協
働
」
を
云
々
す
る
前
に
、
ま
ず
行
政
自

ら
が
襟
を
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で

な
い
か
ぎ
り
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
な
ど
絵
に
描
い
た
餅
に

な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

4
　
コ
ツ
コ
ツ
と
改
善

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
襟
の
正
し
方
に
は
、
実
に
様
々
な
手
法
が
あ
る
。

昨
今
で
は
、
例
え
ば
、
「
行
政
評
価
」
、
「
戦
略
経
営
」
、
「
企
業
会
計
」
、

「
業
績
給
」
な
ど
、
多
様
な
改
革
ツ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
決
し
て
万
能
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
が
、
　
”
劇
薬
”
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
う
ま
く
導
入
で
き
れ
ば
、
抜
本
的
な
改
革
に

つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
斬
新
な
意
識
改
革
や
制
度
改
革
が
行

わ
れ
な
い
限
り
、
「
活
動
団
体
」
に
対
す
る
「
支
援
」
も
十
分
な
も

の
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う

い
つ
た
大
々
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
は
付
記
し
て
お
い
て

い
い
だ
ろ
う
。
日
常
的
に
遭
遇
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
を
コ
ツ
コ

ツ
と
改
善
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
も
ま
た
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
毎
熊
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
「
市
民
生
活
に
密
着
し
た
素
朴
な
課
題
や
市
民
感
覚
か
ら
当
然

　
に
生
じ
る
苦
情
な
ど
に
一
つ
一
つ
応
え
て
い
く
、
い
わ
ば
『
普
段

着
の
改
善
』
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
必
要
以
上
に
煩

雑
な
手
続
き
を
改
め
る
、
窓
口
で
の
横
柄
な
態
度
を
改
善
す
る
、

役
所
用
語
を
慎
む
、
H
P
の
見
せ
方
を
工
夫
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
全
て
そ
う
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
目
の
前
の
ち
ょ
っ

と
し
た
業
務
改
善
が
、
間
接
的
で
あ
れ
N
P
O
等
へ
の
『
支
援
』

に
つ
な
が
り
得
る
…
。
」
（
前
掲
毎
熊
論
文
、
八
頁
）

冒
且
－
（
∠

第
二
章
　
改
革
（
第
九
条
一
第
一
二
条
）

第
九
条
【
連
携
】

①
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
組
織
内
部
に
お

　
け
る
各
部
局
間
の
連
携
お
よ
び
総
合
調
整
を
積
極
的
に
は
か
ら

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
に
あ
た
り
、
市
町
村
、
国
お

　
よ
び
他
の
都
道
府
県
と
の
連
携
お
よ
び
総
合
調
整
を
積
極
的
に

　
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

県
に
対
し
て
県
庁
内
外
に
お
け
る
「
連
携
」
お
よ
び
「
総
合
調
整
」

を
図
る
よ
う
義
務
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

七
七



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

1
　
　
“
縦
割
り
”
な
行
政

　
行
政
へ
の
批
判
と
し
て
よ
く
聞
く
言
葉
に
”
縦
割
り
”
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
県
民
の
一
般
生
活
の
み
な
ら
ず
、
当
然
、
い
き
い
き
活
動

に
と
っ
て
の
弊
害
と
も
な
る
。
例
え
ば
、
類
似
す
る
補
助
金
や
助
成

金
等
が
様
々
な
部
局
に
よ
っ
て
所
管
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
を

申
請
す
る
側
に
は
無
用
の
手
間
暇
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
　
”
縦
割
り
”
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
「
た
ら
い
回
し
」
は
、

い
き
い
き
活
動
の
持
ち
味
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
を
減
じ
て
し
ま
う
。
行

政
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
把
握
し
、
そ
の
弊
害
の
軽
減
を
図
る
べ
く

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
　
”
縦
割
り
”
は
適
切
な
分
業
と
い
う
意
味
で
は
組
織

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
原
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
“
縦

割
り
”
に
全
面
的
に
反
対
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が

行
き
過
ぎ
る
と
、
い
き
い
き
活
動
の
妨
げ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
調
査
結
果
が
あ
る
。
「
今
後
、
協
働
事
業
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
自
治
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ

と
お
考
え
で
す
か
？
（
○
は
三
つ
ま
で
）
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る

都
道
府
県
の
回
答
の
う
ち
、
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
庁
内
で
の

横
断
的
連
携
の
促
進
」
で
あ
っ
た
（
内
閣
府
『
平
成
一
六
年
版
　
国

民
生
活
白
書
』
二
〇
〇
四
、
一
一
八
頁
）
。
こ
れ
は
、
自
治
体
自
身

が
”
縦
割
り
”
の
問
題
性
を
認
識
し
て
い
る
証
で
あ
ろ
う
。

一
七
八

2
　
　
”
横
割
り
”
な
「
い
き
い
き
活
動
」

　
と
こ
ろ
で
、
島
根
県
庁
に
は
N
P
O
活
動
推
進
室
と
い
う
部
署
が

あ
る
。
そ
こ
が
N
P
O
活
動
な
い
し
い
き
い
き
活
動
に
つ
い
て
県
庁

の
な
か
で
”
中
心
的
な
”
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
は
何
ら
異

論
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
我
々
も
そ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
以
下
の
指
摘
で
あ
る
。

　
　
「
最
近
、
『
N
P
O
政
策
』
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、

　
こ
れ
は
や
や
誤
解
を
招
き
や
す
い
表
現
で
あ
る
。
本
報
告
書
に
い

　
う
「
支
援
・
協
働
」
と
は
、
決
し
て
、
行
政
が
数
多
く
担
っ
て
い

　
る
諸
政
策
（
例
え
ば
、
環
境
政
策
、
福
祉
政
策
な
ど
）
の
う
ち
の

　
一
つ
で
は
な
い
。
」
（
島
根
県
『
N
P
O
と
行
政
の
協
働
の
あ
り
方

　
検
討
会
報
告
』
（
二
〇
〇
三
年
、
一
六
頁
）

　
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
わ
る
施
策
と
い
う

も
の
は
、
い
わ
ば
”
横
割
り
”
で
あ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
「
い
き
い
き
活
動
」
自
体
が
”
横
割
り
”
で
あ
る
こ
と

が
多
い
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
N
P
O
法
人
・
斐
伊
川
く
ら
ぶ
の
「
宍

道
湖
葦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
目
的
は
、

直
接
的
に
は
水
質
浄
化
と
い
う
環
境
の
面
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
（
小
学
生
に
対
す
る
）
環
境
”
教
育
”
や

地
場
産
業
の
育
成
等
に
も
及
ぶ
。
こ
う
い
つ
た
活
動
に
対
し
て
、
行

政
の
側
が
縦
割
り
型
の
部
門
別
に
バ
ラ
バ
ラ
な
対
応
を
し
て
い
て
は
、

決
し
て
有
効
な
協
働
な
ど
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。



　
し
た
が
っ
て
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
あ
た
り
、
部
門
間
の

連
携
は
必
須
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
N
P
O
活
動
推
進
室
の
調
整
権

限
を
強
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
部
局
横
断
的
な
特
命
チ
ー
ム
を
設

け
る
の
も
一
案
か
も
し
れ
な
い
。

3
　
県
庁
外
行
政
諸
機
関
と
の
連
携

　
縦
割
り
は
、
決
し
て
庁
内
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
市
町
村
、
国
、

他
都
道
府
県
と
い
っ
た
県
庁
外
部
の
行
政
機
関
と
の
間
で
も
是
正
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
も
先
と
同
様
、
「
い
き
い
き
活

動
」
の
性
格
が
”
横
割
り
”
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

先
述
し
た
「
宍
道
湖
葦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
環
境

の
面
だ
け
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
県
庁
の
み
な
ら
ず
、
宍
道
湖
周

辺
市
町
村
、
国
土
交
通
省
な
ど
、
様
々
な
行
政
機
関
が
関
わ
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
諸
機
関
同
士
の
連
携
な
く
し
て
、
宍
道
湖
再
生
な
ど

望
め
な
い
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
あ
る
「
い
き
い
き
活
動
団
体
」
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
そ

う
い
っ
た
行
政
機
関
同
士
の
橋
渡
し
役
を
当
該
活
動
団
体
が
務
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
「
い
き
い
き
活
動

団
体
」
の
特
長
の
一
つ
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ

う
い
つ
た
役
割
は
本
来
行
政
自
身
が
果
た
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
例
え
ば
、
様
々
な
行
政
機
関
か
ら
成
る
『
い
き
い
き
活
動

促
進
連
絡
協
議
会
』
（
仮
称
）
と
い
っ
た
も
の
を
設
置
し
、
常
に
連

携
に
つ
と
め
る
と
よ
い
と
考
え
る
。

4
　
　
「
連
携
」
の
み
な
ら
ず
「
総
合
調
整
」
を

　
以
上
、
「
連
携
」
の
必
要
性
に
限
っ
て
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、

本
条
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
「
総
合
調
整
」
も
行
政
の
責
務
に
加
え

て
い
る
。

　
辞
書
（
『
広
辞
苑
』
第
五
版
）
を
み
る
と
、
「
連
携
」
と
は
「
同
じ

目
的
を
持
つ
者
が
互
い
に
連
絡
を
と
り
、
協
力
し
合
っ
て
物
事
を
行

う
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
素
直
に
よ
め
ば
、
連
絡
を
と
っ

て
協
力
し
合
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
各
主
体
（
こ
こ
で
は
各
種
行
政
機

関
）
の
意
見
は
複
数
存
在
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
だ
が
、
我
々
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
対
話
の
初
期
段
階
で
は
、
行
政
機
関
の
間
に
も
様
々
な
見
解

が
あ
っ
て
い
い
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
バ
ラ
バ
ラ
で
は
「
い
き
い

き
活
動
」
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
な
い
。
少
な
く
と
も
最
終
段
階
で
は
、

行
政
の
責
務
と
し
て
一
本
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
「
総
合
調
整
」

に
は
そ
う
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
N
P
O
活
動
推
進
室
で

あ
れ
、
『
い
き
い
き
活
動
促
進
連
絡
協
議
会
』
（
仮
称
）
で
あ
れ
、
単

な
る
「
連
携
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
う
い
つ
た
機
能
を
も
果
た
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
七
九



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

第
一
〇
条
【
業
務
改
革
】

　
県
は
、
そ
の
業
務
を
公
益
性
や
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
適
宜
見

直
し
、
自
ら
が
主
体
的
に
担
う
べ
き
業
務
領
域
を
明
確
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
条
は
、
県
の
業
務
面
で
の
改
革
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

1
　
見
直
し
の
二
段
階

　
本
条
に
言
う
業
務
の
見
直
し
に
は
、
大
き
く
二
段
階
あ
る
。
一
つ

は
、
出
発
点
と
し
て
の
包
括
的
な
見
直
し
。
い
ま
一
つ
は
、
適
宜
の

見
直
し
で
あ
る
。

　
本
条
を
み
る
に
、
後
者
、
す
な
わ
ち
適
宜
の
見
直
し
に
重
き
が
お

か
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
々
の
情
勢
を
見
極

め
必
要
に
応
じ
て
業
務
を
見
直
せ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
な
る
ほ
ど
、

そ
の
通
り
で
あ
る
。
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
わ
る
情
勢
は
変
化
し

や
す
い
。
加
え
て
、
い
つ
劇
的
な
変
化
を
み
せ
る
か
も
分
か
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
業
務
の
見
直
し
は
、
　
”
適
宜
”
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
我
々
の
言
う
「
見
直
し
」
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
前
者
、
す
な
わ
ち
出
発
点
と
し
て
の
包
括
的

な
見
直
し
も
必
要
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
状
で
は
、
ど
こ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○

で
が
行
政
の
仕
事
で
、
ど
こ
か
ら
が
¶
活
動
団
体
」
等
に
任
せ
る
べ

き
領
域
な
の
か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
通
り
「
行
政
は
手
を
出
し
す
ぎ
」
な
の
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
活
動
団
体
」
が
、
活
躍
す
る
余
地
を
知
ら
ぬ
間

に
奪
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
要
す
る
に
、
県
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
自
分
た
ち
の
コ
ア
領
域
や

「
活
動
団
体
」
に
よ
る
活
動
が
期
待
で
き
る
領
域
を
確
認
す
る
こ
と

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

2
　
　
「
協
働
」
の
前
提
と
し
て
の
見
直
し

　
さ
ら
に
、
出
発
点
と
し
て
の
包
括
的
な
見
直
し
は
、
特
に
「
活
動

団
体
」
等
と
の
「
協
働
」
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
前
提
と
な
る
。

つ
ま
り
、
行
政
が
自
ら
の
業
務
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
単
に

「
活
動
団
体
」
等
が
そ
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
領
域
か
ら
手

を
引
く
と
い
う
意
義
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
協
力
し
て

行
う
業
務
の
領
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
概
念
図
（
参
照
【
資
料
1
0
1
①
】
）
を
使
っ
て
説
明

す
る
な
ら
ば
、
　
”
E
”
　
（
行
政
単
独
の
業
務
領
域
）
や
”
A
”
　
（
県

民
単
独
の
領
域
）
を
見
直
す
と
同
時
に
、
　
”
B
”
　
”
C
”
　
”
D
”
と

い
っ
た
協
働
の
領
域
を
確
認
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
参
照
【
資
料
1
0
…
②
】
）
。

　
ち
な
み
に
、
上
で
「
手
を
引
く
」
と
述
べ
た
が
、
逆
に
あ
る
分
野



に
お
い
て
は
行
政
の
業
務
が
「
小
さ
す
ぎ
る
」
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
つ
ま
り
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
な
い
、
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
コ
ア
事
業
を
確
認
し
た
結
果
、

逆
に
「
大
き
く
」
な
っ
て
も
よ
い
。
「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
っ
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
広
く
好
ま
れ
て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
と
く
に
、
業
務

見
直
し
と
い
っ
て
も
、
単
純
に
行
政
を
小
さ
く
す
る
と
か
、
行
政
は

小
さ
い
ほ
ど
よ
い
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
ま
で
は
意
味
し
な
い
こ

と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

3
　
基
準
と
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性

　
上
記
の
ど
ち
ら
の
「
見
直
し
」
を
行
う
に
し
て
も
、
そ
の
判
断
の

基
と
な
る
「
基
準
」
が
必
要
で
あ
る
。
本
条
で
は
、
「
公
益
性
や
効

率
性
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
見
直
し
は
、

よ
り
多
角
的
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

県
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
見
直
し
の
「
基
準
」
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
カ
ナ
ダ
の
行
政
改
革
で
用
い

ら
れ
た
「
マ
ッ
セ
の
基
準
」
（
参
照
【
資
料
1
0
1
③
】
）
や
、
「
民
間

部
門
と
公
共
部
門
」
等
の
役
割
分
担
の
基
準
を
示
し
た
三
重
県
の

「
公
的
関
与
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
（
参
照
【
資
料
1
0
1
④
】
）
が
参

考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
他
の
見
直
し
の
「
基
準
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は

避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
島
根
県
の
特
性
が
加
味
さ
れ
た

　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
が
い
い
。
だ
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
仮
に

結
果
的
に
他
と
似
た
よ
う
な
基
準
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
は
県

庁
を
あ
げ
て
「
基
準
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
」
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
「
基
準
」
を
つ
く
る
過
程
に
も
学
ぶ
こ
と
は
多
い
か
ら
で
あ

る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
確
か
に
、
最
終
的
な
目
的
は
、
見
直
し
の

判
断
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
「
基
準
」
を
つ
く

り
あ
げ
る
過
程
で
も
、
こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
行
政
の
問
題
点

や
「
活
動
団
体
」
等
の
も
つ
特
長
や
意
義
に
気
付
く
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
単
に
既
成
の
「
基
準
」
を
機
械
的
に
適

用
し
て
い
た
の
で
は
、
決
し
て
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
「
基
準
」
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
よ
り
現

実
性
の
あ
る
業
務
見
直
し
が
可
能
と
な
る
と
同
時
に
、
「
い
き
い
き

活
動
」
の
促
進
に
向
け
て
の
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
八
一



髄辮麟蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購灘難

市民の鎚 ．1 の領域

A B　　I　　C　　l　　D E
自発的・先駆 N　P　Oの主体l　N　P　Oと行政1行政が主体性 行政の責任と
的活動を行う 性の下に行政1がそれぞれのiをもって事業 主体性によっ
N　P　Oによる

ﾆ自の領域

が協力する領1主体性の下に1を行い、N　P　　　　　　I　　　　　　　　　　　　I域　　　　　1特性を活かし10が協力や参

@　　　　　1合い事業を行1加を行う領域

て独自に行う

ﾌ域

1う領域　　　1

l　　　　　　　　　　　　　l
戟@　　　　　　　　　　　　I
h　　　　　　　　　　　　l

N　P　Oが主体l　N　P　Oと行政1行政が事業の

となって行う1が共催や実行1大枠を決めて
事業に対して1委員会などに1実施する委託
行政が後援し1より事業を行っ1事業や、N　P　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　lたり、補助・1たり企画立案I　Oから政策の　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l助成する事業1段階から協力1提言を受けて

等　　　　　1して行う委託1行政が実施す
1事業等　　　1る事業等

①
協
働
の
領
域
（
概
念
図
）

【
資
料
1
0
】

島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

【出典】島根県『N　P　Oと行政の協働のためのガイドライン』2004年，10頁

活
行 動
政 団
固
有
の

協
働

体
固
有

領 の
域 領

域

出発点としての包括的な業務見直し

現在の業務

②
包
括
的
レ
ビ
ュ
ー
（
概
念
図
）
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③
マ
ッ
セ
の
基
準

①
公
共
性
（
評
窪
。
夏
。
暴
一
凝
巴

　
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
公
益
に
貢
献
し
続
け
る
か
ど
う
か

②
政
府
の
役
割
（
ぎ
一
。
9
0
0
＜
。
日
日
婁
↓
婁
）

　
政
府
が
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
う
こ
と
に
、
正
当
性
と
必
要

　
性
が
認
め
ら
れ
る
か

③
連
邦
制
（
頴
幕
臣
一
。
・
巳
凝
巴

　
連
邦
政
府
の
現
在
の
役
割
は
適
切
か
、
州
政
府
に
委
譲
で
き

　
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
か

④
協
働
性
（
℃
碧
器
≧
言
↓
婁
）

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
な
い
し
一
部
は
、
民
間
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

　
部
門
に
移
す
べ
き
で
は
な
い
か

⑤
能
率
性
（
卑
旨
一
窪
昌
↓
婁
）

　
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
な
ら
ば
、
い

　
か
に
能
率
性
は
改
善
さ
れ
る
の
か

⑥
財
政
的
余
裕
（
≧
8
巳
畳
目
ξ
凝
巴

　
財
政
的
制
約
の
も
と
で
も
、
上
記
検
討
の
結
果
残
さ
れ
た
プ

　
ロ
グ
ラ
ム
群
へ
の
支
出
が
可
能
か
、
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

　
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止
す
べ
き
か

【
出
典
】
毎
熊
浩
一
「
カ
ナ
ダ
行
革
断
章
一
現
代
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

シ
ッ
プ
」
『
島
大
法
学
』
四
七
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
四
三
頁

　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

④
三
重
県
「
公
的
関
与
に
つ
い
て
の
考
え
方
」

a
H
民
間
部
門
と
公
共
部
門
と
の
役
割
分
担

　
次
の
判
断
基
準
1
～
5
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、
公
的
関
与
を

行
う
こ
と
が
適
当
で
す
。

（
判
断
基
準
1
）

　
受
益
者
を
特
定
あ
る
い
は
限
定
す
る
こ
と
が
困
難
・
不
可
能

な
た
め
、
市
場
に
お
い
て
受
益
者
か
ら
費
用
を
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
公
共
財
で
あ
る
か
。

（
判
断
基
準
2
）

　
教
育
の
よ
う
な
外
部
経
済
効
果
を
持
つ
も
の
や
公
害
の
よ
う

に
外
部
不
経
済
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
。

（
判
断
基
準
3
）

　
設
備
面
で
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
顕
著
で
あ
り
、
独
占
的

供
給
に
よ
る
こ
と
が
効
率
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
適
正
な
価
格

形
成
を
図
る
観
点
か
ら
公
共
関
与
が
必
要
か
。

（
判
断
基
準
4
）

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
よ
う
に
社
会
的
必
要
性
が
あ
る
に
も

か
か
ら
ず
、
投
資
に
必
要
な
資
金
や
リ
ス
ク
が
あ
ま
り
に
大
き

く
民
間
で
は
負
担
し
き
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
。

（
判
断
基
準
5
）

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
（
あ
る
い
は
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
）

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
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三



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

…
八
四

確
保
の
要
請
か
ら
十
分
な
供
給
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
か
。

b
H
国
・
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担

　
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
勧
告
に
お
け
る
国
・
地
方
の
役
割

分
担
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
国
は
次
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

・
国
家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ
る
事
務

・
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
務

・
全
国
的
規
模
・
視
点
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務

　
一
方
、
地
方
公
共
団
体
は
地
域
に
お
け
る
行
政
を
担
い
ま
す
。

（
判
断
基
準
6
）

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
県
の
役
割
は
、

単
一
の
市
町
村
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
や
そ
の
効
果
が
複
数

の
市
町
村
に
及
ぶ
事
業
等
に
限
定
す
べ
き
で
す
。

【
出
典
】
累
夏
≧
≦
≦
勺
象
旨
。
む
＼
O
く
O
d
o
o
田
＼
巳
き
涛
巴
ざ
ざ
粛
岩
＝

ざ
ざ
＼
○
“
O
一
●
累
日

第
二
条
【
意
識
改
革
】

①
県
職
員
は
、
自
ら
の
所
掌
事
務
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
一
人

　
が
本
条
例
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
を
十
分
に
認
識
し
、
い
き

　
い
き
活
動
の
促
進
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
前
項
の
規
定
を
達
成
す
る
た
め
、
県
職
員
が
い
き
い

　
き
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
設
け
る
等
必
要
な
措
置
を
積
極
的

　
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
は
、
県
お
よ
び
県
職
員
の
意
識
面
で
の
改
革
に
つ
い
て
定
め

た
も
の
で
あ
る
。

1
　
「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
理
解
不
足

　
「
い
き
い
き
活
動
」
関
係
者
か
ら
は
、
行
政
職
員
の
円
い
き
い
き

活
動
」
に
対
す
る
理
解
が
低
い
、
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
な
か
に

は
、
未
だ
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
す
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
い

う
職
員
ま
で
い
る
と
い
う
。
事
実
、
我
々
行
政
学
ゼ
ミ
が
実
施
し
た

島
根
県
内
「
N
P
O
法
人
実
態
調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
〇
〇
四
年

七
月
）
に
は
、
「
活
動
団
体
」
か
ら
次
の
よ
う
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
・
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
、
行
政
と
広
く
N
P
O
と
の
協
働

　
　
に
つ
い
て
、
掛
け
声
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
で
欲
し
い
。
最
も
重

　
　
要
な
の
は
、
行
政
マ
ン
一
人
一
人
が
意
識
改
革
を
行
う
こ
と
。

　
・
N
P
O
に
対
す
る
理
解
が
足
り
な
い
。

　
・
N
P
O
活
動
に
理
解
が
ほ
し
い
。

　
・
民
間
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
行
政
内
部
へ
の
働
き
か
け
を
強
化



　
　
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
う
し
た
声
の
裏
に
は
、
よ
か
れ
あ
し
か
れ
、
公
務
員
の
側
に

「
自
分
の
手
で
ま
ち
を
よ
く
す
る
！
」
と
い
う
強
い
意
識
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
心
持
ち
自
体
は
決
し
て
批
判
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
県
民
の
た
め
に
ま
ち
を
よ
く
し
た
い
と
思
う
の
は
、
公
僕

た
る
公
務
員
の
当
然
の
姿
と
い
え
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
む
し

ろ
、
行
政
だ
け
で
全
て
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で

あ
る
。

2
　
み
ん
な
で
担
う
地
域
社
会

　
現
在
、
地
域
社
会
で
は
課
題
が
山
積
し
、
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
他
方
で
、
島
根
県
の
財
政
は
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
行
政
は
”
行
政
で
あ
る
が
ゆ
え
に
”
、

公
平
性
・
画
一
性
を
旨
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
臨
機
応
変
の
対
応
等
を

苦
手
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
行
政
だ
け
に
頼
っ
て
い
て

も
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。
行
政

だ
け
が
単
独
で
自
治
を
担
う
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
い
か
に
各
主
体
が
協
力
し
あ
っ
て
よ
い
地
域
社
会

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
か
、
「
地
域
力
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。
い
わ

ば
「
協
治
の
時
代
」
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
行
政
職
員
は
、
ま
ず
は

こ
う
し
た
認
識
を
持
つ
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
　
”
プ
ロ
”
と
し
て
の
責
任

　
し
か
し
、
「
協
治
の
時
代
」
に
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
即
、
行

政
の
責
任
が
軽
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
松
江
市
の
提
言
書
に
は
次

の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

　
　
「
確
か
に
行
政
の
第
一
の
責
任
は
『
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
せ

　
よ
』
と
い
う
市
民
の
声
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

　
は
、
単
に
市
民
の
言
う
と
お
り
に
や
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

　
行
政
自
ら
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て

　
い
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
は
、
そ
の
た
め
に
市

　
民
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
雇
っ
た
プ
ロ
の
集
団
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

　
（
松
江
市
『
市
民
活
動
促
進
指
針
に
か
か
る
提
言
書
』
二
〇
〇
四

　
年
、
五
三
頁
）

　
つ
ま
り
、
行
政
は
、
自
ら
の
力
だ
け
で
は
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を

実
現
で
き
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
プ
ロ
集
団
と
し
て
積
極
的
な
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

4
　
実
効
性
の
確
保

　
も
ち
ろ
ん
、
意
識
改
革
は
、
た
だ
唱
え
て
い
て
も
達
成
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
項
は
そ
れ
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
県
職
員
の
円
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
勉

島
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行
政
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編
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県
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強
会
や
講
演
会
（
”
「
い
き
い
き
勉
強
会
・
講
演
会
」
）
の
開
催
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
人
研
修
な
ど
で
「
活
動
団
体
」
で
の
実
地

研
修
（
口
「
い
き
い
き
活
動
研
修
」
）
を
取
り
入
れ
る
の
も
い
い
だ

ろ
う
。
そ
の
点
、
千
葉
県
我
孫
子
市
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
で
は

「
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー
に
一
年
間
一
名
の
職
員
を
派
遣
研
修
に
出

し
、
N
P
O
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
、
多
様
な
人
間
関
係
を
体

験
し
、
N
P
O
や
中
間
支
援
組
織
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
学
ぶ

試
み
」
（
総
務
省
自
治
行
政
局
地
域
振
興
課
監
修
『
N
P
O
と
行
政

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
促
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
、
四
八
頁
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
職
員
が
個
人
的
に
『
い
き
い
き
活
動
」
に
比
較
的
自
由

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
も
大
事
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
休
暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
二
条
【
制
度
改
革
】

①
県
は
、
い
き
い
き
活
動
の
促
進
が
効
果
的
に
は
か
ら
れ
る
よ

　
う
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
組
織
体
制
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
業
務
方
法
お
よ
び
諸
規
則
等
に
つ
き
、
い
き
い
き
活

　
動
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
し
、
適
宜
改
善
を
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

一
八
六

本
条
は
、
県
の
制
度
面
で
の
改
革
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

1
　
　
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
を
妨
げ
て
い
る
制
度

　
現
在
、
行
政
に
は
様
々
な
批
判
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
旧
自
治
省
の
行
っ
た
『
地
方
自
治
体
に
お
け
る
行
政
改
革
等
に

関
す
る
住
民
意
識
調
査
』
（
平
成
二
一
年
）
を
参
照
し
て
も
ら
い
た

い
（
参
照
【
資
料
1
2
一
①
】
）
。
こ
の
調
査
を
み
る
に
、
多
く
の
人
々

が
、
行
政
に
対
し
て
、
「
な
わ
ば
り
意
識
が
強
い
」
、
「
前
例
や
慣
例

に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
」
、
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
抱
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
直
接
に
は
住
民
の
行
政
に
対
す
る
批
判
の
声
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
行
政
の
体
質
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」

の
妨
げ
に
な
る
も
の
で
も
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
例
で
言
え
ば
、
「
な

わ
ば
り
意
識
が
強
い
」
と
は
、
す
な
わ
ち
ヨ
コ
の
連
携
に
欠
け
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
広
範
な
領
域
に
ま
た
が
る

こ
と
の
多
い
「
い
き
い
き
活
動
」
に
は
上
手
く
対
処
で
き
な
い
こ
と

が
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
、
「
前
例
や
慣
例
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
」

の
だ
と
す
れ
ば
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
発
す
る
新
た
な
価
値
観
を

取
り
上
げ
る
こ
と
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
く
こ
と
も
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
う
け
て
、
本
条
で
は
「
組
織
」
（
第
一
項
）

及
び
「
業
務
方
法
お
よ
び
諸
規
則
等
」
（
第
二
項
）
と
い
う
二
つ
の



側
面
か
ら
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
を
妨
げ
る
行
政
の
制
度
面
に

お
け
る
改
革
を
図
る
も
の
と
し
て
い
る
。

2
　
見
直
し
の
視
点

　
ま
ず
は
、
現
行
の
「
組
織
体
制
」
や
「
業
務
方
法
お
よ
び
諸
規
則

等
」
（
こ
こ
に
は
必
ず
し
も
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
慣
例
・
慣
行
も

含
ま
れ
る
）
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
行
政
の

都
合
だ
け
で
似
た
よ
う
な
補
助
金
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

手
続
き
が
や
た
ら
と
煩
雑
で
は
な
い
か
。
一
つ
の
決
裁
に
必
要
以
上

の
判
子
を
必
要
と
し
て
い
な
い
か
。
民
へ
の
不
信
感
か
ら
過
度
な
規

制
が
な
い
か
。
他
に
も
、
た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
見
直
し
の
結
果
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
を
阻
害
し
て
い
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
民
へ

の
規
制
に
つ
い
て
い
え
ば
、
既
に
国
に
お
い
て
も
、
構
造
改
革
特
区

制
度
に
加
え
、
地
域
再
生
本
部
（
本
部
長
口
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
）

が
策
定
し
た
「
地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
廃

校
校
舎
の
転
用
を
可
能
に
す
る
等
規
制
緩
和
を
進
め
る
、
と
の
方
針

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
住
民
生
活
の
先
端
で
あ
る
自
治
体
こ
そ
、

こ
う
い
つ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
を
阻
害
す
る
と
い
う
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
、
全
て
の
規
則
を
緩
和
す
る
と
い
う
わ
け

に
も
い
く
ま
い
。
手
続
の
公
正
さ
が
厳
格
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
行
政
は
公
正
さ
と

い
う
こ
と
を
半
ば
無
条
件
に
大
義
名
分
と
し
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
負

の
側
面
（
こ
こ
で
は
「
い
き
い
き
活
動
」
の
阻
害
）
に
は
目
を
む
け

な
い
傾
向
に
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
公
正
な
手
続
の
必
要
性
や

規
制
の
影
響
力
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
ほ
か
な
い
け
れ
ど
も
、

既
に
第
八
条
解
説
で
述
べ
た
通
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
改
善
で
も
実
は

「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
「
支
援
」
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
ま
ず

は
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3
　
即
断
・
即
決
の
仕
組
み

　
上
で
述
べ
た
改
革
は
、
一
度
だ
け
、
あ
る
い
は
定
期
的
に
や
り
さ

え
ず
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
の
情
勢
に
応

じ
て
「
適
宜
」
改
善
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ば
日
常
的
あ

る
い
は
自
動
的
に
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
少
な
く
と
も
現
場
の
気
づ
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
制
度
改
善
に
つ

な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
即
断
・
即
決
の
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
点
、
福
岡
市
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動
が
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
（
参
考
【
資
料
1
2
1
②
】
）
。
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【
資
料
1
2
】

①
『
地
方
自
治
体
に
お
け
る
行
政
改
革
等
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
』

〔
旧
自
治
省
〕
（
平
成
』
一
年
）

Q
1
　
あ
な
た
は
、
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
市
町
村
・
特
別
区
や
都

　
　
道
府
県
（
又
は
そ
の
職
員
）
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を

　
　
お
持
ち
で
す
か
。
市
町
村
・
特
別
区
、
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
つ
い
て
、
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
い
く
つ
で
も
あ
げ

　
　
て
く
だ
さ
い
。

（
ア
）
事
務
処
理
が
て
き
ぱ
き
と
し
て
い

　
　
る
。

（
イ
）
仕
事
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

　
　
る
。

（
ウ
）
対
応
が
親
切
で
あ
る
。

（エ

j
新
し
い
発
想
や
企
画
が
で
き
る
。

（
オ
）
少
な
い
人
数
で
一
生
懸
命
働
い
て

　
　
い
る
。

（
カ
）
公
平
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

（
キ
）
幅
広
い
視
野
を
も
っ
て
い
る

（
ク
）
柔
軟
な
も
の
の
見
方
が
で
き
る

（
ケ
）
大
所
高
所
か
ら
の
判
断
が
で
き
る

（
コ
）
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
足
り
な
い

（
サ
）
な
わ
ば
り
意
識
が
強
い

（
シ
）
モ
ラ
ル
が
低
下
し
て
い
る

（
ス
）
勉
強
不
足
で
あ
る
。

（
セ
）
コ
ス
ト
意
識
が
低
い

（
ソ
）
前
例
や
慣
例
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る

（
タ
）
新
し
い
発
想
や
企
画
が
苦
手

（
チ
）
仕
事
が
緩
慢
で
あ
る

（
ッ
）
態
度
が
横
柄
で
あ
る

（
テ
）
そ
の
他

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
）

（
ト
）
わ
か
ら
な
い
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一
八
八

10．1
3．1

　　　9
T．8

1 ■市区町村

ﾞ都道府県27．9
7．0

3．1

Q8

　　53Q．3

37
2

6
7
　
6
7
L
l
L
1
9
」
愚
愚
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8．4
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79
11．1
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P38
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7．7

8

。39

219
526

　　　〔ア〕

　　　〔イ〕

　　　〔ウ〕

　　　〔エ〕

　　　〔オ〕

　　　〔カ〕

　　　〔キ〕

　　　〔ク〕

　　　〔ケ〕

　　　〔コ〕

　　　〔サ〕

　　　〔シ〕

　　　〔ス〕

　　　〔セ〕

　　　〔ソ〕

　　　〔タ〕

　　　〔チ〕

　　　〔ツ〕

　　その他

わからない

【出典】http：〃www．soumu．go．jp／iken／000428．htm屏Ql



②
福
岡
市
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動

　
「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動
と
は
、
現
場
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ

　
て
い
る
職
員
が
「
困
っ
た
な
」
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
こ
と

　
を
素
早
く
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
愛
称
“
か
い
け
つ

　
ゾ
ロ
”
こ
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
委
員
会
（
一
二
人
の
課
長
で
構
成
）

　
が
、
職
員
提
案
を
取
り
上
げ
、
所
管
局
の
意
見
も
聞
い
て
論
点
整

　
理
を
行
い
ま
す
。
検
討
案
件
は
、
一
ヶ
月
後
に
行
政
経
営
推
進
委

　
員
会
（
市
長
・
三
役
ら
で
構
成
さ
れ
る
ト
ッ
プ
会
議
）
で
審
議
さ

　
れ
、
即
断
即
決
で
方
針
決
定
さ
れ
ま
す
。
」

結論まで1ヶ月

行政経営推進

　　委員会

（備長十3助役

文人役十局長級2

▲会議で決定！

提案の
　　すいあげ

カ》いけつゾ’ロ

問題をあげる

職員、がらの

　，1提案

所管局

　
骸

　
　
一

簑
ケ

職
辮

、一

A・

[
ア

現場

【出典】http：／／www．city．fukuoka・jP／

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
八
九



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

冒
且
1
つ
」

第
三
章
　
協
働
お
よ
び
支
援

（
第
＝
二
条
－
第
二
四
条
）

第
二
二
条
【
協
働
お
よ
び
支
援
の
基
本
原
則
】

①
県
は
、
協
働
お
よ
び
支
援
に
関
わ
る
事
業
の
企
画
、
実
施
お

　
よ
び
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
各
号
に
定
め
る
基
本
原
則

　
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
O
の
　
協
働
事
業
参
加
団
体
お
よ
び
被
支
援
団
体
と
の
関
係
を
透

　
　
明
に
保
つ
こ
と
。

　
図
　
協
働
事
業
参
加
団
体
間
お
よ
び
被
支
援
団
体
問
の
関
係
を

　
　
公
平
に
保
つ
こ
と
。

　
⑬
　
協
働
事
業
参
加
団
体
お
よ
び
被
支
援
団
体
の
多
様
性
お
よ

　
　
び
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
。

　
＠
　
協
働
事
業
参
加
団
体
お
よ
び
被
支
援
団
体
と
対
等
な
立
場

　
　
を
構
築
し
、
維
持
す
る
こ
と
。

　
⑥
　
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
と
積
極
的
か

　
　
つ
継
続
的
に
対
話
を
行
う
こ
と
。

　
㈲
　
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
に
対
し
て
積

　
　
極
的
か
つ
継
続
的
に
各
種
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
。

②
県
は
、
前
項
の
他
、
第
一
五
条
に
規
定
す
る
地
域
い
き
い
き

　
協
定
を
締
結
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
協
定
に
定
め
る
事

　
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
〇

　
本
条
は
、
協
働
お
よ
び
支
援
に
関
わ
る
事
業
の
企
画
・
実
施
・
評

価
に
あ
た
り
、
県
が
遵
守
す
べ
き
基
本
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

1
　
第
三
章
（
「
協
働
・
支
援
」
）
の
前
提

　
事
業
の
企
画
（
三
き
）
、
実
施
（
9
）
、
評
価
（
3
。
良
）
、
改
善

（
弩
一
8
）
と
い
う
い
わ
ゆ
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
詳
細
に
つ
い
て

は
第
一
六
条
解
説
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
二
点
の
み

本
条
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
第
一
は
、
協
働
と
支
援
双
方
の
「
原
則
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

先
述
し
た
通
り
、
確
か
に
両
者
は
概
念
上
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
一
般
に
「
原
則
」
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
協
働
の
文
脈

が
多
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
行
政
と
そ
れ
以
外
の
主
体
と
の
問
で

成
り
立
つ
も
の
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
行
政
に

求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
原
則
は
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
そ
れ
を
こ

こ
で
定
め
た
。

　
第
二
は
、
特
に
協
働
に
関
し
て
、
と
か
く
実
施
（
3
）
の
段
階
だ

け
に
注
目
さ
れ
が
ち
な
傾
向
に
注
意
を
促
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
の
原
則
は
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
”
全
”
局
面
で

守
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
活
動
団
体
」
は

決
し
て
安
上
が
り
の
”
実
施
”
部
隊
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。



2
　
基
本
原
則

　
基
本
原
則
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
条
例
や
様
々
な
報
告
書

で
記
述
が
み
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
我
々
と
同
じ
く
支
援
・
協
働
双

方
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
原
則
を
定
め
た
島
根
県
「
N
P
O
と
行

政
の
協
働
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
」
を
取
り
上
げ
る
。
検
討
会
が
示

し
た
原
則
と
本
条
の
基
本
原
則
と
を
比
べ
な
が
ら
、
各
項
に
つ
い
て

解
説
し
た
い
。

本
条
例
第
二
二
条

あ
り
方
検
討
会

解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説

ω
透
明
性

公
　
開

　
支
援
・
協
働
と
も
に
、
「
活
動
団
体
」
と
行
政
の
関
係
は
、
そ
れ
に
直
接
に
は
関
与
し
な
い
県
民
か
ら
も
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
P
D
C
A
全
局
面
に
お
い
て
情
報
が
公
開
さ
れ
、
透
明
性
の
確
保
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲
情
報
提
供

図
公
平
性

公
　
平

　
支
援
を
受
け
る
機
会
や
協
働
事
業
に
参
画
す
る
機
会
は
、
原
則
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
等
し
く
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
条
例
一
七
条
一
項
も
ま
た
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
多
様
性
・
自
主
性

自
　
立

　
「
支
援
・
協
働
」
と
「
依
存
・
癒
着
」
は
決
定
的
に
異
な
る
も
の
の
、
紙
一
重
と
い
う
危
う
さ
が
あ
る
。
前
者
は
、
自
主
的
な
主
体
同
十
の
間
に
成
立
す
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
対
等
性

対
　
等

　
支
援
す
る
側
が
主
で
、
さ
れ
る
側
が
従
で
あ
る
と
か
、
「
活
動
団
体
」
が
偉
い
と
か
、
行
政
が
上
と
か
、
そ
う
い
っ
た
上
下
、
主
従
関
係
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
活
動
団
体
」
同
士
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
対
等
な
立
場
で
支
援
、
協
働
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
　
意

　
対
等
と
自
主
性
の
原
則
に
立
て
ば
、
ど
ち
ら
か
の
意
見
が
そ
の
ま
ま
通
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
合
意
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
十
分
な
対
話
が
欠
か
せ
な
い
。

㈲
対
話

信
　
頼

　
腹
を
割
っ
た
対
話
の
た
め
に
は
信
頼
が
不
可
欠
で
あ
る
し
、
対
話
を
繰
り
返
す
こ
と
で
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
く
。
両
者
は
不
可
分
で
あ
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
九
一



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

一
九
二

本
条
例
第
一
七
条
　
②
契
約

責
　
任

　
責
任
と
い
う
文
言
は
本
条
に
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
特
に
契
約
の
規
定
（
第
、
七
条
第
二
項
）
は
、
責
任
を
強
く
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
出
典
】
島
根
県
『
N
P
O
と
行
政
の
協
働
の
あ
り
方
検
討
会
報
告
』
二
〇
〇
三
年
、
九
一
一
〇
頁
よ
り
作
成

3
　
自
ら
定
め
る
原
則

　
原
則
は
当
然
、
第
一
項
に
列
挙
し
た
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。
地
域

い
き
い
き
協
定
（
第
一
五
条
）
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
単
に

「
規
定
も
れ
」
を
防
ぐ
と
い
う
消
極
的
な
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。

　
第
一
義
的
な
狙
い
は
、
当
該
協
定
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
。

「
活
動
団
体
」
と
行
政
、
「
活
動
団
体
」
同
士
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、

自
分
た
ち
の
守
る
べ
き
原
則
を
確
認
す
る
、
そ
の
過
程
が
重
要
な
の

で
あ
る
。
第
一
五
条
解
説
で
も
詳
論
す
る
が
、
関
係
者
自
ら
が
自
身

の
手
で
協
定
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
責
任
感
な
い
し
当
事
者
意

識
が
よ
り
高
ま
る
と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
単
に

条
例
に
規
定
す
る
よ
り
、
当
人
に
と
っ
て
ず
っ
と
実
の
あ
る
原
則
を

確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
自
身
で
取
り
決
め
た
協
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

当
然
で
あ
る
（
第
二
項
）
。

　
支
援
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、

参
照
。

フ
ロ
ー
図
（
【
資
料
1
3
1
①
】
）を

4
　
支
援
の
全
体
像



島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
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一
九

　豊かで活力ある地域社会

　豊かで活力ある地域社会

　豊かで活力ある地域社会

　　　　　　　　　奇
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①
支
援
の
全
体
像

ひ
　
　
と

【
資
料
1
3
】

拠
　
　
点

情
　
　
報

資
　
　
金
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島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

第
一
四
条
【
行
動
計
画
の
策
定
】

①
知
事
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
本
条
例
の
目
的
を
達

　
成
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
施
策
、
そ
の
目
標
お
よ
び
達
成
時

　
期
等
を
定
め
た
行
動
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
知
事
は
、
行
動
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
県
民
、
活
動
団
体
、

　
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
設
け
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

③
知
事
は
、
行
動
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
こ
れ

　
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
知
事
は
、
行
動
計
画
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
推
進
体

　
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
　
知
事
は
、
行
動
計
画
に
つ
き
、
適
宜
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ

　
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
は
、
知
事
に
行
動
計
画
の
作
成
を
義
務
付
け
る
（
第
一
項
）

と
と
も
に
、
そ
の
策
定
に
関
し
て
知
事
が
果
た
す
べ
き
責
務
（
第
二

項
～
第
五
項
）
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

1
　
行
動
計
画
の
具
体
性

行
動
計
画
は
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
第
一
項
）
。
な
ぜ
な
ら
、
抽
象
的
な
計
画
で
は
、
実
効
性
に
乏
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
九
四

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
動
計
画
は
な
る
た
け
数
値
を
用
い

る
の
が
望
ま
し
い
。
必
ず
し
も
数
値
目
標
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、

上
記
の
観
点
よ
り
、
少
な
く
と
も
実
効
性
を
担
保
す
る
程
度
の
具
体

性
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
条
は
、
施
策
（
“
「
何
を
や
る
か
」
）
の
列
挙

に
と
ど
ま
ら
ず
、
目
標
（
H
「
施
策
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
」
）

や
達
成
時
期
（
ほ
「
い
つ
達
成
す
る
つ
も
り
な
の
か
」
）
等
に
つ
い

て
も
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
施
策
実
施
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、

こ
こ
で
取
り
上
げ
て
規
定
す
る
こ
と
で
、
行
動
計
画
の
実
効
性
確
保

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
財
源
」
な

ど
も
明
記
す
る
と
い
い
だ
ろ
う
。
こ
う
い
つ
た
意
味
で
、
本
条
は
、

「
基
本
」
計
画
（
睾
「
宮
城
県
の
民
間
非
営
利
活
動
を
促
進
す
る
た

め
の
条
例
」
（
以
下
、
「
宮
城
県
条
例
」
）
第
九
条
）
で
は
な
く
、
ま

さ
に
「
行
動
」
計
画
（
H
門
行
動
」
の
た
め
の
計
画
）
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
（
参
照
【
資
料
1
4
1
①
】
）

　
さ
て
、
基
本
計
画
な
い
し
行
動
計
画
に
定
め
る
べ
き
内
容
は
、
条

例
に
よ
り
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宮
城
県
は
、
条
例
に
お
い
て
基

本
計
画
に
定
め
る
事
項
を
極
め
て
細
か
く
定
め
て
い
る
（
「
宮
城
県

条
例
」
第
九
条
第
二
項
）
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
も
一
つ
の
や
り
方
だ

ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
条
例
で
は
、
宮
城
県
が
基
本
計
画
で
定
め
る
と
し
て



い
る
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
他
の
箇
所
で
条
例
自
体

に
規
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
宮
城
県
の
基
本
計
画
に
あ
る
「
拠
点

の
整
備
」
や
「
人
材
の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
本
条
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、

第
一
九
条
、
第
二
二
条
で
別
途
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ら
を
は
じ
め
本
条
例
で
直
接
規
定
し
て
い
る
施
策
は
す
べ
て
、
行

動
計
画
の
な
か
に
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
る
ま
い
。

2
　
知
事
の
責
任

　
第
二
項
で
は
、
知
事
は
、
行
動
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
県
民
等

の
「
意
見
を
述
べ
る
機
会
」
を
設
け
る
べ
き
旨
を
定
め
て
い
る
。
が
、

あ
え
て
「
意
見
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
文
言
は
入
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
翌
息
見
を
聞
い
た
だ
け

で
後
は
好
き
勝
手
や
る
」
と
い
う
態
度
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
確
認

す
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
我
々
が
尊
重
義
務
を
盛
り
込
ま
な
か
っ

た
直
接
的
な
理
由
は
、
次
の
こ
と
に
あ
る
。

　
一
言
で
い
え
ば
、
知
事
に
は
行
政
と
い
う
”
プ
ロ
集
団
”
の
“
ト
ッ

プ
”
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
県

民
等
の
意
見
に
単
に
”
追
従
”
す
る
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
最

終
的
に
は
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
わ
け
だ
。
例
え
ば
、
福
嶋
我
孫
子
市
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
「
市
民
と
一
緒
に
や
る
と
き
に
誰
が
最
終
権
限
を
取
り
、
責
任

を
ど
う
い
う
か
た
ち
で
取
る
の
か
と
い
う
の
は
常
に
明
確
に
し
て

お
か
な
い
と
、
単
に
口
先
だ
け
で
、
市
民
主
体
、
市
民
の
意
見
を

尊
重
と
言
う
の
は
よ
く
な
い
。
」
（
鳥
取
県
企
画
部
地
域
自
立
戦
略

課
『
鳥
取
自
立
塾
報
告
書
』
二
〇
〇
四
年
、
五
〇
－
五
一
頁
）

我
々
は
こ
の
考
え
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
　
推
進
体
制

　
行
動
計
画
は
、
単
に
作
成
さ
れ
た
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
そ
の

実
現
が
重
要
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
計
画
を
し
っ
か
り
と
実
行
に
う
つ

す
た
め
の
担
い
手
が
必
要
と
な
る
（
第
四
項
）
。
例
え
ば
、
現
在
の

N
P
O
活
動
推
進
室
を
拡
充
す
る
こ
と
や
、
新
た
に
横
断
的
な
組
織

（
象
「
い
き
い
き
活
動
推
進
会
議
」
）
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
行
動
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
庁
内
実
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
資
料
1
4
】

①
宮
城
県
の
民
間
非
営
利
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
条
例
（
第
九

　
条
第
二
項
）

2
　
基
本
計
画
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と

　
す
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

九

五



島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

ω
　
民
間
非
営
利
活
動
を
総
合
的
に
促
進
す
る
た
め
の
中
核
機
能

　
拠
点
及
び
地
域
活
動
拠
点
の
整
備
に
関
す
る
事
項

の
　
民
間
非
営
利
活
動
の
円
滑
な
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報

　
の
収
集
及
び
提
供
、
交
流
並
び
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
関

　
す
る
事
項

⑬
　
民
間
非
営
利
活
動
に
関
す
る
専
門
的
及
び
技
術
的
研
修
等
に

　
よ
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
項

⑥
　
民
間
非
営
利
活
動
を
資
金
的
に
支
え
る
仕
組
み
の
整
備
に
関

　
す
る
事
項

㈲
　
主
と
し
て
民
間
非
営
利
活
動
へ
の
各
種
支
援
を
行
う
民
間
非

　
営
利
活
動
団
体
の
育
成
及
び
活
動
促
進
に
関
す
る
事
項

㈲
　
民
間
非
営
利
活
動
の
促
進
に
関
し
て
必
要
な
調
査
研
究
及
び

　
そ
の
成
果
の
普
及
に
関
す
る
事
項

ω
　
民
間
非
営
利
活
動
に
つ
い
て
の
広
報
及
び
啓
発
に
関
す
る
事

　
項

團
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
民
間
非
営
利
活
動
の
促
進

　
の
た
め
に
必
要
な
事
項

第
一
五
条
【
地
域
い
き
い
き
協
定
】

①
活
動
団
体
は
、
県
と
の
関
係
お
よ
び
活
動
団
体
同
士
の
関
係

　
を
確
認
し
、
か
つ
、
よ
り
適
切
な
関
係
を
築
く
た
め
、
県
に
対

一
九
六

　
し
て
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
地
域
い
き
い
き
協
定
に
は
、
以
下
の
各
号
を
定
め
る
も
の
と

　
す
る
。

　
O
D
　
協
働
お
よ
び
支
援
に
あ
た
り
活
動
団
体
お
よ
び
県
の
双
方

　
　
が
守
る
べ
き
原
則
。

　
図
　
協
働
お
よ
び
支
援
に
関
す
る
活
動
団
体
お
よ
び
県
各
々
の

　
　
責
務

　
㈹
　
そ
の
他
必
要
な
事
項
。

③
知
事
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
に
多
数
の
活
動
団
体
が
参
加

　
で
き
る
機
会
を
設
け
、
ま
た
、
こ
れ
を
締
結
で
き
る
よ
う
配
慮

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
本
条
第
一
項
に
基
づ
き
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
を
申
し

　
出
た
活
動
団
体
は
、
多
数
の
活
動
団
体
が
当
該
協
定
に
参
加
で

　
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
知
事
は
、
本
条
第
一
項
に
基
づ
く
締
結
の
申
し
出
を
受
け
た

　
時
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
に
つ
き
判
断
し
、
そ
の
結

　
果
お
よ
び
理
由
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
活
動
団
体
は
、
前
項
の
判
断
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に

　
は
、
第
三
二
条
に
規
定
す
る
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
審
議

　
会
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
審
議
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る



　
異
議
の
申
し
立
て
を
受
け
た
時
は
、
す
み
や
か
に
そ
れ
を
審
議

　
し
、
そ
の
審
議
結
果
を
議
長
を
通
じ
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の

　
と
す
る
。

⑧
知
事
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
策
定
に
あ
た
っ
て
、
県
民
、

　
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を

　
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨
知
事
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
参
加
活
動
団
体
と
の
合
意
に

　
基
づ
き
、
適
宜
当
該
協
定
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
は
、
「
活
動
団
体
」
に
、
県
に
対
し
て
「
地
域
い
き
い
き
協

定
」
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
（
第
一
項
）
、
そ
の
手
続
き

（
第
二
項
～
第
七
項
）
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
策
定
に
あ
た
っ

て
知
事
が
果
た
す
べ
き
責
務
（
第
八
、
九
項
）
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
あ
る
。

1
　
す
す
む
共
通
の
ル
ー
ル
づ
く
り

　
地
域
い
き
い
き
協
定
（
以
下
「
協
定
」
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
『
コ
ン

パ
ク
ト
』
、
愛
知
県
の
『
あ
い
ち
協
働
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
を
参
考
に

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
、
N
P
O
と
行
政
双
方
が
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
遵
守
す
べ
き
ル
ー
ル
を
定
め
た
協
定
で
あ
る
。
我
々

は
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
の
必
要
性
を
感
じ
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
本
条

　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編

『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

を
規
定
し
た
。

2
　
協
定
の
持
2
二
つ
の
意
義

　
協
定
は
そ
の
作
成
の
過
程
お
よ
び
結
果
に
つ
き
、
多
く
の
意
義
を

有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
三
点
に
絞
っ
て
解
説
を
加
え
る
。

　
①
「
自
分
で
決
め
た
」
の
大
切
さ

　
　
行
政
と
「
活
動
団
体
」
双
方
が
遵
守
す
べ
き
ル
ー
ル
を
納
得
す

　
る
形
で
取
り
決
め
、
さ
ら
に
、
「
活
動
団
体
」
同
士
が
自
ら
守
る

　
べ
き
ル
ー
ル
を
具
体
的
に
定
め
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
誰
か
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
手
で
自
身
の
努
力

　
す
べ
き
内
容
や
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
体
に
大
き
な
意
味

　
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
②
当
事
者
意
識
の
芽
生
え

　
　
こ
の
よ
う
に
自
分
達
で
自
ら
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
は
、
当

　
事
者
意
識
や
責
任
感
の
芽
生
え
に
も
つ
な
が
る
に
違
い
な
い
。

　
『
あ
い
ち
協
働
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
ニ
○
〇
四
』
を
策
定
し
た
愛
知
県

　
で
は
、
こ
う
い
つ
た
認
識
の
も
と
、
興
味
深
い
演
出
ま
で
行
っ
て

　
い
る
。
当
該
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
N
P
O
を
幅
広

　
く
募
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
と
愛
知
県
と
の
間
で
「
共
同
声
明
」

　
（
参
照
【
資
料
！
5
1
①
】
）
の
署
名
式
（
二
〇
〇
四
年
八
月
三
日
）

　
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

　
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
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「
遵
守
す
る
当
事
者
が
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
ル
ー
ル
は
、

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
実
効
性
が
低
下
し
て
い
く
懸
念

　
が
あ
り
、
ル
ー
ル
の
当
事
者
を
明
確
化
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て

　
重
要
で
あ
る
。
共
同
声
明
に
署
名
す
る
こ
と
は
、
ル
ー
ル
の
当

　
事
者
を
明
確
化
す
る
意
義
が
あ
る
。
」
（
川
島
毅
「
あ
い
ち
協
働

　
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
取
組
」
『
地
方
財
務
』
第
六
〇
三
号
、
二
〇

　
〇
四
年
、
一
七
一
項
）

③
過
程
に
お
け
る
「
対
話
」

　
「
協
定
」
自
体
が
、
行
政
と
「
活
動
団
体
」
、
「
活
動
団
体
」
同

士
な
ど
の
問
で
「
対
話
」
を
通
じ
て
決
め
ら
れ
る
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
「
対
話
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
理
解

が
深
ま
り
、
「
よ
り
適
切
な
関
係
を
築
く
」
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
セ
ス
に
意
義
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け

だ
。　

「
協
定
」
な
ど
、
「
活
動
団
体
」
と
の
関
係
を
定
め
た
も
の
は
、

と
か
く
”
策
定
”
と
い
う
結
果
だ
け
に
主
眼
が
お
か
れ
が
ち
で
あ

る
。
と
も
す
る
と
、
内
容
さ
え
よ
け
れ
ば
行
政
が
一
方
的
に
つ
く
っ

て
も
構
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
本

条
で
い
う
「
協
定
」
は
そ
う
で
は
な
い
。
結
果
も
も
ち
ろ
ん
大
切

だ
が
、
そ
れ
と
同
等
、
い
や
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
行
政
と
「
活

動
団
体
」
、
「
活
動
団
体
」
同
士
が
双
方
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
協

定
を
作
り
上
げ
る
、
そ
の
過
程
に
意
義
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
八

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
成
立
に
中
心
的
な
役
割
を
は

た
し
た
り
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
…
も
ち
ろ
ん
コ
ン
パ
ク
ト
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
で
す

　
が
、
そ
れ
以
上
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
を
協
議
し
て
き
た
過
程
そ
の

　
も
の
が
、
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
非
常
に

　
多
く
の
人
び
と
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ
ク
タ
ー
、
政
府
が
、
こ

　
れ
ま
で
に
簡
単
に
は
つ
く
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
過
程

　
を
通
じ
て
互
い
に
協
働
し
、
そ
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
た
の
で

　
す
。
」
（
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
『
イ
ギ
リ

　
ス
の
コ
ン
パ
ク
ト
か
ら
学
ぶ
協
働
の
あ
り
方
』
二
〇
〇
三
年
、

　
二
五
頁
）

4
　
手
続
き

　
本
条
で
は
、
第
二
項
～
第
七
項
に
わ
た
り
、
「
協
定
」
締
結
に
関

す
る
手
続
き
を
定
め
て
い
る
（
参
照
【
資
料
1
5
…
②
】
）
。
手
続
が
や

や
煩
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。　

ま
ず
、
知
事
に
協
定
締
結
の
裁
量
を
付
与
す
る
た
め
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
本
条
は
「
い
つ
で
も
、
ど
ん
な
団
体
と
も
、
ど
ん
な
団

体
数
で
あ
っ
て
も
『
協
定
』
を
結
べ
」
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
て
は

い
な
い
。
た
と
え
ば
、
あ
ま
り
に
も
数
少
な
い
団
体
だ
と
協
定
の
意

味
が
な
い
、
と
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
最
終
的
に
は
知



事
が
総
合
的
に
判
断
し
、
そ
の
責
任
に
お
い
て
判
断
す
べ
き
、
と
い

う
の
が
本
条
の
趣
旨
で
あ
る
。

　
次
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
だ
と
活
動
団
体
に
と
っ
て
は

「
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
」
と
い
う
可
能
性
が
な
く
も
な
い
。
つ
ま
り
、
知

事
に
判
断
を
任
せ
る
こ
と
で
、
「
活
動
団
体
」
と
の
立
場
的
な
優
劣

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
県
と

「
活
動
団
体
」
と
が
対
等
な
関
係
を
築
く
と
い
う
、
い
き
い
き
協
定

本
来
の
意
義
を
見
失
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
知
事
に
は

「
締
結
で
き
る
よ
う
配
慮
」
（
第
三
項
）
す
る
こ
と
を
求
め
、
ま
た
、

活
動
団
体
に
は
不
服
申
立
の
機
会
（
第
六
項
）
を
、
県
民
等
に
は
意

見
提
出
の
機
会
（
第
七
項
）
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
資
料
1
5
】

①
愛
知
県
に
お
け
る
「
共
同
声
明
」

N
P
O
と
愛
知
県
の
協
働
推
進
に
向
け
た
共
同
声
明

　
二
〇
〇
三
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
「
N
P
O
と
行
政
の
協
働
の

あ
り
方
検
討
会
議
」
は
、
N
P
O
と
行
政
の
双
方
の
間
に
か
っ
て

な
い
き
わ
め
て
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
喚
起
し
つ
つ
、
双
方
が
遵
守

す
べ
き
ル
ー
ル
を
見
出
し
、
こ
れ
を
「
あ
い
ち
協
働
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
ニ
○
〇
四
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　
本
日
、
「
あ
い
ち
協
働
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
ニ
○
〇
四
～
N
P
O
と

行
政
の
協
働
促
進
に
向
け
て
～
」
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
各
々
の
N

P
O
の
代
表
者
と
愛
知
県
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
今
後
、
こ

の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
尊
重
し
、
共
同
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
継

続
的
に
検
証
・
改
善
し
、
よ
り
多
く
の
N
P
O
の
賛
同
を
募
り
つ

つ
、
N
P
O
と
行
政
の
協
働
の
「
事
実
上
の
標
準
」
と
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
こ
に
、
署
名
し
、
そ
の
証
と
す
る
。

　
二
〇
〇
四
年
八
月
三
日

団
体
名

代
表
者
（
役
職
・
氏
名
）

【
出
典
】
川
島
毅
「
あ
い
ち
協
働
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
取
組
」

財
務
』
第
六
〇
三
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
二
項

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

一
九
九

『
地
方
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島
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四
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協
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策定に向けての話し合い

結

協定の不成立

締 話し合いの決裂

協定の不成立　　　　　　一

O
O



第
一
六
条
【
協
働
事
業
の
企
画
、
立
案
】

①
県
は
、
既
存
事
業
の
見
直
し
お
よ
び
新
規
事
業
の
企
画
に
あ

　
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
協
働
事
業
化
の
可
能
性
を
検

　
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
活
動
団
体
が
協
働
事
業
の
提
案
を
行
う
機
会
を
設
け

　
る
と
と
も
に
、
当
該
提
案
を
促
す
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
条
は
、
協
働
事
業
の
企
画
、

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

立
案
段
階
に
お
け
る
県
の
責
務
に

1
　
P
D
C
A
の
二
面
的
把
握

　
一
般
に
協
働
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
は
、

次
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
条
文
上
、
混
乱
し
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
な

の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
説
明
し
て
お
く
。

　
①
全
体
サ
イ
ク
ル
ー
行
政
の
一
般
的
な
業
務
に
お
け
る
P
D
C
A

　
　
（
参
照
【
資
料
1
6
一
①
】
）

　
　
行
政
が
行
う
様
々
な
業
務
に
は
、
そ
の
各
々
に
P
D
C
A
サ
イ

　
ク
ル
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
企
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
と
い

　
う
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
協
働
で
き
る
部
分
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

　
行
政
だ
け
で
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
企
画
段
階
で

「
活
動
団
体
」
等
と
一
緒
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も

い
い
。
「
協
働
事
業
化
の
可
能
性
」
を
検
討
す
る
と
い
う
と
き
に

は
と
か
く
そ
の
事
業
の
”
実
施
”
だ
け
が
念
頭
に
お
か
れ
が
ち
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
”
実
施
”
以
外
の
段
階
（
企
画
、
評

価
、
改
善
）
で
も
、
協
働
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
視
点

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

②
個
別
サ
イ
ク
ル
ー
協
働
事
業
自
体
の
p
D
c
A
（
参
照
【
資
料

　
1
6
1
②
】
）

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
実
際
に
「
協
働
」
す
る
（
9
可
能
性
の
あ
る
）

事
業
に
限
定
し
た
次
元
で
あ
る
。
こ
れ
自
体
に
も
、
当
該
協
働
事

業
の
企
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
と
い
う
四
つ
の
局
面
が
存
在
す

る
。　

本
条
か
ら
第
一
八
条
ま
で
は
、
む
し
ろ
②
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
P
D
C
A
に
つ
い
て
、
実
際
に
「
協
働
」

す
る
（
9
可
能
性
の
あ
る
）
事
業
に
限
定
し
て
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
条
の
表
題
が
「
協
働
事
業
の
…
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。

2
　
協
働
事
業
化
の
検
討

　
「
既
存
事
業
の
見
直
し
及
び
新
規
事
業
の
企
画
」
に
あ
た
り
、

「
協
働
事
業
化
」
が
可
能
か
否
か
、
効
率
性
、
必
要
性
等
の
観
点
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
協
働
」
を
よ
り
有
効
な
方

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

］一

Z



　
　
島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

法
、
手
段
と
し
て
用
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
島
根
県
で
は
、
す
で
に
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。
『
協

働
事
業
の
手
引
き
』
に
あ
る
協
働
事
業
の
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
が

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
が
協
働
に
適
す
る
か
ど
う
か
が

わ
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
非
常
に
意
味
の
あ
る
も

の
だ
ろ
う
（
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
島
根
県
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
作

成
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
新
潟
県
の
そ
れ
を
【
資
料
1
6
1

③
】
に
掲
げ
て
お
く
）
。

　
た
だ
し
、
こ
の
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
が
県
内
部
で
し
っ
か
り
理

解
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
、

我
々
行
政
学
ゼ
ミ
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
事
業
の
委
託
先
は
、

今
ま
で
は
福
祉
系
は
社
協
へ
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
N
P
O

も
視
野
に
入
れ
て
委
託
を
考
え
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
回
答
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。
当
該
N
P
O
の
受
託
先
と
し
て
の
適
性
と
い
う
問
題

は
別
途
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
う
意
見
を
み
る
か
ぎ
り
、
や
は
り
あ
ま

り
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
自
体
の
有
効
性
と
い
う
問
題
で

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
に
つ
い
て
県
庁
内
部
で
理
解
が
十
分
に
進
ん
で
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
関
係
し
て
い
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
あ
る
「
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
ろ
う
。

　
県
は
、
ま
ず
こ
の
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
様
々
な
部
局
の
職
員

○

参
加
で
つ
く
り
直
し
て
み
る
と
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
過

程
を
通
し
て
、
職
員
の
「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

ひ
い
て
は
、
よ
り
有
効
な
「
協
働
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

3
　
　
「
活
動
団
体
」
か
ら
の
提
案

　
行
政
と
「
活
動
団
体
」
と
の
関
係
は
、
自
主
・
対
等
が
原
則
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
協
働
事
業
に
お
い
て
も
、
双
方
か
ら
企
画
・
立

案
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
先
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
N
P
O

と
内
容
で
は
り
あ
う
の
で
は
な
く
、
N
P
O
を
支
援
し
な
が
ら
、
一

緒
に
考
え
な
が
ら
協
働
す
る
姿
勢
を
求
め
る
。
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
た
。
と
も
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
広
範
な
協
働
事
業
が

模
索
で
き
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
県
庁
と
し
て
は
単
に
提
案
を
待
つ
だ
け
の
受
動
的
な
姿

勢
で
は
許
さ
れ
な
い
。
「
提
案
を
行
う
機
会
」
や
そ
う
し
た
提
案
が

出
や
す
い
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
在
N
P
O

支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
（
参
照
【

資
料
1
6
！
④
】
）
の
拡
充
や
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
協
働
事
業
の

メ
ニ
ュ
ー
化
（
H
一
覧
に
し
て
公
表
す
る
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
他
県
の
取
り
組
み
も
参
考
に
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
例

え
ば
、
奈
良
県
は
三
月
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
推
進
基

金
条
例
」
を
制
定
し
、
二
〇
〇
四
年
度
に
、
県
内
の
「
い
き
い
き
活

動
」
活
性
化
を
目
指
し
て
、
行
政
と
の
協
働
を
推
進
す
る
「
ボ
ラ
ン



テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
推
進
基
金
」
を
設
置
し
て
い
る
。
基
金
に
は

五
年
間
で
三
〇
〇
〇
万
円
が
計
上
（
初
年
度
分
は
三
〇
〇
万
円
）
さ

れ
て
お
り
、
N
P
O
か
ら
公
募
テ
ー
マ
に
つ
い
て
提
案
を
し
て
も
ら

い
、
県
と
N
P
O
と
の
協
働
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
助

成
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
（
参
照
【
資
料
1
6
1
⑤
】
）
。
い
わ
ゆ
る
”

公
募
型
”
と
い
わ
れ
る
方
法
で
あ
る
。
島
根
県
は
、
少
な
く
と
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
追
い
つ
く
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
我
々
は
”
常
時
受
付
型
”
と
い
う
べ
き
制
度
も
提
案
し

た
い
。
す
な
わ
ち
、
い
つ
で
あ
れ
、
ど
の
部
局
に
対
し
て
で
あ
れ
、

「
活
動
団
体
」
か
ら
協
働
の
提
案
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
ひ
と
ま
ず

必
ず
検
討
は
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
な
る
た
け

実
現
の
方
向
で
検
討
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
も
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
（
こ
れ
は
む
し
ろ
庁
内
の
改
善
運
動
で
は
あ
る
が
）
福
岡

市
の
D
N
A
運
動
に
い
う
「
“
で
き
る
”
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
」
と

い
う
標
語
に
学
ぶ
と
よ
い
。
こ
れ
は
、
「
“
で
き
る
こ
と
”
か
ら
は

じ
め
る
」
と
は
全
く
正
反
対
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

“
で
き
る
こ
と
”
を
最
初
に
考
え
て
し
ま
う
と
、
す
ぐ
に
新
し
い
提

案
を
阻
む
制
度
等
の
壁
に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で
は
な
く
、

い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
そ
れ
を
”
実
現
し
よ
う
”
　
（
n

“
で
き
る
”
）
と
い
う
立
場
を
と
り
、
そ
の
障
害
を
克
服
す
る
た
め

に
は
何
が
必
要
か
、
を
検
討
す
べ
き
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
当
然
、
全
て
の
提
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
必
要
は

な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
決
し
て
門
前
払
い
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ず

は
受
理
し
、
そ
れ
を
真
摯
に
検
討
し
、
そ
の
結
果
協
働
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
相
手
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
形
で
説
明
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
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齢
PLAN

ACTION

行政の一般業務

鹸

DO

CHECK

①
行
政
の
一
般
的
な
業
務
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

　
島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

【
資
料
1
6
】

郵

PLAN 協働事業

○改善搭置
○金蘭へのフィードバック

CHECK

○事業のF協働化」の模索

O　F活動図体」による提案の

　場の確保

DO

○多様な溝動団体の参茄

　機会の確保

○選定の透明僅・公平性

○契約による責任の明確化

○自主性・薗律性の確保

○事業特性に合わせた

　評価

○評価結果の公表

○課題の発見

②
協
働
事
業
自
体
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

〇
四



㊥廉鯉味「遠亜蹄課応ゆへあ一・」

協働事業チェックシート　課名 事業名 ゴー」レ ゴーヲレ

一
　Yes

スタート

その事業は、

県直営事業ですか

．．．．製9一．←

すす蔭レ

事業趣旨に照らし
てN　P　Oが補助対

象たりえないので

すか
・・r

、

鍵蜜

N　P　Oを補助対象

としてください

ゴー」レ

灘観繕鱒醗磯
協鰍翻載鐵

一

■

一

●

■

一

1
■

■

■

I
I

I
■

■

■

1
一

噂

■

ロ

じ

＝
』・一”湘・”咽＞

補助　　　　・・＞
補助対象にNPO
ﾍ含まれています

ｩ

ゴールウ　　　　　　　＝
　　　■
ｩつかりましたか

ゴール

遜搬締雛霰業醗精

��坙D供
ﾔ饗《躍麟等
Q，慧撫搬隙磁鰻霞雛鐵ぽ

f蝦齢

李

◆
やれそうなN　PO

�Tしてください
吹D26参照

県が自ら直接行わ

ﾈければならない

瘁j公権力の行使
@個人情報の保護

@などの必要
@県の責務で自ら

@行うべき事業

≡

県直営で行う　・・レ・ ゴール
企画参画、委員委

冾ﾈどNPO参画
ﾌ余地はあります

ｩ

●もっと積極的に

ｭきかけたいとき
ﾍ、説明会を開い

ｽり企画提案を募

Wしましょう
＝
＝
■

瑛歯

資金助成を行って

ｯ間の取組を育成

葡ｷする事業

委託 ”1＞
予定している委託

謔ﾍ企業や財団、

ﾐ団である

・ケ N　POが
Q入できますか

≡ l
I
＝
1

その事業は専門技

pや必要な設備、

幕ﾆ所体制から見

一
・
↓
＞

柔軟な対応などは

s要で仕様書どお

閧ﾉ納品又は事業
F1自｛尤托ヨ　　／→一目的を同じくする

者と共に行う事業

■
’

　
　
1

　
　
昌

　
　
l

　
　
O

　
　
1

　
　
疇

　
　
一

　
　
■

　
　
一

　
　
一

共催、事業協力

て、企業や既存団

体が圧倒的に優位

で、NPOには不
向きな事業ですか

濠攣縷繍逡養鰻、

叢叢趨讐撚縦
慧織織嶽徳業隷書

叢鯖き蓑謙う
鶏峯業鎌瀬馨懸灘

獲整巻繊養経撫艶

積徳瀬馨鑓驚き襟雛

趨隷麟磯糠養調i馨

鐵馨鞍懸癒繕褻毒華

嚇瞭懸秘戯漢還一＞
霧

選簸縫鐙驚簿懇織
鐵繕灘嫉謙懸《鳳

雛業勲渠蟹欝欝⑧

⑳懇籏雛叢叢⑳繊

鰻灘瀞蟻雛鑛蒙麺

鰻鍛麹蓼お葛彰、絃

叢叢聡警懲魏欝
織雛巻ま籔難搬桑｝

難糞鱒慧羅譲緬鞍

懸護漉き験

●期待する事業効

果を、審査項目を

設けて点数制で評

価してはどうでし

ょうか
例）

・地域特性が配慮

　されている
・社会への問題提

　起につながる

・県民への波及効

　果が高し、

・将来的な発展、

　継続の見込みが

　ある

こうした評価と価

格を総合的に判断
して選定してくだ
さし、

実施されるべき事

業ですか

ルー
ゴ

ゴーノレ

理贈

猛魏麟撫薦家
護蜂キ懲i表敷‘蕊幾転灘

　　その事業は斬新な

　　発想やきめ細かく

　　柔軟な対応でより

　　一層事業効果が増
・ヴ
　　しますか

・ヴ
探してください
p、26参照

見つかりましたか

ルゴ

”〉

やれそうなNPO
を探しましたか

NPOに向いてい
る事業です

見つからなかった

・撃レ・

一・…”

ゴ一一ヲレ

▲
・
・
』

その事業はどんな事業ですか

ロイベント等広報啓発・
□講座・講習・・

口相談・

□調査研究…

□建設工事、設備工事

ロビル清掃など受託側の企画の
　余地の一切ない業務

□その他・

”〉
探してください
p．26参照

重

”！

・哩

●●’

＝ コール

▼

住民が当事者とな 見つかりましたか”レ 喪業讐緯叢欝

って主体的に活動

ｵてもらいたい事

NPOが得意とす　　　　　　　　・‘るところです

ゴール

業ですか 鉱”．
●・、 滋騰穀類翻、

＝
業繋鶴獲蓬織薫蒸

▼ それに取り組んでいるNP 慧働糊蠣業擁

その事業は先駆的
0があったら知識やノウハ
E、ネットワークを有して

糞礁纏灘葦
髏草D灘纏な事業ですか

@　　＝
いるかもしれません 繭糠灘灘織懇嚢

灘灘灘鰹礁難癖
難離縁、襲嶽縫蕩

特定の分野の専門 その分野で活動しているN 穣鞍鰍蒸蟻懸
的な知識や実践的 POがあったら予定してい

oo’
翼騰襲轟翻鵜

な知識を必要とし る以上の成果が得られるか

ますか もしれません

【出典】新潟県『続・N　P　Oとの協働にむけて　手引き一実践編』 （資料編）2002年，8頁

遣割く軸鴬採捕籠に督魍簸曝r遭曄態最掻玉舶ヌ喫癒翠期駅翼（蘇）』認姻麺晦；（置糊 口○鴫
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④
島
根
県
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
）

（
平
成
一
五
年
度
N
P
O
活
動

こ
の
事
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
N
P
O
法
人
な
ど
か
ら
設
定

テ
ー
マ
部
門
（
［
1
］
ま
ち
づ
く
り
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
　
［
2
］
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
促
進
を
目
指
す
）
と

自
由
部
門
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク
で
先
駆
的
な
事
業
企
画
を
募
集
し
、

選
考
さ
れ
た
企
画
に
対
し
て
当
財
団
が
委
託
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

【
出
典
】
茎
夏
≧
≦
≦
ド
具
象
。
。
鼠
目
印
器
む
鳶
自
象
琶
衰
5
ミ
8
＼
2
巨
巨

⑤
奈
良
県
に
お
け
る
協
働
事
業
提
案
制
度
－
募
集
案
内
（
抜
粋
）

「
県
と
N
P
O
と
の
協
働
事
業
提
案
」
を
募
集
し
ま
す
〃

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
推
進
基
金
」
を
活
用
し
、
県
民

に
一
層
効
果
的
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
協
働
事
業

の
提
案
を
N
P
O
か
ら
公
募
し
ま
す
。
県
と
N
P
O
が
協
働
で
事

業
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解
決
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

二
〇
六

■
募
集
す
る
事
業
提
案

　
　
県
か
ら
提
示
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
平
成
一
六
年
度
に
実

　
施
す
る
協
働
事
業
及
び
平
成
一
七
年
度
に
実
施
す
る
協
働
事
業

　
に
つ
い
て
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
・
平
成
一
六
年
度
口
　
九
テ
ー
マ

　
　
・
平
成
一
七
年
度
H
二
二
テ
ー
マ

　
　
　
※
募
集
テ
ー
マ
一
覧
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
募
集
す
る
事
業
の
規
模

　
　
事
業
規
模
に
制
限
は
設
け
ま
せ
ん
が
、
県
で
負
担
す
る
経
費

　
の
上
限
は
、
一
事
業
あ
た
り
概
ね
一
〇
〇
万
円
で
す
。

■
応
募
資
格

　
　
奈
良
県
内
に
事
務
所
を
有
し
、
県
内
で
活
動
す
る
N
P
O

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び
市
民
活
動
団
体
等
の
民
間
非
営
利

　
活
動
団
体
）
で
、
一
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
。
た
だ

　
し
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
格
（
N
P
O
法
人
格
）
の
有
無
は

　
問
い
ま
せ
ん
。

【
出
典
】
三
夏
≧
薯
≦
も
お
9
震
ε
℃
涛
g
昆
ミ
蚤
き
＼
蚤
き
σ
o
。
。
言
文
ヨ



第
一
七
条
【
協
働
事
業
の
実
施
】

①
県
は
、
多
様
な
活
動
団
体
が
協
働
事
業
に
参
加
で
き
る
機
会

　
を
設
け
る
と
と
も
に
、
協
働
事
業
参
加
活
動
団
体
の
選
定
に
あ

　
た
っ
て
は
、
そ
の
透
明
性
お
よ
び
公
平
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

②
協
働
事
業
参
加
活
動
団
体
お
よ
び
県
は
、
協
働
事
業
を
行
う

　
に
あ
た
っ
て
は
、
相
互
の
合
意
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
文
書

　
に
よ
り
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
す
る
。

③
県
は
、
協
働
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
協
働
事
業
参
加

　
活
動
団
体
の
自
主
性
お
よ
び
自
律
性
を
損
な
う
よ
う
な
関
与
を

　
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
条
は
、
協
働
事
業
の
実
施
段
階
に
お
け
る
県
の
責
務
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
で
あ
る
。

1
　
開
か
れ
た
選
定

協
働
相
手
の
選
定
を
す
る
際
、
多
様
な
「
活
動
団
体
」
の
参
加
を

可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
透
明
性
・
公
平
性
が
十
分
に
確
保
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
は
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
基
準
の
明
示

　
ま
ず
、
「
ど
う
や
っ
て
（
協
働
相
手
は
）
選
ば
れ
る
の
か
？
」

に
つ
い
て
、
そ
の
基
準
や
手
続
き
等
が
公
開
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
県
は
、
「
な
ぜ
（
協
働
相
手
が
）
そ

の
団
体
な
の
か
？
」
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
説
明
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
公
開

　
加
え
て
、
選
定
自
体
が
「
公
開
さ
れ
た
場
で
行
わ
れ
る
」
こ
と

も
大
事
で
あ
る
。
行
政
の
み
が
密
室
で
行
う
選
定
は
、
き
わ
め
て

不
透
明
で
あ
り
、
「
活
動
団
体
」
間
の
公
平
性
を
害
す
る
危
険
性

も
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
選
定
の
側
に
第
三
者
が
加
わ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料

　
契
約
書
を
作
成
す
る
意
味
は
、
以
下
の
三
点
に
あ
る
。

①
対
等
性
の
確
認

　
　
契
約
で
は
、
当
事
者
は
当
然
に
対
等
な
立
場
に
あ
る
。
文
書
を

　
交
わ
す
こ
と
は
、
県
と
『
活
動
団
体
」
と
の
関
係
が
対
等
で
あ
る

　
と
い
う
こ
と
の
確
認
と
な
る
だ
ろ
う
。

②
責
任
の
明
確
化

　
　
我
々
は
「
活
動
団
体
」
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
条
例
自
体
に
は

　
「
活
動
団
体
」
自
身
の
責
任
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
厳
格
に
定
め
て
い

　
な
い
。
し
か
し
、
公
金
を
利
用
し
た
り
、
行
政
か
ら
の
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七

2
　
文
書
に
よ
る
契
約
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を
行
う
際
に
は
、
そ
れ
な
り
の
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
そ

　
の
責
任
は
、
個
々
の
事
業
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
々

　
に
つ
い
て
契
約
書
で
具
体
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
文
書
主
義

　
　
文
書
に
残
る
と
い
う
こ
と
は
、
契
約
当
事
者
以
外
か
ら
の
検
証

　
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
文
書
に
よ
る
契
約
を
「
原
則
」
と
し
て
い
る
の
は
、

そ
こ
ま
で
の
厳
格
性
を
要
し
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
我
々
が
「
協
働
」
を
広
く
と
ら
え
、
様
々
な
形
が
あ
っ
て

よ
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
企
画
段
階
で
の
協
議

程
度
の
「
協
働
」
な
ど
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

3
　
関
与

　
活
動
団
体
の
自
主
性
・
自
律
性
を
損
な
う
よ
う
な
関
与
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
、
既
に
「
基
本
原
則
」
で
も
定
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
以
下
の
考
え
か
ら
確
認
の
意
味
を
込
め
て
改
め
て
規
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
予
め
結
ば
れ
る
契
約
書
は
、
そ
の
性
格
上
、
細
部
ま
で
規
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
子
細
に
わ
た
っ
て
規
定
す
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
。
と
い
う
の
も
、
と
く
に
実
施
局
面
に
お
い
て

は
、
そ
の
時
々
の
現
場
の
情
勢
に
お
う
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
が
重

要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
協
働
の
一
つ
の
意
義
は
、

二
〇
八

「
活
動
団
体
」
の
も
つ
ス
ピ
ー
ド
や
現
場
で
の
創
意
工
夫
を
最
大
限

活
か
す
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
書
は
、
程

度
の
差
は
あ
れ
抽
象
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
他
方
、
協
働
は
、
委
託
で
あ
れ
補
助
で
あ
れ
、
行
政
か
ら
「
活
動

団
体
」
に
対
し
て
資
金
が
流
れ
る
こ
と
を
ほ
ぼ
常
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
通
常
は
、
お
金
を
出
す
側
が
相
対
的
に
優
位
な
立
場
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
本
条
第
二
項
で
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る

わ
け
だ
が
、
先
述
の
通
り
、
こ
れ
に
は
空
白
領
域
が
残
る
。
結
局
の

と
こ
ろ
、
実
際
の
運
営
の
な
か
で
、
協
働
主
体
同
士
が
ど
う
い
う
関

係
を
築
い
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
本
条
第
三
項
は
、

と
く
に
協
働
の
現
場
に
お
い
て
守
ら
れ
る
べ
き
準
則
と
し
て
理
解
さ

れ
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
行
政
は
何
が
何
で
も
口
を
出
す
な
、
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
協
働
事
業
に
と
っ
て
効
果
的
な
関
与
、
例
え
ば
、
行
政
が
、

そ
の
専
門
的
な
知
識
か
ら
活
動
団
体
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
助
言

を
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
そ
も
そ
も
本
条
例
は
「
対
話
」
も
基
本
原
則
と
し
て
定
め

て
い
る
。
互
い
に
尊
重
し
あ
い
合
意
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
ぶ
つ

か
り
合
う
こ
と
も
ま
た
協
働
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。



第
一
八
条
【
協
働
事
業
の
評
価
、
改
善
】

①
県
お
よ
び
協
働
事
業
参
加
活
動
団
体
は
、
協
働
事
業
の
過
程

　
お
よ
び
成
果
を
必
要
性
お
よ
び
効
率
性
並
び
に
有
効
性
等
の
観

　
点
か
ら
協
働
事
業
の
特
性
に
応
じ
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価

　
結
果
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
前
項
の
評
価
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
協
働
事
業

　
の
課
題
に
つ
き
、
改
善
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

本
条
は
、
協
働
事
業
の
評
価
、

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

改
善
段
階
に
お
け
る
県
の
責
務
に

1
　
評
価
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

　
協
働
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
あ
る
事
業
を
実
施
し
た
後

に
は
そ
の
課
題
を
発
見
し
、
次
の
事
業
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
も

評
価
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
た
だ
漫
然
と
「
評
価
」
す
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
そ
こ
に
は
、
留
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。

以
下
、
五
点
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
①
多
様
な
視
点

　
　
協
働
事
業
の
特
性
に
応
じ
て
、
多
様
な
視
点
が
あ
っ
て
よ
い
。

　
経
済
性
、
効
率
性
、
有
効
性
等
あ
ら
ゆ
る
基
準
を
用
い
る
べ
き
場

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

　
合
も
あ
れ
ば
、
ご
く
簡
単
に
総
括
す
る
だ
け
で
す
む
よ
う
な
場
合

　
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事
業
の
規
模
や
イ
ン
パ
ク
ト
次
第
で
は
、

　
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
外
部
評
価
が
必
要
に
な

　
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
べ
て
を
一
律
に
評
価
す

　
る
必
要
は
な
い
。

　
②
コ
ス
ト
意
識

　
　
当
た
り
前
の
こ
と
な
が
ら
、
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
自
体
、
時

　
問
や
労
力
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
既
に
お
お
く
の
自
治
体
が

　
取
り
組
ん
で
い
る
行
政
評
価
を
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
当
た
り
前
の

　
こ
と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
こ
で
あ
え

　
て
確
認
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
③
定
性
的
な
評
価

　
　
評
価
に
対
し
て
懐
疑
的
な
立
場
か
ら
よ
く
「
数
値
化
に
な
じ
ま

　
な
い
」
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
事
実
で
あ
ろ

　
う
。
し
か
し
、
定
量
的
な
評
価
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
定
性
的
な

　
評
価
を
す
れ
ば
い
い
。
要
は
、
次
の
事
業
に
活
か
す
、
あ
る
い
は
、

　
評
価
を
通
じ
て
説
明
責
任
を
果
た
す
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の

　
で
あ
る
。

　
④
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
評
価
は
そ
れ
を
行
う
だ
け
で
は
あ
ま
り
意

　
味
が
な
い
。
先
述
し
た
通
り
、
次
に
活
か
さ
れ
て
は
じ
め
て
評
価

　
を
行
う
意
義
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
あ
る
。

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
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⑤
プ
ロ
セ
ス

　
①
に
も
関
わ
る
が
、
目
の
前
の
「
成
果
」
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ

な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
協
働
事
業
に

は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
極
端
な
例
で
は

あ
る
が
、
協
働
事
業
の
結
果
と
し
て
仮
に
多
少
コ
ス
ト
が
多
め
に

か
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
過
程
で
数
多
く
の
県
民
が
参
加
し
広

く
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
と
か
、
参
加
活
動
団
体
の
運
営
能
力
が

高
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
い
。

2
　
評
価
項
目
と
そ
の
策
定
過
程
の
重
要
性

　
評
価
す
る
た
め
に
は
、
当
然
そ
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
近
年
で

は
協
働
事
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
既
に
モ
デ

ル
に
な
り
そ
う
な
事
例
も
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
評
価
み
え
」

（
参
照
【
資
料
1
8
一
①
】
）
が
有
名
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
評
価
の
基
準
や
仕
組
み
な
ど
も
、
役
所
を
あ
げ
て
自
分

達
で
つ
く
る
方
が
望
ま
し
い
。
協
働
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
関
連
し
て

第
1
6
条
解
説
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
い
ろ
い

ろ
な
気
づ
き
が
あ
る
か
ら
だ
。
「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の
理
解
が
進

み
、
次
回
の
よ
り
有
効
な
「
協
働
」
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

【資料18】

①事業評価システム2000Standard　for　Collaborationの評価構造（＠「評価みえ」）

リソース撚者と伽ミュニケーション　l　　l
　　　　　　4．事前のリソース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19事後のリソース

欝鷲事　と事業規模　裏　肇餐14襲爵執行と餐　萎

二
一
〇

藩24．受益者の満足度

識騨

11嚢　　一　　　　．黙　・　1弓
業　　　　　　　　一　　　．1　事
熱．14無勇算執行難　萎
施　　　　　　　　　　　　　・．．　施

織　　　・蕪翻
と　　　　15．情報の共有　　　　　　　　　　振

繊．　潮　1
担

灘騨礫餐
欝受益者からのクレ撚α事後の受益者と

　　　　　　ム情報の吸いあげ　　　　のコミュニケー

　　1とフィードバッ循ション

1
0
．
事
業
計
画
書
・
収
支
計
画
書

容の

　
　
ス

　
　
　
一
誠
・

　
　
ソ
の

　
　
り
と
・
、

　
　
の
　

　
　
輔
雛
訪

価
供
翫

　　

@　

　
　
　
　
　
轍
　
1
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
組
織
戦
略
の
整
合
性

ゴ

・
有

的
共

2
．
協
働
事
業

　
の
必
然
性

　　　　　　ション

受益者とのコミュニケーション

【出典】http：〃www．hyouka．org／pdf／2000C11．pdf



第
一
九
条
【
拠
点
の
整
備
、
充
実
】

①
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
効
果
的
に
促
進
す
る
た
め
の
拠
点

　
を
整
備
し
、
こ
れ
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
活
動
団
体
が
円
滑
に
い
き
い
き
活
動
を
行
え
る
よ
う
、

　
当
該
活
動
拠
点
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
条
は
具
体
的
な
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
「
拠
点
」

そ
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

に
注
目
し
、

1
　
活
動
団
体
の
声

　
県
は
、
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

も
場
所
（
拠
点
）
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

我
々
行
政
学
ゼ
ミ
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
〇
〇
四
年
七
月
実

施
）
で
は
、
「
今
最
も
必
要
と
し
て
い
る
支
援
策
は
？
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
や
は
り
さ

ら
な
る
拠
点
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
・
事
務
所
、
会
議
の
場
所
、
エ
ア
コ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
ハ
ー
ド

　
　
な
も
の
の
提
供

　
・
事
務
局
を
構
え
る
場
所
の
確
保
。
家
賃
が
安
く
て
、
広
い
場
所
。

　
　
事
務
局
だ
け
で
な
く
、
場
所
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
実
現
で
き
る
事

業
の
た
め
の
場
所
も
ほ
し
い
。

2
　
促
進
の
拠
点

　
県
が
ま
ず
な
す
べ
き
は
、
現
行
の
拠
点
整
備
が
十
分
な
効
果
を
あ

げ
て
い
る
の
か
改
め
て
検
討
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
「
し
ま
ね
の
場
合
、
官

製
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
放
・
解
雇
し
、
そ
の
浮
い
た
予

算
で
融
資
制
度
を
設
け
る
こ
と
」
（
島
根
大
学
行
政
学
ゼ
ミ
実
施
ア

ン
ケ
ー
ト
）
と
い
っ
た
厳
し
い
意
見
が
聞
か
れ
る
と
お
り
、
検
討
す

べ
き
点
は
多
い
。

　
例
え
ば
、
当
該
セ
ン
タ
ー
は
現
在
県
内
一
箇
所
で
あ
る
が
、
東
西

の
バ
ラ
ン
ス
等
か
ら
他
の
地
域
に
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
無

論
、
財
政
状
況
等
を
広
く
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
）
。
ま
た
、
そ
の

機
能
に
つ
い
て
も
「
何
が
促
進
拠
点
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」

を
今
一
度
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
松
江
市

の
『
市
民
活
動
促
進
指
針
に
か
か
る
提
言
書
』
で
は
、
中
間
支
援
施

設
が
担
う
べ
き
機
能
と
し
て
大
き
く
七
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
参

照
【
資
料
1
9
卜
①
】
）
。
そ
れ
ら
と
現
状
と
を
比
較
し
て
み
る
と
よ
い

だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
必
ず
し
も
セ
ン
タ
ー
的
機
関
の
設
置
主
体
は
県
だ
け

に
限
ら
れ
な
い
。
実
際
、
出
雲
市
に
は
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
し
、
松
江
市
で
は
新
し
く
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
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構
想
が
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
島
根
に
望
ま
れ
て
い
る
の
は
、
民
間
の

な
か
か
ら
中
間
支
援
機
能
を
担
う
団
体
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
自
ら
の
機
能
拡
充
を
図

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
様
々
な
団
体
と
も
う

ま
く
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
活
動
の
拠
点

　
さ
ら
に
、
県
は
、
県
民
や
「
活
動
団
体
」
等
に
と
っ
て
の
活
動
拠

点
の
整
備
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ス
ト
の
面
か
ら
考
え

る
と
、
新
規
に
ハ
コ
モ
ノ
を
建
設
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
既

存
の
施
設
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

公
民
館
、
空
き
教
室
、
空
き
店
舗
、
廃
校
な
ど
が
検
討
す
る
に
値
す

る
。
ま
た
、
「
活
動
団
体
」
に
と
っ
て
は
事
務
所
の
確
保
と
い
う
こ

と
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
、
横
浜
市

が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
助
成
制
度
（
参
照
【
資
料
1
9
1
②
】
）
が
参

考
に
な
る
。

【
資
料
1
9
】

①
中
間
支
援
施
設
が
担
う
べ
き
七
機
能

　
ω
　
基
盤
整
備

　
　
セ
ン
タ
ー
自
体
が
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う
な
場
と
な
る

書

こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
会
議
室
、
安
価
な
駐
車
場
、

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
、
設
備
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

図
　
交
流
機
能

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
と
市
民
、
市
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

N
P
O
、
市
民
活
動
団
体
間
、
中
間
支
援
組
織
間
の
交
流
機
能
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
談
話

室
・
サ
ロ
ン
の
設
置
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
N
P
O
見
学
会

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
よ
い
。

⑬
　
情
報
拠
点
機
能

　
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
な

ど
を
通
じ
て
、
資
金
や
人
手
な
ど
活
動
に
必
要
な
情
報
を
収
集
・

加
工
・
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
各
地

区
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
に
お
け
る
情
報
ア
ク
セ
ス
環
境
の
整
備

等
も
重
要
に
な
る
。

⑥
　
学
習
支
援
機
能

　
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
各
団
体
の
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

組
織
運
営
や
会
計
実
務
等
に
関
す
る
様
々
な
講
座
や
研
修
の
機
会

を
用
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
に
対
し
て
は
、
入
門
講
座

な
ど
を
実
施
す
る
と
い
い
。

㈲
　
地
域
資
源
仲
介
機
能

　
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
内
の
諸
資
源
（
ひ
と
、
お
金
、
情
報
、
も

の
な
ど
）
を
集
め
る
な
り
、
埋
も
れ
た
資
源
を
発
掘
す
る
な
り
し



て
、
そ
れ
ら
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
N
P
O
が
容
易
に
利
用
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
物

品
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
人
材
登
録
・
斡
旋
、
専
門
家
派
遣
、

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
事
務
処
理
代
行
な
ど
で
あ
る
。

㈲
　
資
金
づ
く
り
支
援
機
能

　
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
市
民
、
企
業
、
行
政
等
か
ら
の

資
金
援
助
を
促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
自

身
の
収
益
活
動
、
基
金
の
創
設
と
そ
の
運
用
、
資
金
等
を
募
集
す

る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
開
催
な
ど
で
あ
る
。

ω
　
政
策
開
拓
機
能

　
セ
ン
タ
ー
は
、
個
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
N
P
O
に
対
す

る
そ
の
時
々
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
市
民
活
動
全
体
を
見
渡
し
た

う
え
で
、
必
要
な
政
策
を
常
に
模
索
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
や
団
体
ニ
ー
ズ
、
先
進
的
な
活
動
．
支
援

策
等
に
関
す
る
調
査
と
分
析
が
重
要
に
な
る
。

【
出
典
】
松
江
市
『
市
民
活
動
促
進
指
針
に
か
か
る
提
言
書
（
骨

子
）
』
二
〇
〇
四
年
、
五
－
六
頁

て
賃
貸
借
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
事
務
所
借
上
費
（
家
賃
）
の

一
部
を
、
ま
た
、
自
宅
の
一
部
を
団
体
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

使
用
し
て
い
る
場
合
は
光
熱
水
費
の
一
部
を
助
成
す
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
実
績
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
（
半
年
分
）
が
六
五
件

で
六
三
〇
万
六
四
一
七
円
、
二
〇
〇
一
年
度
が
六
三
件
で
三
九

五
万
六
四
〇
〇
円
、
二
〇
〇
二
年
度
が
六
九
件
で
一
四
六
六
万
七

四
三
二
円
。

【
出
典
】
茎
夏
≧
≦
チ
ヨ
三
マ
。
こ
℃
お
ち
鼻
聾
ざ
＼
9
葵
蕊
8
お
自
9

耳
目
よ
り
作
成

第
二
〇
条
【
情
報
の
充
実
】

①
県
は
、
い
き
い
き
活
動
に
か
か
る
様
々
な
情
報
を
継
続
的
に

　
収
集
お
よ
び
整
理
し
、
利
用
し
や
す
い
形
へ
の
加
工
に
努
め
た

　
う
え
で
、
そ
の
情
報
を
広
く
積
極
的
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

②
県
は
、
各
主
体
が
自
由
に
情
報
交
換
の
で
き
る
環
境
の
整
備

　
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
横
浜
市
・
市
民
活
動
促
進
助
成
金
制
度

　
　
「
活
動
団
体
」
な
ど
が
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
活
動
を
行
え
る
　
　
　
　
　
本
条
は
、
具
体
的
な
支
援
策
の
一
つ
と
し
て

　
よ
う
、
事
務
所
経
費
を
助
成
す
る
市
民
活
動
推
進
助
成
金
制
度
を
　
　
　
　
そ
の
充
実
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
実
施
し
て
い
る
（
二
〇
〇
〇
年
度
開
始
）
。
団
体
の
事
務
所
と
し

　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）

「
情
報
」
に
注
目
し
、

書
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1
　
活
動
促
進
の
前
提
と
し
て
の
「
情
報
」

情
報
提
供
は
、
対
象
に
よ
っ
て
以
下
の
二
つ
の
方
向
か
ら
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

①
「
活
動
団
体
」
以
外
へ
の
情
報
提
供

　
　
県
民
の
「
い
き
い
き
活
動
」
に
対
す
る
関
心
や
参
加
の
度
合
い

　
は
様
々
で
あ
る
。
情
報
の
収
集
や
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は

そ
こ
を
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
多
様
な
情

報
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
一
点
の
み
あ
げ
て
お
く
。
本
条
例

は
、
県
民
（
第
四
条
）
や
事
業
者
（
第
五
条
）
等
に
、
「
い
き
い

き
活
動
」
に
対
す
る
関
心
、
理
解
を
求
め
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る

限
り
、
こ
れ
ら
の
主
体
の
素
朴
な
関
心
（
例
え
ば
「
い
き
い
き
活

動
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
」
、
「
活
動
団
体
は
ど
こ
で

活
動
し
て
い
る
の
か
」
、
「
活
動
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
感
想
が
聞

き
た
い
」
な
ど
）
に
対
し
て
は
、
す
み
や
か
に
対
応
で
き
る
く
ら

　
い
の
情
報
は
常
に
用
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
情
報
提
供
の

第
一
歩
は
、
広
く
県
民
等
か
ら
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ

　
る
。②

「
活
動
団
体
」
へ
の
情
報
提
供

　
　
「
活
動
団
体
」
も
、
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
、
助
成
金

情
報
、
行
政
に
よ
る
支
援
策
や
協
働
事
業
に
関
す
る
情
報
な
ど
、

様
々
な
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
県
の
み

で
提
供
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
県
内
外
の
諸
機
関
と

二
一
四

の
連
携
な
ど
を
通
じ
て
、
で
き
る
だ
け
「
活
動
団
体
」

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
ニ
ー
ズ

2
　
情
報
提
供
の
工
夫

　
先
述
の
よ
う
に
、
情
報
は
確
か
に
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
た
だ

羅
列
的
に
提
供
す
る
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
情
報

は
、
受
け
手
に
理
解
さ
れ
て
は
じ
め
て
役
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
県
は
、
情
報
の
量
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
受
け
手

に
と
っ
て
出
来
る
だ
け
見
や
す
く
、
か
つ
分
か
り
や
す
い
形
で
の
情

報
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
二
つ
の
ア
イ
デ
ア

を
あ
げ
て
お
く
。

　
①
「
ア
ナ
ロ
グ
」
・
「
デ
ジ
タ
ル
」
情
報

　
　
現
在
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

　
情
報
と
い
え
ば
す
ぐ
に
デ
ジ
タ
ル
の
そ
れ
が
思
い
浮
か
ぶ
。
も
ち

　
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
は
、
加
工
も
手
軽
に
で
き
る
し
、
相
対
的

　
に
コ
ス
ト
も
低
い
。
当
然
、
今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
な
人
、
特
に
高
齢
者

　
に
と
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
は
そ
も
そ
も
ア
ク
セ
ス
す
ら
さ
れ

　
て
な
い
場
合
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
、
雑
誌
、
広
報
誌
と

　
い
っ
た
紙
媒
体
、
す
な
わ
ち
ア
ナ
ロ
グ
で
の
情
報
発
信
も
疎
か
に

　
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

②
「
N
P
O
マ
ッ
プ
」



　
現
在
、
我
々
行
政
学
ゼ
ミ
で
は
、
「
N
P
O
マ
ッ
プ
」
と
い
う

情
報
提
供
（
主
に
H
P
が
念
頭
）
を
構
想
中
で
あ
る
。
県
で
も
、

H
P
上
で
同
様
の
構
想
が
見
ら
れ
る
が
、
「
工
事
中
」
と
な
っ
て

お
り
詳
細
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
我
々
の
い
う
「
N
P
O

マ
ッ
プ
」
を
二
一
一
日
で
い
え
ば
、
島
根
県
の
「
活
動
団
体
」
（
当
面

は
N
P
O
法
人
）
に
つ
い
て
、
所
在
地
な
い
し
活
動
拠
点
ご
と
に

地
図
上
に
配
置
し
、
そ
こ
か
ら
詳
細
な
情
報
に
リ
ン
ク
を
は
る
、

と
い
う
も
の
だ
。
本
構
想
の
意
義
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　
ω
　
見
や
す
さ

　
　
現
在
で
も
、
県
の
H
P
等
で
「
活
動
団
体
」
に
関
す
る
情
報

　
提
供
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
「
活
動
団
体
」
を
羅
列
し
た

　
だ
け
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
お
世
辞
に
も
見
や
す
い
と
は

　
い
え
な
い
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
閲
覧
者
が
活
動
に
さ
ら
な
る
関
心

　
を
抱
く
こ
と
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
「
N
P
O
マ
ッ
プ
」

　
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
図
　
内
容
の
充
実

　
　
現
在
、
県
の
H
P
等
で
は
必
要
最
低
限
の
情
報
（
例
え
ば
、

　
団
体
名
、
代
表
者
の
氏
名
、
連
絡
先
、
簡
単
な
活
動
内
容
）
し

　
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
へ
の

　
関
心
や
理
解
を
助
け
る
情
報
と
は
、
と
て
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
点
、
罰
N
P
O
マ
ッ
プ
」
で
は
、
少
な
く
と
も
、
学
生
自

　
ら
が
実
際
に
参
加
し
た
際
の
体
験
談
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を

情
報
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

3
　
情
報
の
一
元
化

　
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
す
る
情
報
は
、
一
元
的
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
情
報
を
提
供
す
る
拠
点
（
○

○
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
を
県
内
に
一
箇
所
の
み
つ
く
れ
ば
す
む
、
と
い

う
話
で
は
な
い
。
「
い
き
い
き
活
動
」
が
比
較
的
地
域
に
密
着
し
て

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
域
に

物
理
的
な
拠
点
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
A
地
域
の
セ
ン
タ
ー
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
B
地
域
の
そ

こ
に
は
な
い
、
と
か
、
一
つ
の
情
報
を
得
る
た
め
に
複
数
の
機
関
に

ア
ク
セ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
極
め
て

不
便
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
「
い
き
い
き
活
動
」
関
連
情
報
を
総

括
す
る
拠
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
H
P
に
つ
い
て
言
え
ば
、
様
々
な

情
報
を
一
覧
で
き
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
詳
細
情
報
に
十
分
に
リ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
サ
イ
ト
が
望
ま
し
い
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料

4
　
顔
の
見
え
る
情
報
交
換

　
第
二
項
に
い
う
「
情
報
交
換
」
と
は
、
決
し
て
文
書
や
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。
い
わ
ば
”
顔
の
見
え
る
”
情
報
交
換

が
欠
か
せ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
た
「
対
話
」
の
プ

ロ
セ
ス
か
ら
は
、
単
な
る
情
報
交
換
を
こ
え
た
意
義
深
い
何
か
が
得

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
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ら
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た

批
判
の
声
か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
新
し
い
出
会
い
か
も
し
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
と
人
と
が
出
会
い
、
気
軽
に
話
し
合
え

る
場
こ
そ
が
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

第
二
一
条
【
税
財
政
上
の
支
援
措
置
】

　
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
ま
た
、
活
動
団
体
に
対
し

て
資
金
面
で
の
支
援
を
行
う
た
め
、
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
、

積
極
的
に
税
制
上
お
よ
び
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

　
本
条
は
、
具
体
的
な
支
援
策
の
一

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
と
し
て
「
資
金
」
に
注
目
し
、

1
　
「
活
動
団
体
」
の
資
金
に
関
す
る
苦
悩

　
「
活
動
団
体
」
は
資
金
面
に
お
い
て
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

我
々
行
政
学
ゼ
ミ
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、
「
苦
労
し
て
い

る
こ
と
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
・
活
動
費
の
や
り
く
り
。

　
・
活
動
資
金
が
少
な
い
。
…
（
中
略
）
…
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と

　
　
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
資
金
不
足
を
痛
感
。

二
一
六

　
・
資
金
に
は
非
常
に
苦
労
し
ま
す
。

　
「
活
動
団
体
」
は
、
そ
の
活
動
の
性
格
上
、
資
金
確
保
が
困
難
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
は
、
主
と
し

て
苦
況
に
あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う

い
っ
た
子
ど
も
達
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
。

も
ち
ろ
ん
、
組
織
を
健
全
に
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
稼

ぐ
工
夫
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
我
々
は
活

動
団
体
に
経
済
的
“
自
立
”
を
強
く
求
め
る
よ
り
も
、
地
域
で
支
え

合
っ
て
い
く
方
策
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
か
で
も
、
い
く

ら
財
政
危
機
と
は
い
え
、
県
内
随
一
の
予
算
規
模
を
も
ち
各
種
の
権

限
を
も
つ
県
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　
た
だ
し
、
県
が
金
銭
的
な
支
援
を
行
う
場
合
、
当
然
「
公
金
」
と

い
う
側
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
慎
重
な

制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。
先
行
自
治
体
で
基
金
方
式
と
公
益
信
託

方
式
に
わ
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
点
に
関
す
る
認
識
の
違
い
を
反

映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
で
は
簡
単
な
説
明
に
と
ど
め

る
。2

　
基
金
と
公
益
信
託

　
「
基
金
」
は
、
地
方
自
治
法
に
お
け
る
第
二
四
一
条
第
一
項
～
第

八
項
を
根
拠
条
文
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
寄
付
や
県

の
出
捐
等
に
よ
り
原
資
を
集
め
、
そ
れ
を
基
に
活
動
団
体
に
対
し
て



助
成
を
行
う
。
こ
の
方
式
は
や
や
柔
軟
な
運
営
が
し
に
く
い
と
い
う

面
が
あ
る
。

　
一
方
、
「
公
益
信
託
」
は
、
信
託
法
第
六
六
条
～
第
七
三
条
を
根

拠
条
文
と
し
て
個
人
や
企
業
等
の
委
託
者
が
自
ら
の
財
産
を
信
託
銀

行
（
受
託
者
）
に
信
託
し
、
信
託
銀
行
は
定
め
ら
れ
た
公
益
目
的
に

従
い
、
そ
の
財
産
を
管
理
・
運
用
し
、
公
益
の
た
め
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
広
範
な
意
見
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
判
断
に
よ
る
助
成
が
可
能
に
な
る
。
（
参
照
【
資
料
2
1
一
①
】
）

3
　
一
つ
の
提
案
一
ま
ご
こ
ろ
％
制
度

　
千
葉
・
市
川
市
等
で
は
、
納
税
者
が
希
望
す
れ
ば
、
自
ら
が
選
ん

だ
県
内
の
「
活
動
団
体
」
に
市
民
税
の
一
％
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
「
一
％
制
度
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
（
参
照
【
資
料
2
1
1

②
】
）
。
我
々
は
こ
の
制
度
を
参
考
に
、
託
す
こ
と
が
で
き
る
県
税
の

上
限
の
み
を
定
め
、
そ
の
範
囲
以
内
な
ら
ば
県
民
が
そ
の
“
ま
ご
こ

ろ
”
の
割
合
に
応
じ
て
、
県
税
の
何
％
か
を
自
分
の
選
ん
だ
「
活
動

団
体
」
に
託
す
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ご
こ
ろ
％
制
度
」
を
提
案
す
る
。

4
　
「
自
立
」
と
「
自
律
」

　
資
金
面
で
の
支
援
を
論
ず
る
場
合
、
「
行
政
か
ら
の
資
金
援
助
を

受
け
て
い
る
活
動
団
体
は
依
存
状
態
に
陥
り
や
す
い
。
　
”
自
立
”
す

べ
し
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
確
か
に
、
「
活
動
団
体
」

　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

で
あ
っ
て
も
、
組
織
を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た
、
活
動
を
持
続
し
て

く
た
め
に
は
金
銭
的
に
”
自
立
”
す
る
の
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
は
そ
れ
を
理
想
と
し
な
が
ら
も
、
す
べ
て
の
「
活
動

団
体
」
に
”
自
立
”
を
強
い
る
つ
も
り
は
な
い
。

　
そ
の
点
に
つ
き
、
　
”
自
立
”
と
”
自
律
”
と
い
う
二
つ
の
概
△
・
心
を

使
っ
て
説
明
し
よ
う
。
我
々
学
生
を
例
に
と
る
と
、
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
学
生
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
親
か
ら
の
仕
送
り

を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
こ
れ
は
決
し
て
”
自
立
”
し
た
状

態
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
ろ
う

か
と
か
、
こ
の
バ
イ
ト
を
し
ょ
う
と
か
、
今
日
は
大
学
を
さ
ぼ
ろ
う

と
か
、
条
例
を
つ
く
っ
て
県
に
持
っ
て
い
こ
う
と
か
、
大
学
生
活
の

多
く
の
場
面
で
は
、
親
か
ら
の
拘
束
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
ら
判

断
し
、
行
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
”
自
律
”
し
た
状
態
に
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。

　
つ
ま
り
、
我
々
は
、
　
”
自
立
”
を
「
他
か
ら
の
助
け
を
一
切
受
け

て
な
い
状
態
」
、
特
に
資
金
面
で
の
そ
れ
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
他

方
、
　
”
自
律
”
を
「
他
か
ら
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
も
、
自
ら
意
思

決
定
し
行
動
す
る
こ
と
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
我
々
は
、
　
”
自
立
”
し
て
い
な
く
て
も
”
自
律
”
し

て
さ
え
い
れ
ば
さ
し
て
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
「
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
づ
く

り
に
は
、
金
銭
的
に
”
自
立
”
し
て
い
る
団
体
か
ら
そ
う
で
な
い
団

　
　
　
　
　
　
　
モ

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
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体
ま
で
多
様
な
団
体
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
我
々
の
価
値

観
に
由
来
す
る
。
依
存
か
否
か
は
意
思
決
定
と
行
動
に
お
け
る
“
自

り律
、　〃

一
二
八

の
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
限

資
金
援
助
を
受
け
る
こ
と
は
問
題
な
い
の
で
あ
る
。

【
資
料
2
1
】

①
　
基
金
と
公
益
信
託
（
基
金
の
類
型
）

○
基
金
と
公
益
信
託根

拠
条
文

仕
　
　
組
　
　
み

注
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
点

参
考

条
例
に
よ
る
基
金
設
立
（
県
か
ら
の
出
捐
な
し
。
民
間
寄
付
の
み
を
原
資
。
）

地
方
自
治
法
第
二
四
一
条
第
一
項
～
第
八
項

条
例
に
よ
っ
て
設
立
、
運
用
に
関
し
て
制
定
。
N
P
O
等
県
民
活
動
に
対
す
る
財
政
的
な
支
援
。
条
例
で
は
大
枠
を
規
定
。
（
助
成
の
基
準
に
つ
い
て
等
は
条
例
で
は
な
く
、
運
用
の
要
領
で
規
定
す
べ
き
）

・
民
間
に
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
出
来
る
と
不
公
平
を
生
む
可
能
性
が
存
在
。
・
県
の
N
P
O
支
援
の
姿
勢
が
見
え
に
く
い
。
・
金
銭
的
助
成
の
も
と
で
は
助
成
後
す
ぐ
に
活
動
が
終
了
し
な
い
よ
う
事
業
性
が
必
要
と
さ
れ
や
す
い
。

条
例
に
よ
る
基
金
設
立
（
双
方
か
ら
の
出
資
）

地
方
自
治
法
第
二
四
一
条
第
一
項
～
第
八
項

同
　
　
上

池
田
市
横
須
賀
市



E
X
ロ
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
方
式
…
寄
付
金
と
同
額
を
県
が
出
捐
。

・
金
銭
的
助
成
の
も
と
で
は
助
成
後
す
ぐ
に
活
動
が
終
了
し
な
い

よ
う
事
業
性
が
必
要
と
さ
れ
や
す
い
。

・
条
例
に
よ
る
基
金
と
は
違
い
、
信
託
銀
行
に
設
置
さ
れ
る
委
員

個
人
や
企
業
等
の
委
託
者
が
自
ら

会
の
推
薦
に
よ
る
助
成
先
の
決
定
↓
よ
り
柔
軟
な
助
成
が
出
来

公
益
信
託
形
式

信
託
法
第
六
六
条
～
第
七
三
条

の
財
産
を
信
託
銀
行
（
受
託
者
）
に
信
託
し
、
信
託
銀
行
は
定
め
ら
れ
た
公
益
目
的
に
従
い
、
そ
の
財

　
る
。
（
広
範
な
意
見
、
ニ
ー
ズ
に
よ
る
判
断
）
C
F
補
助
金
（
施
策
に
沿
っ
た
助
成
）
・
出
捐
す
る
場
合
、
資
金
濫
用
の
防
止
策
に
工
夫
が
必
要
（
上
述
）

新
潟
県
岩
手
県
宮
城
県

産
を
管
理
・
運
用
。

・
金
銭
的
助
成
の
も
と
で
は
助
成
後
す
ぐ
に
活
動
が
終
了
し
な
い

よ
う
事
業
性
が
必
要
と
さ
れ
や
す
い
。

【
出
典
】
以
下
を
参
考
に
筆
者
作
成

・
茎
夏
≧
≦
≦
。
ξ
白
重
。
。
呉
畏
き
お
窒
ε
℃
涛
器
＆
o
ミ
σ
q
一
嘗
。
ざ
＼
噛
。
§
＼
一
ω
。
・
昌
。
ド
O
o
。

・
蔓
夏
≧
∈
≦
ヨ
言
旨
コ
・
o
賊
α
q
＼
2
＆
＼
昌
覧
α
q
警
＆
N
－
国
七
〇
頃

．
『
ξ
一
＼
≧
≦
チ
蜜
ε
器
一
●
＆
o
む
涛
o
g
o
ざ
＼
噛
お
●
耳
目

・
平
田
光
之
他
『
「
横
須
賀
市
市
民
協
働
推
進
条
例
」
協
働
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
』

二
〇
〇
三
年
、
三
二
、
三
三
、
三
四
、
三
五
頁

②
市
川
市
の
コ
％
制
度
」

　
　
千
葉
・
市
川
市
は
七
月
壬
二
日
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
「
市
民

　
活
動
支
援
制
度
」
を
導
入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
…
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
略
）
…
。
支
援
を
希
望
す
る
団
体
が
活
動
計
画
を
提
案
し
、
選
ば

　
れ
た
市
民
で
作
る
審
査
会
を
通
じ
、
支
援
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

　
　
島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例

　
団
体
を
公
表
。
納
税
者
が
納
税
通
知
書
の
コ
ピ
ー
と
、
選
ん
だ
団

　
体
名
を
郵
送
し
、
市
は
納
税
額
の
一
％
を
納
税
者
が
選
ん
だ
団
体

　
に
、
事
業
費
の
半
分
を
限
度
に
助
成
す
る
。
限
度
額
を
超
え
た
場

　
合
は
新
た
に
設
置
す
る
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
。
二
〇
〇
三
年

　
度
は
納
税
者
二
二
万
人
か
ら
三
〇
〇
億
円
の
市
民
税
を
徴
収
し
て

（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
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お
り
、
全
納
税
者
が
こ
の
制
度
を
使
う
と
予
算
規
模
は
そ
の
一
％

の
三
億
円
と
な
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ハ
ン
ガ

リ
ー
方
式
」
を
参
考
に
し
た
。
同
国
で
は
、
所
得
税
（
国
税
）
の

一
％
を
N
P
O
に
寄
付
で
き
る
が
、
納
税
者
の
六
割
が
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ほ
か
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
東
欧
四
ヵ
国
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
川
市

の
ほ
か
に
国
内
で
は
、
長
野
県
や
東
京
・
足
立
区
で
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

【
出
典
】
社
団
法
人
行
革
国
民
会
議
「
市
川
市
　
市
民
税
一
％
を

N
P
O
に
助
成
す
る
制
度
導
入
へ
」
二
〇
〇
四
年
七
月

第
二
二
条
【
人
的
な
支
援
措
置
】

①
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
を
は
か
る
た
め
、

　
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
県
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
し
、
ま
た
、
活
動
団
体
に
対

　
し
て
人
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
参
加
者
を
必
要
と
す
る
活
動

　
団
体
と
参
加
を
希
望
す
る
県
民
と
が
出
会
う
機
会
を
設
け
る
等

　
積
極
的
に
仲
介
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
条
は
、
具
体
的
な
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
「
人
」
に
注
目
し
、

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

○

1
　
活
動
は
「
人
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る

　
活
動
を
支
え
る
人
材
は
、
大
き
く
二
つ
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

①
活
動
団
体
以
外
の
人

　
　
「
活
動
団
体
以
外
の
人
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し

　
て
一
様
で
は
な
い
。
後
述
す
る
通
り
、
多
様
性
に
応
じ
て
多
様
な

　
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
が
、
と
に
も
か
く
に
も
、
ま
ず
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

　
円
い
き
い
き
活
動
」
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」

を
創
造
す
る
第
一
歩
と
な
る
か
ら
だ
。
よ
り
多
く
の
人
が
「
い
き

　
い
き
活
動
」
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
な
か
か
ら
活

　
動
に
参
加
し
た
い
と
思
う
人
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
活

動
に
参
加
し
、
多
く
の
価
値
観
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
結
果
と
し

　
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
「
活
動
団
体
」
が
っ
く
ら
れ
る
、
と
い
う

　
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
好
循
環
も
第
一
歩
と
し
て
の

　
関
心
が
な
い
と
生
ま
れ
な
い
。
県
は
、
こ
う
し
た
効
果
を
し
っ
か

　
り
と
認
識
し
、
既
に
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
心
を
示
し
て
い
る

　
人
だ
け
で
な
く
、
上
の
よ
う
な
”
潜
在
的
な
”
人
材
に
対
し
て
も

　
措
置
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
既
に
述
べ
た
と
お



り
、
情
報
発
信
を
工
夫
す
る
（
参
照
【
第
二
〇
条
解
説
「
N
P
O

マ
ッ
プ
」
】
）
等
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
先
述
の
通
り
、
県
は
「
活
動
団
体
以
外
の
ひ
と
」
に
は

”
個
人
差
”
が
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
う
え
で
適
切
な

措
置
を
講
じ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
四
六
時
中
「
い

き
い
き
活
動
」
に
関
わ
っ
て
い
る
人
か
ら
、
関
心
は
あ
る
が
ど
う

も
参
加
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
人
ま
で
、
様
々
い
る
だ
ろ

う
。
後
者
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ば
県
が
”
橋
渡
し
”
役
を
つ
と

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
斡
旋
（
参
照
【
資
料
二
二
1
①
】
）
等
を
し

て
も
い
い
だ
ろ
う
し
、
前
者
の
よ
う
な
人
の
協
力
を
得
て
、
実
際

の
体
験
談
を
情
報
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
ま
た
、

多
少
関
心
を
も
て
ば
も
う
少
し
本
格
的
に
活
動
に
参
加
し
て
み
た

い
と
い
う
人
も
現
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
人
に

対
し
て
は
、
「
活
動
団
体
」
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
講
習
会

等
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、

各
人
の
”
個
人
差
”
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
措
置
が
必
要
な
の
で

あ
る
。

②
活
動
団
体
の
構
成
員

　
　
「
活
動
団
体
」
が
効
果
的
に
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
各
種
の

専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
お
金
の
や
り
く
り
、

ひ
と
の
動
か
し
方
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
法
、
法
律
的
な
知
識
な
ど
、

で
あ
る
。
当
然
、
こ
れ
ら
の
必
要
度
は
団
体
に
よ
っ
て
異
な
る
。

①
と
同
様
、
多
様
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

県
は
、
ま
ず
は
、
各
「
活
動
団
体
」
」
が
い
ま
何
に
困
っ
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
何
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

か
、
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
が
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま

で
に
、
我
々
行
政
学
ゼ
ミ
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ

た
声
を
記
し
て
お
く
。

　
・
組
織
運
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
力
（
を
必
要
と
し
て
い
る
）
。

　
・
書
類
作
り
が
大
変
。

　
・
情
報
発
信
の
有
効
な
考
略
が
み
つ
か
ら
な
い
。

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料

2
　
複
合
的
な
視
点

　
人
的
な
支
援
策
は
、
い
き
い
き
活
動
を
促
進
す
る
の
み
で
は
な
く
、

副
次
的
な
効
果
を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
我
々
の
一
ア
イ
デ

ア
で
あ
る
「
い
き
い
き
ス
テ
イ
」
と
い
う
制
度
を
取
り
上
げ
て
説
明

し
よ
う
。
こ
れ
は
、
県
外
の
定
年
退
職
し
た
人
な
ど
に
呼
び
か
け
、

島
根
に
一
定
期
間
住
ん
で
も
ら
う
、
と
い
う
も
の
だ
。
県
は
、
一
定

期
間
の
滞
在
場
所
を
提
供
す
る
（
空
き
屋
や
遊
休
施
設
な
ど
を
活
用
）

が
、
賃
貸
料
は
と
ら
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
彼
ら
に
は
島
根
で
「
活

動
団
体
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
う
な
ど
「
い
き
い
き
活
動
」
に

従
事
し
て
も
ら
う
。
定
年
退
職
さ
れ
た
方
々
の
経
験
．
知
識
を
活
用

し
よ
う
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
人
的
な
支
援
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
が
、
効
果
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
少
な

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
熊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
、
一
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く
と
も
県
外
の
人
に
島
根
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
う
ま
く
い
け
ば
、
ー
タ
ー
ン
促
進
に
も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
は
定
住
促
進
策
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
。
ま

た
、
我
々
は
、
「
活
動
団
体
」
が
例
え
ば
新
卒
者
を
採
用
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
給
料
の
一
部
を
県
が
助
成
す
る
「
い
き
い
き
就
職
助
成
」

と
い
っ
た
制
度
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
、
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
雇
用
対
策
を
も
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
県
は
、
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
視
点
も
視
野
に
入
れ
た
支
援
施
策

の
策
定
・
実
施
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

3
　
橋
渡
し
の
必
要
性

　
地
域
に
は
様
々
な
人
が
存
在
し
、
そ
の
な
か
に
は
多
種
多
様
な
技

術
・
知
識
を
持
っ
た
人
が
い
る
。
人
材
を
一
か
ら
育
成
す
る
こ
と

（
第
一
項
）
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
人
”
財
”
が
地
域

内
で
循
環
さ
れ
「
活
動
団
体
」
の
力
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
（
第
二
項
）
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
「
い
き
い
き
人
材
登
録
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
医
療
の
「
ド
ナ
ー
登
録
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
と
い
い
か

も
し
れ
な
い
。
ま
ず
、
人
事
・
労
務
・
会
計
・
税
務
な
ど
の
専
門
的

知
識
を
持
つ
人
（
勿
論
、
素
人
で
あ
っ
て
も
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
排

除
す
る
理
由
は
な
い
）
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
し
て
も
ら
う
。

登
録
者
に
は
、
一
種
の
証
明
書
と
し
て
「
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
」
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二

て
も
ら
っ
て
も
い
い
。
そ
し
て
、
「
活
動
団
体
」
等
か
ら
の
依
頼
が

あ
れ
ば
、
そ
の
希
望
に
マ
ッ
チ
し
た
登
録
者
が
自
分
の
専
門
能
力
を

活
か
し
て
当
該
団
体
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る
、
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
東
京
都
の
「
ナ
レ
ッ
ジ
バ
ン
ク
」
（
参
照
【

資
料
二
二
一
②
】
）
は
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

　
蛇
足
な
が
ら
、
こ
こ
島
根
県
は
高
齢
化
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
県
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
を
聞
く
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
本
当
に
マ
イ
ナ
ス
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
齢
者

は
そ
の
豊
か
な
人
生
経
験
か
ら
多
く
の
技
術
・
知
識
を
持
っ
て
い
る

人
が
多
い
。
つ
ま
り
、
島
根
県
は
こ
こ
で
い
う
「
人
”
財
”
の
宝
庫
」

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
、
全
国
モ
デ
ル
と
な

り
う
る
。

【
資
料
2
2
】

①
島
根
大
学
行
政
学
演
習
の
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
斡
旋
』

ω
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
の
募
集
H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

　
し
た
い
人
を
、
ゼ
ミ
H
P
や
大
学
内
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で

　
募
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
も

　
ら
・
つ
。

図
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
発
信
ロ
ゼ
ミ
が
「
活
動
団
体
」
か



　
ら
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
上
記
ア
ド
レ
ス
宛
に
送
信

　
す
る
。

⑬
　
参
加
意
思
の
表
明
口
情
報
を
見
た
登
録
者
は
、
参
加
し
た

　
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
っ
た
場
合
、
参
加
意
思
を
ゼ
ミ
に
伝

　
え
る
。

⑥
　
活
動
団
体
と
の
連
絡
・
調
整
H
連
絡
を
受
け
た
ゼ
ミ
は
、

　
「
活
動
団
体
」
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
調
整
を
行
う
。

②
㈲
東
京
都
高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団
の
「
ナ
レ
ッ
ジ
バ
ン
ク
」

　
1
　
活
動
内
容

　
　
協
力
員
自
ら
の
知
識
や
経
験
な
ど
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、

　
次
の
各
分
野
に
関
す
る
問
題
で
困
っ
て
い
る
N
P
O
団
体
等
か
ら

　
の
依
頼
に
よ
り
、
週
二
日
程
度
、
最
長
三
ヶ
月
間
、
N
P
O
団
体

　
等
と
協
力
し
な
が
ら
問
題
解
決
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

2
（5）　（4）　（3）　（2）　（1

広
報
支
援
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員
募
集
対
象

組
織
運
営
関
係

財
務
関
連
（
税
務
・
会
計
な
ど
）

労
務
関
連
（
雇
用
・
福
利
厚
生
な
ど
）

N
P
O
法
人
等
設
立
関
連

そ
の
他
（
助
成
金
申
請
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
指
導
、

　
　
　
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
）

企
画
・

　
●
N
P
O
団
体
等
の
活
動
に
理
解
が
あ
り
、
N
P
O
団
体
等
の

　
　
運
営
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
。

　
●
人
事
・
労
務
・
会
計
・
税
務
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た

　
　
企
業
経
験
者
等
の
方
で
、
「
ナ
レ
ッ
ジ
バ
ン
ク
協
力
員
」
と

　
　
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
。

　
●
週
二
日
程
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
方
。
（
雇
用

　
　
関
係
は
生
じ
ま
せ
ん
）

　
※
資
格
要
件
は
問
い
ま
せ
ん
。
東
京
都
内
で
活
動
で
き
る
方
で

　
　
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。
N
P
O
法
人
等

　
　
設
立
関
連

3
　
　
〔
協
力
員
事
前
研
修
〕

　
協
力
員
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
規
定
の
事
前
研
修
（
必
須
）

を
お
受
け
い
た
だ
き
、
研
修
終
了
後
「
ナ
レ
ッ
ジ
バ
ン
ク
協
力
員
」

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
日
コ
ー

ス
、
土
日
コ
ー
ス
共
に
、
基
本
講
座
九
時
間
以
上
・
分
野
別
講
座

三
時
間
以
上
。

4
　
報
酬
等

　
無
報
酬
で
す
。
た
だ
し
、
派
遣
に
伴
う
交
通
費
等
実
費
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
派
遣
先
の
団
体
が
負
担
し
ま
す
。

【
出
典
】
三
夏
≧
≦
≦
＜
o
ピ
筥
。
段
－
器
こ
夏
＜
∋
お
＼
8
8
＼
○
訂
需
。
壁
一
＞

穿
8
三
。
畠
＆
誉
巨
よ
り
作
成

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
案
）
』
関
連
資
料
　
（
毎
熊
）
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第
二
三
条
【
審
議
会
の
設
置
】

①
議
長
は
、
議
会
の
附
属
機
関
と
し
て
「
島
根
県
地
域
い
き
い

　
き
活
動
審
議
会
」
（
以
下
、
審
議
会
）
を
設
置
す
る
。

②
審
議
会
は
、
委
員
二
〇
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
し
、
委
員
は
、

　
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
議
長
が
任
命
す
る
。

　
ω
　
県
民

　
の
　
い
き
い
き
活
動
実
践
者

　
㈹
　
県
議
会
議
員

　
⑥
　
学
識
経
験
者

③
前
項
に
規
定
す
る
委
員
の
う
ち
、
県
民
、
い
き
い
き
活
動
実

　
践
者
に
つ
い
て
は
公
募
に
よ
る
者
を
含
む
。

④
審
議
会
の
委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
一
期
に
限
り
再
任
を

　
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
委

　
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

⑤
審
議
会
に
は
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に

　
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

⑥
審
議
会
は
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
ω
　
次
条
に
規
定
す
る
年
次
報
告
に
関
す
る
審
議
お
よ
び
知
事

　
　
へ
の
意
見
提
出
。

　
ω
　
い
き
い
き
活
動
に
関
し
て
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の

　
　
処
理
お
よ
び
知
事
へ
の
意
見
提
出
。

四

　
圖
　
県
民
、
活
動
団
体
、
事
業
者
お
よ
び
市
町
村
か
ら
の
い
き

　
　
い
き
活
動
に
関
す
る
意
見
の
受
理
、
審
議
お
よ
び
知
事
へ
の

　
　
意
見
提
出
。

　
ω
　
第
一
五
条
第
六
号
に
規
定
す
る
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締

　
　
結
に
関
す
る
異
議
申
し
立
て
の
審
議
お
よ
び
知
事
へ
の
意
見

　
　
提
出
。

　
㈲
　
そ
の
他
、
本
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
議
長
か
ら
諮

　
　
問
を
受
け
た
事
項
お
よ
び
い
き
い
き
活
動
に
関
わ
る
重
要
事

　
　
項
。

⑦
　
前
条
第
二
号
に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
審
議
会
の
会
議
は
原

　
則
と
し
て
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
非
公
開
と
す

　
る
時
は
、
委
員
定
数
の
三
分
の
二
以
上
の
委
員
の
同
意
を
必
要

　
と
す
る
。

⑧
本
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事

　
項
は
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

本
条
は
、
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
審
議
会
の
設
置
お
よ
び
そ

の
職
務
等
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
　
議
会
の
附
属
機
関
と
し
て
の
審
議
会

　
現
在
、
附
属
機
関
の
設
置
規
定
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
上
、



次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
法
律
又
は

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
自

治
紛
争
処
理
委
員
、
審
査
会
、
審
議
会
、
調
査
会
そ
の
他
の
調
停
、

審
査
、
諮
問
又
は
調
査
の
た
め
の
機
関
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
」

（
地
方
自
治
法
第
一
三
八
条
の
四
第
三
項
）

　
簡
単
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
執
行
機
関
に
は
附
属
機
関
を
設
置
で

き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
文
を
反
対
解
釈
す
れ
ば
、

「
議
会
の
附
属
機
関
」
を
設
置
す
る
事
は
で
き
な
い
と
い
う
事
に
な

ろ
う
。
通
説
も
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

2
　
議
会
・
議
員
の
関
与

　
し
か
し
、
我
々
は
、
あ
え
て
議
会
の
附
属
機
関
と
し
て
審
議
会
を

設
置
す
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進

に
つ
き
、
議
会
な
い
し
議
員
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
」
を
創

造
し
て
い
く
に
は
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
主
体
が
自
ら
の
持
つ
力

を
持
ち
寄
り
、
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
議
員
は
そ
の
一
主
体
、
し
か
も
”
代
表
的

な
”
主
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
県
政
を
先
導
す
る
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
に
あ
た
っ

て
も
、
住
民
の
代
表
と
し
て
率
先
垂
範
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3
　
予
想
さ
れ
る
反
論
へ
の
回
答

　
も
っ
と
も
、
議
会
お
よ
び
議
員
が
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
て
も
、
直
ち
に
審
議
会
が
「
議
会
の
附
属
機
関
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
い

う
の
も
、
単
に
議
員
の
参
加
を
取
り
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
別
委

員
会
の
設
置
で
も
い
い
だ
ろ
う
し
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
議
員

が
入
る
と
い
う
案
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
記
の

理
由
か
ら
、
我
々
は
そ
う
は
考
え
な
い
。

　
①
特
別
委
員
会

　
　
そ
も
そ
も
特
別
委
員
会
で
は
議
員
以
外
の
者
が
メ
ン
バ
ー
に
な

　
れ
な
い
。
我
々
は
、
審
議
会
が
そ
の
職
務
（
後
述
）
を
十
分
に
果

　
た
す
に
は
、
有
識
者
の
専
門
的
知
見
や
実
践
者
の
現
場
感
覚
等
が

　
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
全

　
般
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
多
様
な
主
体
に
よ
る

　
「
対
話
」
か
ら
こ
そ
建
設
的
な
ア
イ
デ
ア
は
生
ま
れ
る
、
し
た
が
っ

　
て
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
べ
き
、
と
い
う
の
が
我
々
の
基
本

　
的
な
認
識
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
特
別
委
員
会
よ
り
も
審
議
会
の

　
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
②
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置

　
　
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
、
二
元
代
表
制
の
見
地
か
ら
肯
定
し
が
た

　
い
。
地
方
政
府
の
主
催
者
で
あ
る
住
民
を
代
表
す
る
こ
と
に
お
い

　
て
、
議
決
機
関
と
執
行
機
関
は
同
等
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
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促
進
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関
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料
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熊
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首
長
の
執
行
機
関
に
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
議
員
が
入
る
と
い
う

の
は
原
理
的
に
極
め
て
お
か
し
い
。

　
ま
た
、
審
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
実
効
性
確
保
、
と
い
う
観

点
か
ら
も
望
ま
し
く
な
い
。
我
々
は
、
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進

に
関
す
る
施
策
等
の
企
画
、
行
動
お
よ
び
評
価
の
サ
イ
ク
ル
を
担

保
す
る
た
め
、
後
述
す
る
通
り
審
議
会
に
執
行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
機
関
は
、

基
本
的
に
は
執
行
機
関
お
よ
び
そ
の
附
属
機
関
で
な
い
方
が
よ
い
。

独
立
し
た
立
場
か
ら
客
観
的
に
評
価
が
行
わ
れ
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
評
価
が
行
わ
れ
、
次
の
課
題
を
よ
り
明
確
化
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
執
行
機
関
よ
り
も
議
会
に
設
置

す
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

4
　
　
「
議
会
の
附
属
機
関
」
は
不
可
能
じ
ゃ
な
い
！

　
先
述
の
通
り
、
通
説
的
見
解
で
は
、
議
会
に
附
属
機
関
と
し
て
審

議
会
を
置
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
旨
を
定
め
た

明
文
の
規
定
が
存
在
す
る
訳
で
は
な
い
。
今
回
の
審
議
会
の
機
能
か

ら
考
え
れ
ば
、
当
然
で
き
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
議
会
に
附
属
機
関
（
審
議
会
）
を
設
置
で
き
る
か
否
か

に
つ
い
て
、
否
定
的
な
意
見
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
川
崎
市

の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
の
制
定
に
関
わ
っ
た
篠
原
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）
は
、
自
身
の
著
書
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
二
六

　
「
『
冒
険
を
犯
そ
う
、
（
附
属
機
関
を
）
議
会
に
お
こ
う
、
禁
止
規

　
定
は
な
い
の
だ
か
ら
お
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
説
も
あ
っ

　
た
…
（
中
略
）
…
私
と
し
て
は
…
ど
こ
か
で
は
議
会
附
属
機
関
で

　
や
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
冒
険
を
犯
す
べ
き
だ
…
（
中
略
）
…

　
い
っ
そ
う
誰
か
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
た
ら
と
い
う
の
が
私
の
密

　
か
な
考
え
方
で
す
」
（
篠
原
一
『
分
権
型
社
会
と
条
例
づ
く
り
』

　
一
九
九
九
年
、
五
〇
－
五
一
頁
）

　
ま
た
、
総
務
省
行
政
課
は
、
長
崎
県
議
会
の
政
治
倫
理
審
査
会
に

つ
い
て
、
「
審
査
会
が
ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
置
か
れ
て
い
る
の
か
、

実
情
を
交
え
て
調
べ
て
み
な
い
と
、
法
令
違
反
か
ど
う
か
は
何
と
も

判
断
で
き
な
い
」
（
二
〇
〇
三
年
九
月
七
日
付
読
売
新
聞
〔
長
崎
版
〕
）

と
い
う
見
解
を
出
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
た
上
で
、
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
「
い
き
い
き
審
議
会
特
区
」
の
よ
う
な
特
区
申
請

を
行
う
と
い
う
手
段
も
存
在
す
る
。

5
　
審
議
会
の
機
能

　
本
条
例
に
規
定
す
る
審
議
会
の
機
能
は
以
下
の
五
つ
に
分
類
で
き

る
。

①
点
検
機
能
〔
第
六
項
第
一
・
五
号
〕

　
　
「
い
き
い
き
活
動
」
促
進
に
関
す
る
行
政
の
取
り
組
み
を
点
検

　
す
る
機
能
。
例
え
ば
、
知
事
が
毎
年
度
作
成
す
る
年
次
報
告
書



（
参
照
【
第
二
四
条
】
）
の
審
議
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
年
次

報
告
書
以
外
で
あ
っ
て
も
、
議
長
の
判
断
で
色
々
な
チ
ェ
ッ
ク
が

な
さ
れ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
議
長
が
、
あ
る
協
働
事
業
が
「
活
動

団
体
」
間
の
対
等
性
を
著
し
く
損
な
う
も
の
だ
、
と
判
断
す
れ
ば
、

審
議
会
は
諮
問
を
受
け
て
こ
う
し
た
点
を
審
議
し
、
点
検
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
苦
情
処
理
機
能
〔
第
六
項
第
二
号
〕

　
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
す
る
苦
情
の
申
し
立
て
を
受
け
付
け
、

簡
易
・
迅
速
に
処
理
す
る
機
能
。
い
わ
ゆ
る
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
い
い
。
「
い
き
い
き
活
動
」
の
過
程
で
は
い

ろ
ん
な
不
平
・
不
満
が
出
て
く
る
に
違
い
な
い
、
そ
れ
へ
の
対
応

を
設
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
規
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
苦
情
」
と
い
う
と
、
通
常
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
苦
情
は
現

在
の
「
い
き
い
き
活
動
」
の
問
題
点
を
え
ぐ
り
出
し
て
く
れ
て
い

る
、
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
今
後
の
「
い
き
い
き
活
動
」
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
”
宝
”
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
的
な
不
平
・
不
満
は
適
切
に
処
理
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
い
わ
ば
政
策
提
言
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
よ

う
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
意
見
聴
取
機
能
〔
第
六
項
第
三
号
〕

　
県
民
を
は
じ
め
と
す
る
各
主
体
の
「
い
き
い
き
活
動
」
に
関
す

る
考
え
・
要
望
等
を
吸
い
上
げ
る
機
能
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
い
き

い
き
活
動
」
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
行
政
に
は
な
か
っ
た
視
点
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、
施
策
等
へ
の
県
民
の
参
加
を
確
保
し
て
い

る
。

④
異
議
審
査
機
能
〔
第
六
項
第
四
号
〕

　
こ
れ
は
、
地
域
い
き
い
き
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
の
知
事
の
判

断
（
。
〆
締
結
拒
否
）
に
つ
い
て
異
議
が
出
さ
れ
た
場
合
に
、
そ

れ
を
審
査
す
る
機
能
で
あ
る
。

⑤
提
言
機
能
〔
第
六
項
第
一
号
～
第
四
号
〕

　
上
記
四
点
各
々
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
し
、
知
事
に
対
し
て

提
言
を
お
こ
な
う
機
能
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
「
い
き
い
き
活
動
」

に
関
す
る
施
策
等
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
条
【
年
次
報
告
】

①
知
事
は
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
年
次
報
告

　
書
を
毎
年
度
作
成
し
、
議
長
に
送
付
す
る
と
と
も
に
す
み
や
か

　
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
　
い
き
い
き
活
動
の
現
状
と
課
題

　
の
　
本
条
例
の
目
的
達
成
に
関
わ
る
諸
施
策
の
実
施
状
況
お
よ

　
　
び
そ
の
結
果

島
根
大
学
法
文
学
部
行
政
学
演
習
編
『
島
根
県
地
域
い
き
い
き
活
動
促
進
条
例
（
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）
』
関
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（
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㈹
　
本
条
例
の
目
的
達
成
に
関
わ
る
改
革
の
状
況
お
よ
び
そ
の

　
　
結
果

　
⑥
　
そ
の
他
、
い
き
い
き
活
動
に
関
す
る
重
要
事
項

②
議
長
は
、
前
項
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
年
次
報
告
書
を
す
み
や

　
か
に
審
議
会
に
提
出
し
、
審
議
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
を
求
め
ら
れ
た
と
き

　
は
、
諮
問
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
原
則
六
〇
日
以
内
に
審
議
を

　
行
い
、
意
見
書
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
知
事

　
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
す
み
や
か
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

⑤
　
知
事
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
意
見
書
を
い
き
い

　
き
活
動
に
関
す
る
諸
施
策
、
行
政
の
改
革
お
よ
び
次
期
年
次
報

　
告
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

本
条
は
、
知
事
に
よ
る
年
次
報
告
に
つ
い
て
の
内
容
、

に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

規
定
事
項

1
　
年
次
報
告
の
意
義

年
次
報
告
書
（
参
照
【
資
料
2
4
1
①
】
）
に
関
す
る
一
連
の
過
程

（
参
照
【
資
料
2
4
一
②
】
）
に
は
、
以
下
の
四
つ
の
意
義
が
あ
る
。

八

①
年
次
報
告
書
作
成
に
よ
る
自
己
評
価

　
毎
年
度
、
そ
の
年
に
実
施
し
た
施
策
、
行
政
改
革
の
状
況
、
そ

れ
ら
の
結
果
等
に
つ
い
て
年
次
報
告
書
を
作
成
・
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
県
は
「
い
き
い
き
活
動
」
の
促
進
に
対
す
る
自
己
評
価

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
過
程
で
県
自
ら
が
改
善
す
べ
き
点

な
ど
を
発
見
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

②
様
々
な
視
点
か
ら
の
評
価

　
審
議
会
は
様
々
な
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
審
議
会

で
年
次
報
告
を
審
議
し
、
意
見
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
だ
け
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
よ
う
な
視
点
か
ら
の
評
価
が
可
能

と
な
る
。

③
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
自
己
評
価
で
あ
れ
、
外
部
の
視
点
か
ら
の
評
価
で
あ
れ
、
結
果

が
次
に
活
か
さ
れ
な
い
と
意
味
が
な
い
。
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
条
は
、
知
事
に
対
し
、
審
議

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
さ
ら
な
る
行
政
の
改
革
や
次
期
年

次
報
告
に
有
効
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

年
次
報
告
書
や
意
見
書
を
県
民
に
公
表
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
の

も
、
後
述
す
る
説
明
責
任
の
履
行
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
県
民
独

自
の
視
点
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ

る
。
（
参
照
【
資
料
2
4
1
③
】
）

④
説
明
責
任
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第1章　いきいき活動の現状と課題

　第！節　今年度、法人格を取得した団体名

　第2節　現在の「いきいき活動団体」の数

　第3節　…

第2章　本条例の目的達成に関わる諸施策の実施状況お

　　　よびその結果

　第1節　　『月間いきいき』発刊について

　第2節　　『いきいき休暇』の導入およびその後の近況

　　　　報告

　第3節　入札における基準導入について

　第4節
第3章　本条例の目的達成に関わる改革の状況およびそ

　　　の結果

　第1節　十日開庁に関するデータ

　第2節　業務見直しの基準策定について

　第3節　一・
第4章　その他、いきいき活動に関する重要事項

　第1節　他の都道府県の近況報告

　第2節

①
「
年
次
報
告
書
」
（
い
き
い
き
活
動
白
書
）
イ
メ
ー
ジ
図

【
資
料
2
4
】

　
年
次
報
告
書
お
よ
び
意
見
書
は
公
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
公
表
に
よ
っ
て
県
お
よ
び
審
議
会
の
透
明
性
を
確
保
し
、

県
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
。

しプ

　　知事

⑦意見書活用

①年次報告作成

②送付
⑥意見書送付

議会

②公表

③審議請求

県民

⑤意見書提出

⑥公表

　　　　審議会

④審議（原則60日以内）

②
年
次
報
告
の
手
続
き



　
　
島
大
法
学
第
四
九
巻
第
一
号

③
発
展
的
改
善
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

会議審知事

公表

【年次報告】の作成 審議

県
民

意
見
書
活
用

送付
（
原
則
6
0
日
以
内
）

公表 【意見書】作成

【意見書】の活用
送付

次行
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N画
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成
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書
活
用
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行動計画】の策定�

　太い線（一）はフィードバックの流れを表すﾐ

皿
一
4
ﾐ

三
〇
ﾐ

四
章
　
雑
則
（
第
二
五
条
）
ﾐ

二
五
条
【
検
討
】
ﾐ

県
は
、
本
条
例
の
施
行
後
、
適
宜
本
条
例
の
規
定
に
検
討
を
加
ﾐ

、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ﾐ

本
条
は
、
ﾐ

で
あ
る
。
ﾐ

条
例
の
検
討
お
よ
び
見
直
し
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
ﾐ

　
適
宜
の
見
直
し
ﾐ

条
例
を
取
り
巻
く
状
況
は
日
々
刻
々
と
変
化
し
、
予
測
不
可
能
で
ﾐ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
本
条
例
の
規
ﾐ

を
検
討
し
、
そ
の
実
情
に
合
わ
な
い
規
定
に
つ
い
て
は
見
直
し
が
ﾐ

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ﾐ

他
県
条
例
（
参
照
【
資
料
2
5
1
①
】
）
に
は
、
見
直
し
期
間
を
五
ﾐ

間
と
い
う
形
で
定
期
化
し
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
。
確
か
に
、
ﾐ

間
を
定
め
る
こ
と
に
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
。
一
定
期
間
に
一
度
ﾐ

必
ず
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
条
例
と
現
実
と
の
ズ
レ
ﾐ

い
つ
ま
で
も
放
っ
て
お
く
と
い
う
事
態
は
遅
か
れ
早
か
れ
防
が
れ
ﾐ

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
上
に
書
い
た
よ
う
に
、
条
例
を
取
り
巻
ﾐ



く
状
況
は
一
気
に
変
化
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
大
き
く
変
化
し

な
い
日
々
が
続
く
場
合
も
あ
る
。
未
だ
発
展
途
上
に
あ
る
「
い
き
い

き
活
動
」
の
分
野
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
見
直
し
に
一
定
の
期
間
を
定
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
あ

ま
り
好
ま
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
、
あ
え

て
期
間
を
設
け
ず
、
「
適
宜
」
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
べ
き
、
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
適
宜
」
を
逆
手
に
と
っ
て
、
見

直
し
を
怠
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
先
に
挙
げ
た
他
県
条
例
に
み
ら

れ
る
精
神
、
す
な
わ
ち
条
例
を
恒
常
的
に
見
直
そ
う
と
い
う
姿
勢
は
、

本
条
例
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
　
知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、

こ
の
条
例
の
規
定
及
び
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
見
直
し
の
先
に
…

　
理
想
論
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
我
々
は
、
将
来
、
「
こ

ん
な
条
例
が
な
く
て
も
『
い
き
い
き
活
動
』
な
ん
て
当
た
り
前
の
こ

と
だ
ろ
う
」
と
各
主
体
が
思
え
る
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
基
本
理
念
で
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。

【
資
料
2
5
】

①
『
鳥
取
県
非
営
利
公
益
活
動
促
進
条
例
』
附
則
第
二
項

（
検
討
）

　
　
島
根
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学
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学
演
習
編
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三
一




